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序章







　男がひとり。

　夏の潮風に吹ふかれながら、寂さびれた漁村の堤てい防ぼうで携けい帯たいゲーム機の狩かりゲーをポチポチするのは寂しいですか？

　仕事が休みの日にはバック・パックひとつで電車に揺ゆられ、海辺でぼんやりとお気に入りのゲームをするのが趣しゆ味みだ。

　悪くないじゃないか。

　とりあえず夏は灼しやく熱ねつの太陽に当たっておくと健康的、という話を聞いたことがある。

　だったかな、忘れた。

　ともかくこの趣味はアウト・ドア。

　健全で開放的。

　そもそも給料もやり甲が斐いもない、存在の耐たえられない仕事をしてるのだ。

　休みの日ぐらい、好きにさせてちょうだいって話。

　見あげた真夏の太陽は、そんな鬱うつ屈くつした気分を眩まぶしすぎるほどに焼き尽つくして――




　ぶちゅん、と視界がブラックアウトしてフリーズした。




　気づくと、窓のない８畳じようぐらいの面接室に座すわっていた。

「は？」

　潮風も灼熱の太陽もない室内。

　床ゆかにはグレーの絨じゆう毯たんが敷しいてあるが、壁かべにはなにも掛かかっていない殺風景。

　長テーブルがひとつに、向かい合わせでイスがふたつ。

　この雰ふん囲い気きは、ビルの一室を使った個別面接室だ。

　たぶん間ま違ちがいない、かな？

　しかしあんなテキトーに書いたエントリーシートで書類選考を通るものかと疑問は残るが、出だした記き憶おくもないのが問題だ。

　いや、待て待て。

　だから、なぜ急に面接室なのか。

　いやいやその前に、ここはどこ？

　あ、面接室か……じゃなくて。

　不毛な自問自答は、部屋の向こう側にひとつしかないドアが開いて断たち切きってくれた。

「お待たせいたしました」

　いきなり入って来たのは、長い黒くろ髪かみをゆるふわに巻いてキリッとしたメイクのセクシーＯＬお姉さん。

　少しテカリのあるグレーのスーツ上下は、パンツではなく膝ひざ上うえのタイトスカート。

　ぱんぱんに張り出した胸の上で、襟えり元もとのひらひらフレアが波打つ。

　ばーんと高いヒールを履はいているせいもあって、ウェストからヒップのラインが貼はりついて下着が浮うき出でている。

　面接担当者だろうか、大好きな痴ち女じよＯＬモノのＡＶだろうか。

　いや、待て待て。

　だから、あの漁村や防ぼう波は堤ていはどうなった。

　いやいやその前に、また就活？

　えー、ヤだな。

「今日は足元の悪いなか面接においでいただき、ありがとうございました」

　ピンクのリップがぺったり乗った唇くちびるに笑えみを浮かべるセクシー面接官が、出した覚えのないエントリーシートを手にして向かいのイスに座った。

　長テーブルが邪じや魔まで見えないが、ＡＶなら間違いなく脚あしを広げているだろう。

　しかし見る勇気は、ない。

「ここまで、道には迷いませんでしたか？」

　だから、ここはどこなんだ。

　落ち着け……落ち着け？

　じゃあ落ち着くためにも、わからないことは考えない。

　これは面接を受けている。

　もう、それでいいや。

「大だい丈じよう夫ぶです。気づいたら着いてましたから」

「南なん部ぶ真ま晃こうさん、ですね？　それではまず、こちらから少しお話を聞かせていただきたいのですが」

　出した記憶のないエントリーシートを、ぺらぺらとセクシー面接官がめくる。




「今回、こちらに転生してみようと思われた一番のキッカケはなんですか？」
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　聞きき間違いか、セクシーお姉さんが噛かんだのだろう。

　いい条件があれば、転職は常に考えていた。

　転職ね、転職。

「南部さん？」

　危ない。

　ともかくなにか話さないと、面接は早期終しゆう了りようしてしまうのだった。

「今の職場に問題はないのですが、自分が思おもい描えがく将来のビジョンが御おん社しやの未来予想図にとってより役立てるのではないか。という夢を見たからです」

「それは、いつ頃ごろのことですか？」

「昨日の夜です」

「急に思い立った？」

「インスピレーションに近い、稲いな妻ずまのようなインスパイアがとてもラグジュアリーでしたので」

「なるほど」

　納なつ得とくしてもらった。




「今の生活はまだ22年目ですが、転生には少し早いと思いませんでしたか？」




「ですが、若いうちは体が資本だと考えております……ので……？」

　22年というのは年ねん齢れいです。

　職歴は新卒の１年目で、働いた期間は半年もありません。

　テキトーにした就活で受かった、将来性のない臨時の事務職で雑用係。

　あれ、パートだったかな？

　ちゃんとエントリーシートは読んで欲ほしいが、書いた記憶がないのでなんとも。




「確かに。私どもも経験上、若い方こそ転生に向いていると常々思っておりますから」




　絶対に言った。

　このセクシー面接官、はっきり何度も『転生』と言った。

　そしてもう合否を決めてしまったかのように、エントリーシートの束をテーブルに置いてひと息ついている。

　これは見慣れた、お断りのまずいパターンだ。

「今度は南部さんからのご質問を承うけたまわりたいと思いますが、なにかございますか？」

　なんのための面接か知らないが、このまま「特にありません」で帰るのもシャクだ。

　どうせダメなら、ぜひ『転生』について聞いてみたい。

「御社に『転生』させていただけた場合、どのような部署へ配属をお考えでしょうか」

「私どもは転生者斡あつ旋せんのエージェントですので」

　さすがにそれは先に言って欲しかった。

「あ、失礼しました。では、どのような求人が出されていたのでしょうか」

「クライアントである異世界ヨルゴスのレンゾ町役場様からの書類には――」

　これはイカンぞ。

　途と中ちゆうで話を切るのは失礼なので最後まで聞くが、本格的にアレかもしれない。

「――食物連れん鎖さの頂点から転落した人間ヒユーマンの生せい活かつ圏けんを取とり戻もどすべく、はびこる様々なモンスターを狩ることが可能な方、が主な採用条件として呈てい示じされています」

　あー、ダメダメ。

　ダメな単語が羅ら列れつされてきた。

「もしよろしければ、えーっとヨルゴス？　様の希望される具体的な人材や取得免めん許きよなどの条件も教えていただければ」

「モンスター退治に理解があって意欲的な方なら、どなたでも構いません。ヨルゴスの町役場様はどこも、若手の転生者を求めておられますね」




　もしかして、死んでないか？




　だいたい、転職ではなく『転生』の面接ってなんだ。

　だが、死んだ記憶がない。

　しかしまぁ、転生者を面接で採用していたとは驚おどろきだ。

　待て待てその前に、不採用ならどうなるんだ？

「な、なるほど」

「他にご質問は？　なんでも構いませんよ」

　くそう、ならもう聞けるだけ聞いてやる。

「ヨルゴスでは魔ま法ほう？　なんて制度には積極的に取り組んでおられるのでしょうか」

「いいえ、残念ながら」

　魔法なし！

「そう、ですよね。けどまぁ、狩りゲーとかも魔法なしは多いですもんね」

「なにか他にございますか？」

「魔ま王おうかなにかを倒たおさなければならない、などのノルマは」

「ないですね。ギルドに寄せられる依い頼らいやモンスターを狩っていただければ、それで」

　魔王なし！

　ということは勇者なし！

　長テーブルでエントリーシートの端はしをそろえ、セクシー面接官はチラチラと腕うで時ど計けいを見る。

　感じは悪いが、この人も残業はイヤだろう。

　もういいか。

　どうせ不採用――

「あっ！」

「どうされました？」

「最後に、とても基本的な質問で恐きよう縮しゆくなのですが」

「ハァ、なんでしょう」




「――オレ、死にました？」




　もの凄すごく、めんどくさそうな顔をされた。

「すいません、お手数をおかけして」

「いえいえ、こちらこそ説明不足で申し訳ありませんでした」

　セクシー面接官が手にしたリモコンのボタンをピッと押おすと、壁がスクリーンになって動画が流れ始めた。

　男がひとり。

　夏の潮風に吹かれながら、寂れた漁村の堤防で携帯ゲームの狩りゲーをしてる。

「炎えん天てん下かに防波堤でゲームをされているこの方、南部真晃様でお間違いありませんね？」

「はい」

　セクシー面接官が赤いポインターで、動画の端をクルクルとマークする。

「漁村のある入いり江えの端。ここにタンカーが映っているのが見えますでしょうか」

「はい――あっ！」

　水平線の手前で横っ腹を見せていたタンカーが向きを変え、漁村から延のびる入江に接近して衝しよう突とつした。

　どーん、と轟ごう音おんが炸さく裂れつして震ふるえる堤防。

　ざぶーん、とテレビですら見たことのない高波が堤防に叩たたきつけられる。

　ざざーん、と波が引いた時には堤防でゲームをしていた男の姿は消えていた。




　ぶちゅん、と画面がブラックアウトしてフリーズする。




「確かく認にん動画は以上ですが、なにかご質問は」

　遠浅の入江で座ざ礁しようしたタンカーなど、テレビの衝しよう撃げき映像でしか見たことがない。

　とても不運な事故だが、苦しかった記憶がないだけ幸せなのだろうか。

「質問というか……死んだ、ということで」

「まだ臨死状態ですけど？」

　それもイヤすぎる。

　この面接に落ちたら、浜はま辺べに打ち上げられた臨死状態に戻るというのか。

「ではこれで、ひと通りの面接を終わらせていただきます」

「……どうも」

　終わった。

　なんか、いろいろ終わった。

「ところで南部様はこのあと、どこか他社の面接を受けるご予定はありますか？」

「いえ……臨死に戻る、ぐらいですかね……」

「もちろん上司の確認を取らなければならないのですが、私個人の印象として、ぜひ南部様にはヨルゴスへ転生していただけないかと思っております」

「えっ!?」

「当社評価は内定、ということで」

「オレが、ですか？」

「正直なところ、魔法なしの転生募ぼ集しゆうは、なかなか埋うまらないんですよ」

　ため息をついたセクシー面接官は疲つかれた表情を浮かべ、手元のエントリーシートをペラリとめくる。

「南部様は小学４年生の時に片かた岡おかくんからイジメられ、その頃ころからゲームの世界に逃にげ込むようになったと記き載さいされてますよね」

　バカじゃなかろうか、そんなことまでエントリーシートに書き込んで。

「です、ね」

「その後は中学から高校をなにごともなく過ごして、大学もテキトーに卒業された」

　そこはなにか書くべきじゃなかろうか、書くことがないのも事実だけど。

「はい」

「大学生活にもそれなりの苦痛はあったようですが、だいたい周囲と同じようなことをしていれば大ハズレを引くこともなかった」

「は、はい」

「そのかわり、大アタリを引くこともなかった」

「……はい」

「車に興味なし、レア・アイテムのコレクターでもスマホゲームの重課金者でもなし」

「…………はい」

「ご友人もおられず、実家とも疎そ遠えん。養う妻子もいなければ、家のローンを組む予定もない。そもそも、女性とつき合われたことがない」

「………………はい」

「でしたら『魔法なし』という条件を、それほど不安に感じられることはないかと」

「……………………でしょうか」

　これは圧あつ迫ぱく面接の一種だろうか。

　転職も転生も、大して変わりないように思えてくるから不思議だ。

「どうですか。心機一転、ヨルゴスへの転生は」

　確かにあのままの生活を続けていても、輝かがやかしい未来は想像できない。

　どこかで一発、大きな転てん換かん期きを迎むかえるしかないだろう。

　多くの人にとって、それが転職なのかもしれない。

　ならばこの転職ならぬ転生は、超ちよう巨きよ大だいな運気の塊かたまりではないだろうか。

　半分以上は乗り気になってきたが、転生するなら確認しなければならないことがある。

「あの、前からよく耳にしていたのですが……転生をするにあたって多くの場合『特別なモノ』が支給されるとか」

「転生時の支給品やヨルゴスでの具体的な待たい遇ぐうに関しては、転生管理部の方から詳くわしい説明を差し上げると思います」

　契けい約やく以外は、他の部署に丸投げの人らしい。

　異世界でも使えるスマホやレベルのカンストした武器のことを聞いても機き嫌げんを損そこねるだけだろうし、カンストの意味から説明することにでもなれば気まずいだけ。

　だがしかし、確認しなければならないことは他にもある。

「あの……もうひとつ、いいですか」

「はい」

「ヨルゴスの世界って無む双そうっぽいです？」

「いえ。ライセンスをお持ちでないみたいですよ」

　あれはライセンス制だったのか。

「チートっぽいのって、どうです？」

「不正行こう為いですか？　個人で楽しむ場合に限り許される異世界も、あるにはあるみたいですけど……ウチの扱あつかうクライアント様にはちょっと」

　苦く笑しようされた。

　魔法なし、勇者なし、無双なし、チートなし。

　ならばもう、恥はじを忍しのんで聞くしかない。

「奴ど隷れい制度とかは……」

「あっはっはっ！」

　爆ばく笑しようされた。

「……なんか、すいません」

「あ、失礼しました。最近よく聞かれるもので。そういうの流行はやってるんですか？」

「まぁ、ちょっと前はよく耳にしましたね」

「あとハーレムでしたっけ？　ありませんよ」

　どうすればいい。

　魔法なし、勇者なし、無双なし、チートなし、奴隷なし、ハーレムなし。

　なし多すぎ。

　しかし、戻れば臨死。

「おもしろい方なんでぶっちゃけますけど、この求人は楽ですよ」

「そうですか？」

「そんなにがんばって狩りに出なくても、テキトーに生活できますし」

「えっ!?　テキトーでいいんですか!?」

　テキトーというナイスなキーワードが、ここに来て飛び出すのはズルい。

「町役場の狩しゆ猟りよう系クエストなら、近場のやつに月１～２回行けば大丈夫らしいですから」

「そうなんですか！」

　はびこる様々なモンスターを狩ることが主な採用条件、というのはどこへ行ったのか。

「どうですかねぇ。心機一転、ヨルゴスへの転生は」

　色々なしなしの世界だが、テキトーに生きて行けるヨルゴス。

　元のさえない世界では臨死状態。

　ええい、転職も転生も似たようなものだろう。

「ぜひ、ヨルゴスでお世話になりたいと思います」

　パァッとセクシー面接官が明るく輝いた。

「そうですか！　ありがとうございます！　ではこちらの書類に、３カ所ほど拇ぼ印いんをお願いできますでしょうか」

　しかし、すぐにハンコを押してはダメだ。

　最後の切り札的な、アレを確認しなければダメだ。

「あの」

「なんでしょうか！」

　セクシー面接官の顔には、さっさと拇印を押せと書いてある。

　この人が保険のセールスレディなら、絶対に立たて替かえ払ばらいはしてくれそうにない。

「聞いた話だと、なかには最初に斡旋してくださった女性が一いつ緒しよに来てくださることも」

「ないですね」

　鼻で笑われた。

「まだ、ご質問ありますか？」

「あ、いえ、ないですありません。いざ転生となると……ちょっと心配になって」

　うだうだ言って内定を取り消されても困るので、差し出された『異世界転生契けい約やく要よう項こう』の書類に拇印を押した。

「ありがとうございました！　それでは今から、転生管理部の方で詳しい説明をさせていただきますね！」




　まぁ大丈夫でしょ。

　人生ナメるが勝ちって言うじゃない。







第一章







　異世界ヨルゴス、辺境の町レンゾ。

　ビルも車もなく、石造りの家並みと剥むき出しの地面に砂すな埃ぼこりが舞まう。

　行き交う人はそれぞれの生活や仕事に必要な防具や衣類を身にまとい、時にイカツい武器を背せ負おっている。

　町の外に出れば緑豊かな平原と森、そして沼ぬま地ちや険しい火山帯が点在するこの中世っぽい雰囲気のレンゾという町に採用が決まり、３ヶか月げつが過ぎようとしていた。

　人生ナメるが勝ちだった。

　初めは『異世界なのに魔法がない』ことに少し抵てい抗こうがあったが、それもすぐに消えた。

　なにせレンガと木造のボロくて狭せまい賃ちん貸たい小屋だが、安い家賃で平屋の一戸建てに住めている。




　勇者？　大だい丈じよう夫ぶ、心はいつも勇者です。

　無双？　人生のボタン連打してたらアドレナリン出すぎて早死にしそう。

　チート？　不正にまみれた汚きたない大人になんてなりたくない。

　ハーレム？　オットセイか石油王に転生すれば可能かもね。

　奴隷？　たぶん奴隷にされる方だと思うからいいです。




　この町役場に町民税と所得税を月末に１回納めれば、誰だれでも暮らしていけるのだ。

　それで十分満足している。

「18番の番号札でお待ちの方ぁ」

「あ、はーい」

「今月の町民税、所得税、町営住宅賃貸料金。合わせて３万８０００クロナになります」

　体感的には１クロナ＝１円で問題ない。

　払はらえなくて生活に困る額でもないので、別に町営ギルドに貼ってある日ひ雇やといクエストに毎日出なくても大丈夫。

　その気があれば農地を借りて、野菜でも育てて売ればいい。

　黒髪を１本に束ねたこの受付カウンターのお嬢じようさんも、町役場に就職して手て堅がたく生活しているのだろう。

「また、それぐらいでいいんですか？」

「マコウ・エルフィラリさんは今月もリスポーンやクエスト終しゆう了りよう確かく認にん要よう請せい、あと討とう伐ばつモンスターの公費運うん搬ぱんと町営飛タク船を利用されてませんから」

　ぜんぜんモンスターを狩ってないのだから当たり前だ。

　だから面接終了後に転生管理部から支給された、革かわと布で出来たペラッペラの防具で困っていない。

　しかし、名字だけは悔くいが残る。

　あの無料ランダム作成に釣つられて作ったのだが、発音しにくくて仕方ない。

「じゃあこれ、３万８０００クロナ」

「３万８０００クロナ、ちょうどお預りいたします。では来月もぜひ『人間の生活圏を取り戻せ！』をスローガンに、レンゾ町営ギルドでのクエスト受注をよろしくお願いしまーす」

　この世界に来て３ヶ月。

　人間の生活圏が迫はく害がいされている実感はないが、わりとどうでもいいことなのだろう。

　そんなマニュアル通りの挨あい拶さつを後に、レンガ造りの町役場を出た。

　今日もレンゾの町はいい天気。

　背せ伸のびをすると、思わず声も出てしまう。

「ふぁーっ！　ちょっとギルドでも覗のぞいてくるかな」

　このテキトーに生きていける感、サイコーです。
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　小さな町のちょうど真ん中に建てられた町営ギルド。

　誰かの依頼を仲ちゆう介かいして、その手数料で成立する斡旋業者といえばいいだろうか。

　中間マージンを取るだけのすごくラクそうな部署だったので所属したかったのだが、競争倍率が異常に高くてあきらめた職場でもある。

　ムダに広いレンガ造りの入り口をくぐると、受付カウンター横のデカい掲けい示じ板ばんには受じゆ託たくされていないクエストが色々と残っている。




　――北東平原のファロトキス排はい除じよ（ヨルゴス流通機構・レンゾ北東支部）

　――毒アマニトロン２頭の捕ほ獲かくあるいは狩猟（レンゾ節足モンスター研究会）

　――リグイニマテスの硬こう質しつ鱗うろこ１㎏（ヒューマン・ドワーフ鍛か冶じ連共同組合）

　――地底洞どう窟くつ最深部　生態系調査の護衛（ヨルゴス洞窟生態系管理委員会）




　チュートリアル的なクエスト？

　ないない。

　配属前に転生管理部の会議室で居い眠ねむりしながら聞いた『異世界転生契約要項』の長ったらしい説明と、追加配布された『生活のしおり』だけ。

　しかもここヨルゴスには魔法がないせいか、『個人ステータス』や『個人スキル』といったＲＰＧではおなじみのパラメーター的なものがまったく与あたえられない。

　その代わり腕わん力りよくを強くしたり集中力を上げたり下着を剥はぎ取ったり――なんでもいいが、そういうスキルは主に防具や身につけるモノに備わっていて？　いや、身につけた防具や武器が人間本来に眠ねむる潜せん在ざい的てきな何とかというヤツをアレしてくれるだったろうか。

　なんか、防具の素材が持つ旨うまみが染しみ出すような感じらしい。

　要は欲しいスキルがあれば、それを持つ素材を拾って来るかその手のモンスターを倒し、鍛冶職人に渡わたして武器や防具を作ってもらう。

　めんどくさい人はショップで買う。

　ガイダンスをちゃんと聞いておけばよかったのだが、説明してくれた人がしょっちゅう言っていた「理り屈くつじゃあないんです」だけですべてを理解したので他は忘れた。

　そもそも、いらないから作ったことがない。

　だからいつも選ぶのは、この手のクエストだけ。




　――熱ねつ煉れん石せき１００㎏を納品（レンゾ鉱石卸おろし商工会）




　いわゆる炭鉱夫クエストだが、この世界ではこれで十分楽しく生きて行ける。




　モンスター？

　狩らない、狩らない。

　家賃と税金が払えて、メシを食えればそれでいいじゃない。
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　岩いわ肌はだの剥き出す、荒あれ果はてた火山地帯。

　レンゾの町からロバっぽいのに乗ってアイテム運うん搬ぱん用ようの荷車を引き、片道３日かけてやって来た。

　飛タクと呼ばれる飛行船のようなものでクエスト場所まで来ることもできたが、距きよ離りあたりで５００クロナずつ加算される料金が痛いので乗るはずもない。

　その麓ふもとにある坑こう道どう入り口に着いてから、さらに徒歩２時間。

　テキトーに組んだ名前も素す性じようも知らない４人パーティーが、連なる天てん井じようの高いドーム状坑こう内ないのひとつでツルハシを振ふるって岩肌を削けずる、炭鉱夫クエストの見慣れた光景だ。

「おーい、新入りィ。そっちはまだ掘ほれるかァ？」

　寄ってきたのは、語ご尾びがウザいうえにムサ苦しい髭ひげ面づらのスキンヘッド。

「出ますけど、粗そ鉄てつと石せき焼しよう炭たんばっかですねー」

「どうするよォ。鉄鉱も上質じゃないと買かい叩かれるし……エリア移動するかァ？」

「そうですねー」

　報告・連れん絡らく・相談がパーティーの一番めんどくさいところ。

　だからどのゲームでも、ソロ・プレイが基本だった。

　パーティーやクランがどうのというオンラインゲームでは無言か定型文を貫つらぬいていたので、よく追い出されたものだ。

「おい、おまえ汗あせだくじゃないかァ」

「暑いですよねー、火山」

「炭鉱夫するならヤグラモドキとクッケイの素材で耐たい熱ねつ防具を作っとくか、せめてＣコールドウォーターぐらい持って来いよなァ」

　めんどくさい人だ。

　とりあえず苦痛なくアイテム荷車が引けて、武器やツルハシを振り回まわしても筋肉痛にならなければ十分なので、放っておいて欲しい。

「ですよねー」

　しかもそこまで話しかけておいて、Ｃウォーターを分けてくれるつもりはない。

　ハゲは徳の高い人が選ぶ髪かみ型がただと聞いたことがあるが、なんでも例外はあるものだ。

　その前になんだっけ、この人の名前。

「あたしの、飲む？」

　もの凄く高そうな防具を着込んでいる、女剣けん士しさん。

　この人も……誰だっけな。

　炭鉱夫クエストなのにドラゴンの炎ほのおにすら耐たえられそうなコバルト・ブルーの鉱石系防具をガッチリ着て、最初はちょっとアレな感じだったがいい人らしい。

　なにかあったら背中の輝く双そう剣けんで、どんなモンスターも排除してくれそうだ。

　なぜそんな人が炭鉱夫をやっているのかは、めんどくさいから聞いてない。

「ども。返せないけどいいの？」

「これもリーダーの仕事だから」

　きりっと顔を作った女剣士さんの髪かみはツーサイドアップ？　ビッグテール？　なんと言うか忘れたやつだが、淡あわい茶色の瞳ひとみでほっぺも柔やわらかそう。

　ともかく可愛かわいい人。

　いや、美人さんと言った方がいいか。

　それ以上に、存在自体で人目を惹ひいてしまうとはこのことだろう。

　しかし、ドリンクをもらっておきながら名前を忘れたとか――まぁいいか。

「あれ？　ネデルカって受注者リーダーだったァ？」

「あたしが手続きしたでしょうよ」

「まぁいいや。この納品が終わったら、平原のコスケラ討伐のクエストに行かねェか？　おれ、片手剣けんだしよォ」

「えー……」

「そこそこの太刀たちと防具持ってるヤツら知ってるから、また一緒に行こうぜェ。な？」

「あたしがリーダーやっていい？」

　スキンヘッドが渋しぶい顔をした。

「……おれがやるよ」

「なんで？　あたしじゃダメなの？」

「いやァ、だってネデルカ……」

　前になにがあったか知らないが、とりあえず今は熱煉石１００㎏が先だと思う。

「おーい！　やべーぞ！」

　存在すら忘れていた最後のメンバーが、エリア入り口付近で大声を上げていた。

「どうした、ガシマル」

「ふたつ隣となりのエリアに、大型のポムパヨーン出たってよ！」

　ほらぁ、早くしないから。

　畳たたみ４畳じよう半ぐらいある、角が鋭えい利りな空飛ぶ緑色のカブトムシ型モンスター。

　臭くつさい粘ねん液えきをかけられたら吐はき気けで動けなくなるヤツだ。

　スキンヘッドさんは鼻息を荒あらくしてやる気満々らしいが、正直めんどくさい。

「どうするゥ、ネデルカ。角ぐらい折って帰るかァ？」

「このメンバーで？」

　申し訳ないが、武器は平原で拾った大型モンスターの骨で作った安やつすいハンマーだけ。

　防具はぺらぺら。

　それに掘れた鉱石は粗鉄や石焼炭だけとはいえ、今日の飲のみ代ぐらいにはなるのでモンスターは無視して帰りたい。

「おいオマエら、どーすんだよ。まさか狩かるのか？　報ほう酬しゆう出ねーのに？」

　仲良くなるつもりはないけど、この人とは理解し合えそうだ。

　こっちは帰る気満々なのに、ネデルカさんは無視してキリッと仕切り直す。

「ガシマルさんはどう思う？」

「弓だからヤだよ。あいつ臭くてニオイ取れなくなるし、角素材なんていらねーから」

　正解。

　デカい的とはいえ、ぶんぶん飛ぶカブトムシに矢は当たりそうにない。

「あたしが双剣、キラＸエツクスさんが片手剣」

　キラＸかー、そうだったかー。

　異世界転生契約書類には『初回転生時に限り、名前と髪型と体型はご自由にどうぞ』と書いてあったが、まさか名前にアルファベットの「Ｘ」を入れるとは。

　しかし、せっかくのスキンヘッド。

　どうせなら首の後ろに「Ｘ」のタトゥーでも入れればいいのに、残念な人だ。

「マコウさんは安やつすいハンマーで、ガシマルさんが弓。相手はポムパか――」

　わざわざ安やつすいと付け加えられたこのハンマーだが、事実だから無言でスルーが基本。

「キラＸさんはどう思う？」

「おれなら戦せん闘とうＯＫだぜェ」

「マコウさんは？」

「いいんじゃない？　それで」

「……なにが？」

　あ、まだなにも決まってなかった。

「リーダーに従うってこと、指揮官リーダーに」

「リ、リーダー？　あたしに？」

　ネデルカさんが妙みように嬉うれしそうな反応をする。

「任せるよ」

「そうね。リーダーのあたしとしては……うーん、この状じよう況きようでしょ？　火山の坑内だし、相手は飛ぶけど天井もあるし、うーん……」

　長い沈ちん黙もく。

　みんなの意見を尊重しているのではなく、決められないだけではなかろうか。

　そうこうしているうちに、ガシマルさんがキレてしまった。

「おいっ！　ポムパが入って来たじゃないか！　どうすんだよ、早く決めろって！」

「マ、マコウさんならどうする？」

　丸投げされた。

　もう帰って飲みに行きたいので、テキトーに話を合わせるしかない。

「じゃあ、Ｘさんさぁ」

「キラＸだ」

「片手剣だし楯たてを持ってるし、あいつの注意引いてよ。うん、殺やる気に満ち満ちて大だい丈じよう夫ぶな気がする」

「あァ？　オマエらはどうすんだよォ」

「オレもリーダーもノーガード武器だから、Ｘさんとポヤパヤーンのやり取りを見て、あとからなんかこう、ガーッと行くんで」

「キラＸだ。あと、ポムパヨーンなァ」

「俺おれは？」

「ガニマタさんは、ここでみんなの荷車ひっくり返されないように守りながら後方支し援えん。してもしなくてもいい。みたいな？」

「ならいいか。けどオマエ、ぜんっぜん人の名前覚えないのな」

　腕うでを組んだネデルカさんも、うんうん納なつ得とくしている。

「キラＸさんが要かなめってことになるね。いいアイデアだと思うわ」

「でしょ？　リーダーも見たいでしょ？　Ｘさんの超ちよう絶ぜつな片手剣スキルっぽいヤツ」

「そりゃあ、リーダーとしてはね」

「おれはキラＸな。いいだろう！　お前らおれの切り上げコンボ、よく見とけよォ！」

　ネデルカさんにちょっといいとこ見せたいのか、テラＸさんは羽音をぶんぶん響ひびかせて近づいてくる巨きよ大だいカブトムシに抜ばつ刀とうして駆かけ出だしていった。




「あっ――」




　威い勢せいよく飛び出して行ったピカＸさんは、すぐに角の一ひと突つきで壁かべに張り付けられた。

　思わずガジュマルさんと顔を見合わせると、お互たがいの気持ちがシンクロしたらしい。

「帰ろーぜ」

「ですかね」

「えっ!?　ちょっとちょっと、キラＸさんどうするの？　ねぇ、置いてくの？　死んじゃうよ？　マコウさん、回復薬とか回復塵じんとか渡しに行かないの？」

「ヤだよ。税金払ってりゃリスポーンして、ピッカーに拾ってもらえるんでしょ？」

「おーい。ハゲが掘ったやつ分けないかー」

「あ、いま行きまーす」

　スキンＸさんの掘った鉱石を各人で積み分け、さっさと帰るのが一番だ。

「ねぇ、ちょっと！　それ恨うらまれるって、憎にくまれるって！」

「ないない、見てないから。それより、リーダーはいらないの？」

「え？」

「やめとく？　道徳？」

「えー、あたしは……どうしよっかな……すごく悪い気がするけど、ここに置いて行くのはもったいないよね？　それって資源のムダだよね？　けど例えば、例えばだよ？　マコウさんがあたしだったら、どうする？」

　かわいい人だが、決められない人すぎる。

「迷わず持って帰れよ。持って帰ればわかるさ」

「……そうだよね」

　ドスドスと角で突つかれ続けるハゲＸさんを後に、けっきょく３人は鉱石を山分けにして火山を後にした。




　モンスター？

　狩らない、狩らない。

　この世界で一番楽しいのは夜なんだから。
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　日雇いの炭鉱夫クエストを終えてギルドに戻もどると、陽ひはとっくに沈しずんでいた。

　残念ながらクエストは失敗したので報酬はもらえなかったが、３人で山分けした粗鉄と石焼炭を市場で売っ払うと、少し上質が混ざっていたせいか８０００クロナも手に入った。

　これで十分だし、手持ちと合わせれば２万あるので問題ないだろう。

　残ったふたりへの挨拶もテキトーに、ギルドを離はなれる。

　そしてオッサンだらけで混こみ合あった乗合馬車の最終便に駆け込み、ムサ苦しい加か齢れい臭しゆうに潰つぶされながら夜の平原へと飛び出していく。

　だが、狭い。

　そして、クサい。

　防具の角が顔に当たって痛い。

　くそう、今度は絶対ケチらず飛タクにする。

　あと、若いうちからグルーミングとデオドラントを気にする習慣はつけた方がいいな。

　しかしそんな苦痛が吹ふき飛とぶほど、この高ぶるキモチが止められない。

　なにせ今夜、いよいよデビューするのだ。

　その話を小耳にしてから行ってみたくて仕方なかった、あのダンジョン。

　男のためにあるような、あのダンジョン。

　ギルドのモンスター討伐など、比ひ較かく対象にすらならない。




「キンシ平原ダンジョン前ぇ、終点でございます。どちら様もお忘れ物のないよう――」




　それを合図に、乗り合わせた猛も者さたちの顔に不敵な笑えみが浮うかんだ。

　パーティー仲間なのだろうか、互いの肩かたを叩たたいて拳こぶしをつき合わせている者たちもいる。

　みんな、すごく楽しそう。

　なんていい笑え顔がおだ、臭くさいけど。

　最後に馬車を降りると、ソロらしき屈くつ強きような大剣使いに声をかけられた。

「おう、若いの。ひとりでここへ？」

　ちょっと酒臭いが、これまたとてもいい笑顔の人だ。

「はい」

「いいこった。おれもツルんでダンジョン攻せめるのは好きじゃねぇ。メシは？」

「まだですけど」

「食って行った方がいいぞ。けど入り口付近と地下１階はヤメとけよ。地下２階の南口をラブホの方に行くと不味まずい焼き肉屋がある。そこの上に海産物が美味うまい店あるから行ってみろよ。いま地図を描かいてやる」

　ラブホというのはヨルゴスの外来語だろうかと首をかしげていると、引きちぎった獣けものの皮に暗号のような地図を描いて手て渡わたされた。

　決して宝箱のありかなどではないが、このダンジョンではそれ以上の価値がある情報。

　これこそがチュートリアル。

　まさに異世界ヨルゴスのスタート。

　町役場やギルドをウロウロしているだけではダメ、全然ダメ。

「今日は何階まで攻めるんだ？」

「とりあえず地下３階ぐらいまで？　かな？」

「初心者は２階までにしとけ。いいとこ見つけたら教えてくれよ」

　満面の笑みを残し、親切な大剣さんはさっさとダンジョンの入り口へ消えていった。

　キンシ平原の外れにある、夜だけ人で溢あふれかえるダンジョン。

　人々はここを、夜のダンジョン歓かん楽らく街がいと呼ぶ。
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　ダンジョン攻こう略りやくのスタートは、まず地上階の入り口広場から。

　抜ぬけるのは簡単だろうと考えていたが、さすがは夜のダンジョン歓楽街。

　まだ入り口だというのに、ほんの２～３歩進んだだけでゴブリンが立ちはだかる。

「いかがですか？　炭火焼き。すぐにお席、ご用意できますけどー」

「けっこうです」

　腰こし巻まきエプロンのゴブリンをかわして先を急ぐと、また別のゴブリンにエンカウント。

「よろしかったらこちらのドリンク類、２時間飲み放題でご案内できますけどー」

「けっこうです」

　なんということだ。

　まだ地上階だというのに、店名の入ったエプロン姿の客引きゴブリンがウザすぎる。

　１９００クロナで２時間飲み放題と言うが、薄うすいドリンクやどこにでもあるメニューに惹かれるものはない。

　あと、メニューを広げて近づきすぎ。

「お店とか、お決まりですか？」

「うおっ！」

　目に付くゴブリンを避さけて通っているつもりだったが、後ろ斜ななめ45度の死角から襲おそい来る。

「どうですか？　串くし揚あげ食べ放題」

「けっこうです！」

　クエストなら瞬しゆん殺さつされていただろう、できるゴブリンだ。

　どうでもいいことだが、腰こしエプロンより上がハダカなのは経費削さく減げんなのだろうか。

　何度もゴブリンたちとのカバティ攻こう防ぼうをすり抜けて地上階の奥おくへ進んでいくと、いよいよダンジョン地下へと降りていく幅はば広ひろで巨大な階段が現れた。

　大都会の駅でよく見かけた、駅地下やデパ地下への階段が石造りになった感じ。

　迷いなく降りていく。

「クソがァッ！」

「なひょっ！」

　変な声が出た。

　階段では誰ともエンカウントせず肩すかしを食くらったが、そこはダンジョン歓楽街。

　地下１階に辿たどり着つくと、いきなりギャンブル店からオッサンが飛び出してきた。

　防具もつけず武器も持たず、スウェット生き地じのような普ふ段だん着ぎでツバを吐いている。

　しかも地面に座すわり込んで、ポケットから小こ瓶びんに入った液体を取り出して飲み始めた。

　カードギャンブル店内から凄すごい音量で鳴なり響いているピロピロ、キュピンキュピンがなんの音でどんな意味があるのか非常に気になる。

　だが時々「うおぉぉぉ」という雄お叫たけびも聞こえてくるので、とても足を踏ふみ入いれる気にはなれない。

　ダンジョン歓楽街、超ちようエキサイティング。

　まだ地下１階なのに、ドキドキが止まらない。

　この勢いだと地下２階はどうなるものかと思いつつも、迷わず階段を降りた。




「お客さん、お店もう決まりました？」

　どこでもゴブリンは働き者すぎるが、正直めんどくさい。

「けっこうで――」

　それはずいぶん大おお柄がらなゴブリンだった。

　いや、オーク？

　どちらでもいいが、スーツを着ている。

「飲み、ですか？」

　クイッと杯さかずきを傾かたむける仕草のオークは、今までのゴブリンとは匂においが違ちがうと直感が走る。

　やたら笑顔が爽さわやかだし、腰にエプロンを巻いてない。

　それどころか黒いスーツ姿に、濃のう紺こんのネクタイまで締しめている。

　決定的なのは、ホストみたいな香こう水すいの匂いがすることだ。

　そういう意味でも、チュートリアル的なイベントの匂いがプンプンする。

「そう、ですね」

「３階まで降ります？」

「いや、今日は２階で――」

「あー。このダンジョン、初めてです？」

　この心理戦、意味もなく負けられない気がする。

「いや。そうじゃないんですけど、２階に来るのは久しぶりですね」

「けっこうお店、変わりましたよー。よかったら、パネルだけでも見て行かれません？」

　パネル？

　恐おそらくこのスーツ・オーク、飲食店の客引きではない。

　これは目的の旅へ歩み出せ、というサインに違いない。

「そう、ですね。久しぶりですし……それ、どこですか？」

「近くですから、大丈夫ですよ」
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　こちらの不安まで見み抜ぬくとは、カウンセラーか。

「ですよねー」

「今の時間からだとセット料金も安いですよー」

「ですよねー」

　セット？

　夜の専門用語になってきたが、おそらく時間の単位で間ま違ちがいないはず。

「前は、どこのお店に行かれてたんですか？」

　答えられぬ。

　もう、負けてもいいかな。

「なんか潰れちゃって」

　オークの愛あい想そ笑わらいが勝敗を物語っていた。

　だがこのオークは間違いなく、目的の場所に導いてくれようとしている。

　ちょっと不安だが、ついて行かないと旅は始まらないだろう。

「２階、足元が暗いんで気をつけてくださいねー」

　いやいや、さすがは地下２階。

　光が届かないはずなのに、ものすごく明るい。

　立ち並ぶ店てん舗ぽが蓄ちく光こう虫ちゆうやルシフェルキノコをふんだんに使って、ライトアップしているからだろう。

　チカチカピカピカとは違い、店の正面全体が無数の光球で真っ白に照らされている。

　入り口がシックな木造でダウンライトの当てられている店も多く、一気にこれぞ歓楽街な雰ふん囲い気きになった。

　ひとつの構造物に複数の看板があるのは、雑居ビル的な造りだろうか。

　ちょっと高そうだが、飲食のできる店も並んでいる。

　あぁ、気になって仕方ない。

「どうぞ、こちらでーす」

　スーツ・オークの言葉に嘘うそはなかった。

　階段からすぐの場所にそれはこぢんまりと看板を出していたが、その文字はケバケバしい蛍けい光こう色しよくで人目を惹く太文字。




『無料案内所』




　この場所こそが、冒ぼう険けんの始まりの地だ。

　酒場？　居酒屋で話しかけてくるのは店員さんか酔よっ払ぱらいしかいない。

　教会？　人生を考え直せとか争あらそうより対話とか、むしろ冒険に出られなくなる。

　村人Ａ？　それはティッシュ配ってる人。

　ここは夜のダンジョン歓楽街。

　素人しろうとは案内所から始めるのが基本です。

「どうですか？　いいお店、いっぱいですよー」

　スーツ・オークはニコニコと手を前に組んで、とてもフレンドリー。

　聞きかじった印象でオークを語ってはいけないと痛感する。

「そうですねー」

　安売りチケット転売店ぐらいの面積しかない案内所の中は、テーブルもイスもなくブチ抜きの空間だけ。

　その代わり壁という壁には輝かがやくパネルが無数にかけてあり、ドレス姿の美女たちが胸の谷間や太ももを惜おしみなく出して乱らん舞ぶしていた。

「おぉう……」

　スーツ・オークの言っていた『パネル』とは、このことだったのだ。

　もちろん種族は様々。

　エルフ族、森のドリアード族、牧ぼく畜ちくのパーン族にドラゴニュート族と選び放題。

　案内所はもっと怖こわい所かと思っていたが、考えてみれば客を怖がらせても仕方ない。

　案ずるよりも感じるべきだった。

「今日のご予算、幾いくらぐらいなんですか？」

「どれぐらいの、あります？」

「地下２階だとセット料金６０００クロナぐらいが多いですね。もちろん２９８０ニツキユツパとかもありますけど」

　セット料金――それは単位時間に加算される値段のことだろう。

　パネルをよく見ると『セット料金60分・５０００クロナ』などと書いてある。

　つまりそのお店に１時間いるだけで、５０００クロナかかるというわけだ。

　異世界でも時は金なり。

　そういう目でパネルをよく見ていくと、ある法則に気づく。

　あたり前だが、セット料金が高い店ほどパネルが大きく手前に掲かかげてある。

　１ワンセット４０００クロナ以下の店になってくると、パネルも小さいし奥の方に所在なく掛かかっている。

　そもそもモンスター嬢じようが写っていないものもあるが、これはいけません。

「５０００クロナぐらいで、オススメってあります？」

「こちらなんかどうですか？」

　紹しよう介かいされたのは【ＣＬＵＢ　オートクチュール】。

　眩まぶしいぐらいに白いパネルの中で、ドレスから惜しげもなく胸の谷間というか半はん乳ちちを出して並んだ美女たち。

　お店も自信と財力があるのか、パネルは大きく入り口付近に掲げている。

　手持ちが２万クロナだから、２時間いてもサイフが空になることはないだろう。

　条件はそろった。

「じゃあ、そこにします」

「あざーす」

　すごく夜っぽい反応になった。

　スーツ・オークは壁に取り付けてあった連絡受話器を取り上げ、どこかの番号を押おしていた。

「お疲つかれ様さまです、２階案内所ですけれども。今からご新規１名様、大丈夫ですか？」

　なるほど、案内所が店と連れん携けいしているとは便利だ。

　しかしその電話っぽいの、どういう仕組みだ？

「連絡つきましたんで、今からご案内しますね」

「え？　あ、お願いします」

　そして目的の店まで誘ゆう導どうしてくれるという親切設計。

　これなら道に迷って、恐い客引きにグイグイ腕を引かれることもないだろう。

「ちなみにこれ、要いらないとは思いますけど」

　スーツ・オークは受話器を壁に戻すと、にっこり笑顔を浮かべながら手作り感満まん載さいのフライヤーを差し出してきた。




『ダンジョン歓楽街の歩き方』地下２階・キャバクラ編

【禁止事じ項こう】

　１　お触さわり禁止――ご希望の方はダンジョン深層を目指せ！

　２　暴言、暴力、泥でい酔すい、禁止――ここは楽しいお酒を飲みに来るところ！

【ダンジョン・キャバクラでモテる『３ない』行動】

　１　説教しない

　２　セクハラしない

　３　ケチらない




　勉強になるわー。

「あとこれ、よかったら次回にでも連絡してください。だいたい週末いますんで」

　スーツ・オークは名めい刺しを差し出すという意外な行動に出た。

『地下２階　無料案内所　主任イクヤ』

　ありがとう、スーツ・オークのイクヤ。

　どうやって連絡とるのか知らないけど、ありがとうイクヤ。

　さぁ始めよう、夜のダンジョン・キャバクラ攻略！




　性せい風ふう俗ぞく？

　行かない、行かない。

　密室でふたりきりの全ぜん裸らタイマンとか、想像しただけでムリだから。
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　イクヤの後について、ダンジョン歓楽街の地下２階を歩く。

　連れて来られたのは、案内所から歩いて５分ほどにある一角。

　入り口は明るすぎるぐらいの真っ白な蓄光に照らされ、壁には案内所と同じパネルがさらに大きく貼はられて輝いている。

　店の前に立っていたのは、やはりゴブリン。

　だがここではキチンと黒いスーツでネクタイも締め、上半身ハダカではない。

「いらっしゃいませ」

「お疲れ様でーす。先ほど連絡したご新規１名様、お連れしましたので」

「お待ちしておりました、こちらへどうぞ」

　この黒服ゴブリン、やたら腰が低い。

　ダンジョン内の壁を掘り進すすんで内装を整えた店内へと案内された。

　異世界ヨルゴスでは、左官業でも生きていけそうな気がする。

「いらっしゃいませ！」

「らっしゃいやせぇ！」

　予想外に威勢のいいオークとゴブリンの咆ほう吼こうに迎むかえられた店内は、別世界だった。

　異世界の、さらに別世界。

　もっと顔が見えないぐらいに暗いのではと思っていたが、いい雰囲気の間接照明。

　壁かべ紙がみはシックな色調で、フロアにはベージュのふかふかソファーが並ぶ。

　店内は「くの字」に広がり、テーブル席は全部で20以上はあるだろう。

　そのあちこちで、惜しみない半はん乳ちちドレスのモンスター嬢が楽しそうに客と談だん笑しようしていた。

　店内にドドスコ音楽が流れるわけでもなく、まさに会話を楽しめと言わんばかりの空間だ。

　これだよ、これ。

　求めていたのは、これね。

「ご指名はございますか？」

　案内された角のソファーに座るや否いなや、跪ひざまずいてゴブリンが突き出す熱いおしぼり。

　推おしメン、みたいなものだろう。

「え、いや……まだ」

「かしこまりました。当店、ハウスボトルはこちらになっておりますので」

　ハウス――

　ぼんやりとした単語だが、ひとつずつ討とう伐ばつしていくのがダンジョン攻略の基本。

　最初はスライムみたいな？

　ヨルゴスで酒と言われているものを口にしたことはあるが、アルコールではなかった。

　どうやらキノコと薬草から抽出されたなにかで造られているらしいが、飲んだ感覚としては気が大きくなったり楽しくなったりする愉ゆ快かいなドリンク。

　飲み過ぎると吐くのは同じだ。

　しかし、このテーブルに置かれた安そうなハウスボトルとやら。

　封ふうを開けたら勝手に『キープ』とかになるのだろうか。

　別料金？

　それとも、込み込み？




「ティーナさん、ティーナさんです！」




　いよいよ冒険の始まりを告げる黒服ゴブリンの声に、ビクッと体が反応する。

「こんばんわー」

　甘あまい声にふり返ると、白いサラサラの紐ひもドレスからいい感じの巨乳が半分はみ出ているのが目に飛び込んできた。

　それにしても、ドレスの生地がテラテラに薄い。

　いいぞ、ダンジョン・キャバクラ！

　くりくりの目にぷりんとした唇くちびるが可愛かわいらしいのだが――




　ティーナちゃん、ケンタウロスじゃないか。

　下半身ウマじゃないか。




　うーん……うーん……

　半獣人でも胸の谷間が見られれば、まぁいいか。

　待てよ。

　考えもしなかったけど、生きつ粋すいの人外モンスターキャバクラってあるのだろうか。

　スケルトンのキャバ嬢？

　鎖さ骨こつがエロいとかいうレベルじゃないし。

　ケルベロスのキャバ嬢？

　それもう、襲われるかもしれないネコカフェ状態じゃないか。

　あっても一部のマニア向けで、さらに深い階層に行かなきゃならない気がする。

　まぁ行かないけど、今度イクヤにでも聞いてみよう。

「となり、いい？」

　四よつ脚あしがあるので、ソファーは移動させないと座れない。

「どうぞ、どうぞ！」

　脚を折って隣となりに座ったティーナちゃんはいい匂いを振ふりまきながら、テーブルに置いてある例の安酒に手をかけた。

「ハウスでいい？」

　やはり、これを飲むしかないのか。

「あ、いや、そうだねぇ……」

　はみ乳に目が吸い寄せられる。

　下半身はウマだけど。

「ドリンク頼たのむ？　ここ、けっこう高いよ？」

　なんということだ、考えることが盛りだくさんなのに待ったなし。

　封を開けたらキープとか別料金とか、まだなにも結論が出てないから。

「ここってハウスボトル、キープする店？」

「あははっ！　なにそれウケるぅ」

　ありがとう、ケンタウロスのティーナちゃん。

　ハウスボトルに金はかかりません、と。

「いやー、前に行った店がそうだったからさー」

「マジで？　ありえないっしょ」

「だよねー」

　ハウスの意味があっさり討伐できたので、心置きなく安酒で薄い水割りを作ろう。

「ちょちょ、うちがやるって」

「え、作ってくれんの？」

「あたりまえじゃん、超ウケる」

　夜はなんでもウケるんだな。

「あ、そーなの。前に行った店がそうだったからさー」

「うっそだー、それ絶対ネタでしょ。あ、薄めに作る？」

「普ふ通つうで」

　なんでムリするかな、さっきまで薄い水割り作ろうとしてたのに。

「前に行った店ってどこ？　ありえないって」

　隣に座って話してくれるものだから、長くてキレイな栗くり毛げがちょっと触ふれる。

　お酒まで作ってくれて胸の谷間ものぞき放題とか、もう下半身はウマでもいいかな。

　超さわってみたい衝しよう動どうに駆られた時、イクヤからもらったペラ紙を思い出した。




【禁止事項】

　１　お触り禁止――ご希望の方はダンジョン深層を目指せ！




【ダンジョン・キャバクラでモテる『３ない』行動】

　２　セクハラしない




　いかにもな場所の宝箱を開けるとトラップが発動する、アレと同じようなものだろう。

「ごめんごめん、夢で見たんだった」

「なにそれテキトーすぎ。じゃあ、今夜もいい夢見れるように。かんぱーい！」

「乾かん杯ぱい！」

　イッキに飲まなくていいだろうか、チビチビでいいだろうか。

　ティーナちゃんのグラスなど水なワケだし。

「今日はクエスト帰り？」

「うん、炭鉱夫クエストだったけど」

「なにそれヤバくない？　拉ら致ちられて地下で働かされたとか？」

「いや、フツーにギルドに貼ってあるやつ。最後は掘ほった突かれたで終わったけど」

「え、そっち系の人？」

「違う違う、ぜんぜんアッチ系。あれだよ、火山で鉱石掘ってくるやつ」

「なんだ、採取系って言ってよ。狩しゆ猟りようクエとか行かないの？」

　グラスに付いた水すい滴てきをササッと拭ふき取とってくれるティーナちゃん、もうこれだけで好きになりそうだから不慣れというのは怖い。

「モンスター？　狩からない、狩らない。みんなで平和に暮らさなきゃ」

「けど、採取系って儲もうかるの？」

「ダンジョン・キャバクラに来れるぐらいには」

「もー、ちゃんと税金払はらってる？　滞たい納のうしてると、殺やられた時に帰って来れないってやつ。あれ、ヤバいらしいよ？」

「だよね、死んだことないけど」

「マジで？　超ちよう強つよいじゃん！」

「いやいや、モンスター討伐に出たことないの」

「ある意味、清すが々すがしいね」

「あれでしょ？　町役場のクエストで死んでも、税金さえ払ってたら空の境界裂孔ハイエイタスから落ちて戻って来られるやつ」

　ヒマだったので読んだ『異世界転生契けい約やく要よう項こう』に書いてあったのだが、要はゲームのリスポーンと似たようなものだろうと読み飛ばした記き憶おくがある。

　そもそも、死ぬようなクエストには行かないので気にしたこともない。

「違うよ。境界裂孔からは戻って来られるけど、税金払ってないと業者ピツカーの人に拾ってもらえないんだから」

「そうだっけ」

「ヨルゴスの世界線をスルーするんだよ？　ヤバいって」

　空から落ちてきて地上に叩きつけられるどころか、そのままどこかへ消え去ってしまうらしい。

　リスポーンの維い持じ費ひや町役場の人件費にも金がかかるのだろうが、税金を滞納する転生者など拾い上げる価値もないとはシビアな話だ。

「うちのお客さんでさー、このまえワイバーンのクエに行った人が言ってたんだけどね」

「なにワイバーンって」

「ちょっと、マジでクエスト出てないでしょ。ドラゴンじゃないっぽいヤツのこと」

「あー、ドラゴンとなにが違うかわかんないヤツね」

「それ気になったから聞いたんだけど、『アレ』が小さいのがワイバーンらしいよ」

「なに『アレ』って」

「えーっ、それ言わせる気!?」

　話が盛り上がってきたところで、ぬっと黒服ゴブリンが割って入った。




「ティーナさん、ティーナさんお願いします！」




　お願い、だと？

　ティーナちゃんは折っていた四つ脚を伸のばして紐ドレスの裾すそを直し、丁てい寧ねいにソファーを元に戻し始めた。

「今日は、ごちそうさまー」

「え？」

　水しか飲んでないよね？

　ていうか、どっか行くの？

　可愛い瞳ひとみでじっと見つめられても、意味がわからない。

「じゃ、これ渡わたしとくね」

　ほわんとした絵え柄がらの付いた名刺を出だされて、さらに戸と惑まどう。

【ＣＬＵＢ　オートクチュール　ティーナ】

「ありがと……」

「ティーナさん、ティーナさんお願いしまーす！」

　腰は低いが声はデカい黒ゴブに促うながされ、店の奥にパカラと消えていったティーナちゃん。

　最後まで紐ドレスはヒラヒラしていた。

「……どういうこと？」

　テーブルにひとり残され、手持ちぶさたに水割りをチビリと舐なめる。

　くそう、この名刺の意味を解読するクエストは失敗だ。

　まぁ、最初だからいいか。




「ヤネッテさん、ヤネッテさんです！」




　びっくりしたぞ、黒ゴブ。

「こんばんはー」

　その姿に、もう一度びっくりした。

　すごくエロいエルフ嬢が、テーブルを挟はさんだ向かいの円イスに座った。

　隣には座ってくれないらしいがテキパキとグラスの水滴を拭き取り、ちょろっと酒を足して水割りを作り直してくれている。

　銀ぎん髪ぱつサラサラのショートカットで、キリッとした眉まゆと目元がクール。

　ドレスというか革かわ製せいの水着？　腰巻きというかパレオアーマー？　で、肌はだの露ろ出しゆつ面積がティーナちゃんの比ではない。

　しかも革の硬かたい素材と、たゆんとした柔やわ肌はだの質的コントラストがともかくエロい。

　なにより下半身がケダモノではない、いわゆる純じゆん粋すいな亜あ人じん系だ。

「今日はクエスト、休みなんですか？」

「いや、炭鉱夫クエに行ってきたけど」

「へー。狩猟クエとかは行かないんですか？」

　なんかこの会話、ループしてるような。

　いやいやその前に、このシステムはなんだ。

　やっと落ち着いて話そうとしたら、別の娘こに替かわってしまった。

　しかもヤネッテちゃんは超かわいくてエロいのに、テーブルを挟んだ向こう側でクールに座ったままグラスも持っていない。

　ティーナちゃんは水だけど隣に座って乾杯してくれたというのに、どうすれば。

　待てよ、水がいけないのか？

「これ飲む？」

「いやぁ、それは……」

　ハウスボトルはいらないか。

　ヤネッテちゃんは少し寂さびしそうな顔で、水割り用に置いてあったミネラルウォーターを仕方なくグラスに注ぎ始めた。

　間違いない、問題はこの光景にある。

　自分は水割りでキャバ嬢は水というのも、さっきからイヤな感じがしていたのだ。

「いつもなに飲んでんの？」

「好きなのはフェル茶ハイですけど」

「キノコエキスで割るやつ？」

「うん、それそれ」

「この店、あるかな」

「え、頼んでいいんですか？」

　別料金かな？

　しかしもう、ヤネッテちゃんの瞳はキラキラと輝いている。




【ダンジョン・キャバクラでモテる『３ない』行動】

　３　ケチらない




　冒険初心者は、まずルールに従うべきだ。

「いいよ、好きなのあるなら」

　パァッ、とヤネッテちゃんの表情が明るくなって高らかに手を挙げた。

「お願いしまーす！　フェル茶ハイください！」

　二にの腕うでからワキのラインが最高ですね！

　こんな間近で美人さんのワキを鑑かん賞しようしながら酒を飲むなど、まさにワキ道楽！

　紳しん士しの嗜たしなみすぎてダンジョン・キャバクラ最高！

「ありがとうございまーす」

「いいじゃないか、エルフだもの」

　ニッコニコになったヤネッテちゃん。

　誰だれでも好きな酒を飲みたいのは当たり前。

　だったら、ティーナちゃんにも悪いことしたかもしれない。

　ささっ、と黒ゴブが持って来た緑色のフェル茶ハイ。

　グラスに両手を添そえたヤネッテちゃんの笑え顔がおが眩しいが、ワキを締めたのは残念だ。

「はじめまして、ヤネッテです」

「乾杯！」

　やっと楽しくなってきたが、やはりこの安酒は不味まずい。

「嬉うれしい。今日ドリンクいただくの初めてなんですよ」

「へー、そうなんだ」

「けど、ここのレディースって小さいですよね」

　来たな新しい討伐対象、レディース。

　なんのことか知らないが、片かたっ端ぱしからやっつけてやる。

「ここのレディースって、どう？」

　語ご尾びに「どう？」と付けておけば、だいたいの人は勝手にしゃべってくれるものだ。

　ヤネッテちゃんの頭上に「？」と出ているが、なんと答えてもらっても結構です。

「値段？」

「そうそう」

「フツーに１０００クロナですよ」

　そうそう、この手のひらにスッポリ入るような小さいグラス１杯が１０００クロナとはヒジョーにフツーに高いね。

　だが、とりあえずレディースの値段は討伐した。

　あとはレディースの意味がレディース『グラス』かレディース『ドリンク』かなのだが、値段さえ分かればどうでもいいことじゃなかろうか。

　頬ほおずりしたいワキのラインを見ながら会話を楽しむ方が、よほど健全じゃなかろうか。

　討伐対象を変へん更こうします。

「ヤネッテちゃんて――」




　パパラパラパラー

　ラッパの音が高らかに声をかき消した。

　ジャララン、ジャッジャーン

　なぜ、黒ゴブたちが生演奏始めるのか。




『こんのぉぉぉぉおお、愛ぃぃぃでぇぇぇ』




　そして響ひびき渡る、酔っ払ったオッサンの歌声。

「ちょ、なにこれ！」

「えーっ!?　聞こえなーい！」

　テーブル越ごしにエルフの顔が近づくのは嬉しいが、うるさくて会話が成立しない。

　しかしヤネッテちゃん、いい匂いがするな。

　ものすごくうるさくて、ありえないほど近いとはこのことか。

「なにが始まったの！」

「ナマオケですよ！」

　リクエストした生演奏で、酔っ払いが気持ちよく歌い上げるアレだ。

　そういうのはナマオケ・バーでやってよ。

　キャバクラで歌うんじゃないよ。

「歌いますかぁ？」

「絶対ヤだ！」

「あはは、ダダッ子みたいですよー」

　そこで酔っ払いの歌声すらかき消す勢いの黒ゴブが、しゅたっと割って入った。




「ヤネッテさん、ヤネッテさんお願いしまーす！」




　この展開、さっき経験したぞ。

　やっとこれから盛り上がるって時にオッサンが歌い始めた挙げ句、また回転する気だ。

　落ち着かないにもほどがある。

「呼ばれちゃったぁ」

　きゅきゅーっ、とフェル茶ハイを飲み干すヤネッテちゃん。

「ねぇねぇ、ちょっと待って！」

「えぇ!?　なに!?」

　あぁ、うるさいナマオケだ。

「ヤネッテさん、ヤネッテさんお願いしまーす！」

　あぁぁ、うるさい黒ゴブだ。

「これってさぁ！　その……もう少しお話したい時って、この店ではどうすんの！」

「えっ！　場内かけてくれるんですか!?」

「あー、それそれ！　なんか知らんけど！」

　ヤネッテちゃんが、めっちゃキラキラした笑顔を浮うかべた。

「お願いしまーす！」

　大おお振ぶりな挙手！

　またワキのラインが露出！

　挟まれたい！

　近くの黒ゴブに両手で『どうどう』となだめるような、目に見えない空中物質が浮かないように優やさしく押さえるような仕草。

　そんなサインを送ったヤネッテちゃんは、すとーんと隣に座すわってくれた。

「うぉうっ！」

　どうやらキャバ嬢の無限回転は『場内』という呪じゆ文もんをかけることで消しよう滅めつし、それと同時にポジショニングも正面中間距きよ離りから側面近接距離に変わるらしい。

　なるほど、だからティーナちゃんは名刺をくれたというのか。

　あれは「場内かけて！　私を止めて！」というラブコールだったとはモテすぎる。

　しかし大変申し訳ないが、ヤネッテちゃんの方が好きですハイ。

「やった、超ちよううれしい」

「いやぁ、嬉しいのはオレの方だよ。なんか落ち着かなくってさー」

「そういう飲み方ステキですよ」

　ステキて。

　金を払わないと聞けないセリフだとしても、とても心が気持ちいい。

　生なま肩かたは触れてるし、ふわーんといい匂においがまとわりついてくるし、それでいて手を伸ばせば届く距離には半乳があるし、体のあちこちも気持ち良くなる。

　紳士は鑑賞、愛めでるが触れない。

　なんと高貴で崇すう高こうな精神的嗜し好こうだろう。

「あーあぁ。だったらフェル茶ハイ、残しとけばよかったナー」

　１杯ぱい、１０００クロナ。

　いいじゃないか、また鉱石いし掘りに行けば。

「頼めばいいじゃん」

「ほんとですか!?　お願いしまーす！」

　あえてこちら側の腕で挙手してくれたのは、サービスかもしれない。

　ワキ道楽を心得てるな、ありがとう。

　ささっ、と運ばれて来たレディース・グラスで再び乾杯。

　オッサンのナマオケが終わったこともあり、ちょっと脱だつ力りよくしてソファーの背にもたれかかった。

　場内、か。

　なんとなく意味は理解したが、それで料金体系がどう変わるのか。

　新しい単語が出て来るたびに討伐しなければならないのが、新米冒ぼう険けん者しやとしては辛つらい。

「けどさ。ここの『場内』って、どう？」

「今日が初めてですよ。まぁ、体たい入にゆうだからいいんですけど」

　待って、まだ新しい単語は待って。

　大連続討伐は厳しいです。

「そっかー。前に行ってた店の『場内』はアレだったからねー」

「高かったの？」

「うーん、どうかなぁ。ここは？」

「フツーに２０００クロナだと思いますよ」

　やはり。

　気に入ったキャバ嬢を自分のテーブルに留とどめておくのにすら金が要る、まさにルール・オブ・ザ・ナイト。

　待てよ？

　セット料金５０００＋レディースドリンク１０００×２＋場内２０００

　＝まぁ、いいか。

　金はまた掘りに行けばいいや。

「あ、お時間大だい丈じよう夫ぶですか？　ここ、自動延長だから」

「え？」

　これは討伐するまでもなく、読んで字の如ごとくだろう。

　ワンセットは60分だが、ナマオケ・ボックスのように終しゆう了りよう10分前に確かく認にんの連れん絡らくは来ないということだ。

　ちょっと想定の範はん囲い外がい。

「あー、そうだっけ」

「けど30分でも切ってくれますよ？」

　時計はすでに、入店から１時間と15分を指している。

　切り上げて１.5セットは、そろそろ限界かもしれない。

「そっかー……そろそろ切ってもらうカナ……」

「えー。延長しませんか？」

　なにそれ、ちょっと寄りかかっちゃって。

「残念だけど、明日のクエストも早いしね」

　行く予定ないけど。

　ぷーっ、と頬を膨ふくらます銀髪のエロエルフ最高。

　こっちも優しさで股こ間かんが膨らんじゃう。

「お願いしまーす」

　ヤネッテちゃんは指で小さくバツ印を作って黒ゴブに伝える。

　これは明らかに『お会計』のサインだろう。

「けどオレ、これからは楽しくクエストに行けそう」

「なんで？」

「会いたい人がいる、っていいよね」

　こんなセリフ、日常生活では間ま違ちがいなく吐はけない。

　しかし、なぜかキャバクラなら素す直なおに言える気がする。

「えー、なんですかそれ」

「また会いに――」

　いいところで黒ゴブが閉じられた会計を突つき出してくる。

　このタイミングはどうかと思うよ。

　しかも開いてみると、チャチャッと手で書いたような金額だけがポツリと。




　――１万５０００クロナ




　冷静と情熱の間ぐらいでソッコー計算した。

　セット料金５０００＋レディースドリンク１０００×２＋場内２０００クロナが、なんだかんだで１.5セットになって――ん？

　思わずヤネッテちゃんを見てしまった。

「お会計、変ですか？」

「いやぁ、オレ転生する時にちょっとアタマ打っちゃって」

「この店、タックスとチャージで20％ですよ」

　なら仕方ない。

　内税と外税みたいなものが、エネルギー充じゆう填てんされた結果なのだろう。

　サイフの中身は足りているし、明日からガンガン掘るぞという気になれた代なら安いものだ。

　２万クロナを渡すと黒ゴブはかしこまるように両手で受け取り、ササッと奥おくへ消えていった。

「ごちそうさまでした」

「いやいや、なんもなんも。オレ、こういう生活してみたかったんだよねー」

「どんな？」

「キャバクラで、女子とキャッキャ言いながら酒飲んで暮らすやつ」

「けど、クエストとかでも女の人と一いつ緒しよになるじゃないですか」

「ダメダメ人間は。エルフ最高」

「えー、そうなんですか？　エルフとしては嬉しいですけど」

「だいたい人間の女子とうまくヤれるんなら、前の世界でボッチになってないから」

「そんなー」

「また会いに来るね」

「けど、体たい入にゆうですからぁ」

「そうそう、その体入って――」

「大変申し訳ありませんが、お時間の方が」

　またもや、いいところで黒ゴブが割って入る。

　紳士的にだが強制的にお釣つりの入った小こ袋ぶくろを渡され、お店の入り口に誘ゆう導どうされる。

　まぁ、ヤネッテちゃんのお見送り付きだから許すとするか。

「ありがとうございましたぁ」

「ありゃとやしたッ！」

　ペコリとお辞じ儀ぎしたヤネッテちゃんの胸の谷間を後に、清々しいダンジョンの空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸う。

　なんと気持ちの良いことか。

　今になって考えると、エロ画像やエロ動画は絶対に双そう方ほう向こうではなかった。

　一方的にエロスを与あたえられ、一方的にリビドーをぶつける。

　それは決して情動の絡からみ合あうことのない、虚きよ無むな空間。

　だが、キャバクラは違ちがう。

「明日から金、稼ぐぞーっ！」

　そしてまた、ヤネッテちゃんとお話したい。

　サイフの残りは５０００クロナ。

　なにも食わずに来てしまったので、安い肉メシでも食って帰ることにするか。




「いま、お帰りですか？」




　ちょうど無料案内所の前まで戻もどった時、スーツ・オークのイクヤが声をかけてきた。

　顔を覚えているとは接客業の鑑かがみだ。

「さっきはどうも」

「どうでした？　オートクチュール」

「意外にシックでいい感じのお店でしたね。ただ、ナマオケがうるさくて」

「あー、最初に聞いとけばよかったですねー」

「あと、自動延長？　ちょっと戸惑ったかな」

「お店に言っておけば、セット時間の延長確認してくれるトコもありますよ？」

「そうなんだ」

「でもあそこ、かわいい娘こ多いでしょ？」

「いたいた。超ちよう美び人じんのエルフでさ――」

　謎なぞのキーワードを思い出した。

「そうだ。地下２階では最近の『体入』って、どう？」

「続かないみたいですねー。体入荒あらしみたいな娘も多いらしいですよ」

「へー、荒し」

　不隠な単語が続く。

「体験入店って、だいたいどこも日ひ払ばらいじゃないですか。それ目当てに体入３日を繰くり返かえしながらお店を転々と。やっぱ女の子同士の関係がめんどくさいですから、そのあと入店する娘はかなり少なくなってるらしいですね」

　体験入店？

　転々？

「あ。もしかしてそのエルフの娘、体入だったんですか？」

「あはははっ！　そうなんだよ、まいっちゃった！」

「じゃあ今度は、ナマオケなしの店を紹しよう介かいしますね！」

　勉強になるなぁ、ダンジョン歓かん楽らく街がい。

　明日からは、少し報ほう酬しゆうのいいクエストを選ぼうっと。







第二章







　昼過ぎの町役場ギルドはすでに閑かん散さんとしている。

　朝イチに貼はられる高難度クエストや高額報酬クエストは、もう残っていない。

　だったら早起きしろという話だが、なぜ転生してまで早起きするかという話にもなる。

　炭鉱夫クエストまでないので、仕方なく『食用・薬用キノコ10㎏納品（スーパー「カネヒダ」青果担当）』のクエスト用紙を掲けい示じ板ばんからひっぺがし、カウンターのお姉さんに渡した。

　ドイツ民族衣装のディアンドルっぽい制服が、今日は輪をかけて胸を強調している。

「受注者リーダー欄らんにお名前を。おひとり様ですか？」

「いや、ちょっと待ってみます」

「契けい約やく金きん６００クロナになります。60分以内にご出発になられない場合はクエストを回収させていただいたうえ、契約金の返へん還かんはできませんので、あらかじめご了りよう承しようください」

　飽あきるほど聞いた業務的な説明を後に、パーティー募ぼ集しゆうテーブルにクエスト用紙を立てて席に着いた。

　報酬が３０００クロナだから、ひとりで行くなら日当２４００クロナ。

　メンバーが増えて２～３人になっても今日の晩飯代には十分だし、どうしようもなくなったら帰りにブタっぽいやつでも狩ってギルドの厨ちゆう房ぼうで料理してもらえばいい。

　ただまぁ、こんなキノコ狩りクエに行きたがるヤツなんか――

「あのー、すみません」

　いた。

　もう昼なのに、今までなにをやっていた人なのか。

「このメンバー募集って、埋うまりました？」

　びっくりするほど高そうな、輝かがやくえんじ色の防具一式に身を包つつんだ女子が立っている。

　背中に背せ負おってるのは、これまた何の素材で作られたか分からない高そうな双そう剣けん。

　きりっと顔を作った女剣けん士しさんは髪かみをツーサイドアップ？　ビッグテール？　にしたとても可愛かわいい人だから、別にこんなキノコ狩りに行かなくても引く手あまただろうに。

　けどこの人、どこかで見たことある気がしないでもない。

「あれ？　マコウさんですか？」

「はぁ」

「やっぱり。あたしです、火山の炭鉱夫クエストでリーダーやってたネデルカ・シレグです。覚えてません？　ほら、Ｃコールドドリンク分けてあげたリーダーの」

　なんとなく。

　しかしその後ろに隠かくれてる人は、いろんな意味で見たことがない。

「あ、こっちは最近仲良くなったマリエラ」

　すっごいゴスロリ趣しゆ味みの姐ねえさん、来ました。

　目め尻じりの下がった切れ長の瞳で化け粧しよう品ひんのＣＭに出られるほどの美人だが、クールを通とおり越こした無表情がお近づきのハードルを一気に跳はね上あげている。

　首までのショートボブはクリムゾン色で、アクセントに赤いリボン付きカチューシャ。

　そして膝ひざ上うえ丈たけの黒いフレアドレスが、体のクビレ部分を要所で縛しばって強調している。

　おっぱいは推定ＣかＤ？

　しかしこれ、防具か？

「……わたしマリエラ・コスキヴィルタ」

　それっきり話さない。

「あたしたちパーティー組んでるんだ」

　やる気１２０％とやる気０％で、割ったら60％ぐらいだろうか。

　めんどくさそうな人たちだから丁てい重ちようにお断りした方がいいと、直感がささやく。

「へーそうなんだ、すごいねー。けどこのクエスト、地味なキノコ狩りだから。その防具一式なら、他の討とう伐ばつクエストのパーティーに入れてもらったらどうかな」

「それがね」

　この人、なぜすぐ隣となりに座れるかな。

　場内指名はしてないぞ。

「どのパーティーも、あたし達たちのこと避さけてるみたいなの。なんか聞いてる？」

　女子ウェルカムの出会い厨ちゆうパーティーだらけなのに、入れてもらえないのは相当なんかアレなのだろう。

　間違いなく、お断りした方が良さそうだ。

「その防具に圧あつ倒とうされてるんじゃない？　知らんけど」

「わかる？　これ高かったんだー。けどリーダーやるからには、それ相応の武器と防具って必要じゃない？」

　あちこちのパーティーでリーダー風を吹ふかせすぎて、ウザがられたのではなかろうか。

　思い出した。

　この前の炭鉱夫クエにいた、やたらリーダーにこだわる女子だ。
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「ねぇ、マリエラもそう思うでしょ？」

「……キノコ、採れる？」

　ゴスロリ姐さん、人の話を聞いてないし無表情すぎ。

「まぁ、キノコ狩がりのクエストだからね」

「行く」

　即そつ決けつか。

「実はね。マリエラって、ちょっと変わり者でさ」

　あとネデルカ、近すぎます。

　耳打ちしなくても誰も聞いてないし、隣のマリエラには丸聞こえです。

「ゴスロリっぽい防具のこと？」

「ううん。違くて、キノコ・マニアなの」

「へー」

「マニアっていうかもう研究者レベル？　求道者？　キノコにしか興味なくて、クエストに行ってもキノコしか拾わないから」

「へー」

「……聞いてる？」

　きょとんとした顔は可愛いネデルカ。

　どれだけリーダー風を吹かせたら、出会い厨からもウザがられるというのか。

「聞いてる」

「そういうの嫌いやじゃないの？」

「別に。好きに生きてけばいいと思うけど」

　ほんの少しだけゴスロリ姐さんが表情を緩ゆるめた？

　気がする？

　わかりづらい。

「えっ！　それって、あたしがリーダーやってもいいってこと!?」

　もう、なんでもいいか。

　さっさとクエストに出てキノコ狩らないと、日が暮れてしまう。

「じゃあ、頼たのもうかな。ここの受注者リーダー欄、書かき換かえてカウンターに出してきてよ」

　パァッとネデルカの表情が輝くところを見ると、リーダー希望というよりは渇かつ望ぼうだ。

「マコウさん、さすがだわ」

「マコウでいいから、変更手続きしてきて」

「あ、あ、もちろん契約金はあたしが返すからね」

　だーっとカウンターに走って行ったネデルカだが、なにを手続きに戸惑っているのか遠目にもあたふたしているのがわかる。

　名前を書き換えて提出するだけですよ、リーダー。

「……ありがとう」

「え？」

　あまりにもしゃべらないので、マリエラ姐さんのことを忘れていた。

「こちらこそ申し訳ないね、キノコ採取のクエストなのに。ところでマリエラさんの」

「マリエラで」

「じゃあ、マリエラの武器は？」

「ない」

　斬ざん新しんだな。

「みんな、出発するよーっ！」

　ようやく手続きが終わったのか、ネデルカが大手を振ふって出口で呼んでいる。

「ほら急いで！　飛タクが出ちゃうから！」

「採取クエストなのに、飛タク呼んだの？」

「だって、その方がクエストに行くっぽいじゃん」

　染しみ出でるような浪ろう費ひで、いつまでも貯金できない人に違いない。

　まぁ、いいか。

　もうパーティーを組むことないだろうし。







▽　▽　▽







　レンゾから飛タクで30分の場所にある、清すが々すがしく晴れた沼ぬま地ち。

　虫取りやキノコ狩りには最適な場所だけれども。

「ちょっとぉぉぉっ！　あいつこっち来るぅぅぅっ！」

　豪ごう華かな防具にキラッキラの双剣を振り回まわして、リーダーのネデルカが絶ぜつ叫きようしている。

　ヌマコスケラという、身長が人と同じぐらいでティラノサウルスっぽい二足歩行になった巨きよ大だいトカゲと出くわしてしまった。

　しかしネデルカの防具一式だと、絶叫しながら逃にげ回るような相手ではない。

　新しい武器を作った時など、あいつで試ためし斬ぎりする人も多いと噂うわさでは聞くが。

「えー、やっちゃってよ。こっちはマリエラと場所変えて、キノコ採ってるから」

「待って待って、待って！　みんなで討伐！」

「オレはペラペラの配給防具だし、マリエラなんて武器持ってないよ？」

　ガブッ、とヌマコスケラがネデルカに噛かみつく。

「きゃっ、危ない！」

　噛みつかれてから「危ない」って。

「ほらぁ、その防具なら大丈夫じゃん」

「痛いったーい！　もー、痛いぃ！　血は出てないけど体が痛い！」

　ぶんぶん振り回す双剣は、ヌマコスケラにかすりもしない。

　なんという連打プレイ。

「じゃあ逃げよう」

「ヤだ！　あたし、こいつの素材欲ほしいもん！」

「えー、それは別のクエストでやってよ」

　突とつ然ぜんカッと目を見開いたマリエラが、木こ陰かげにしゃがみ込んで１本のキノコを凝ぎよう視しした。

「はっ！　珍ちん菌きんデジャルダン発見！」

　こっちの方がおもしろそうだ。

「なにそのデンジャランて」

「デジャルダン。発光キノコの一種で非常に珍めずらしいやつ。これを精製粉末にしたものが肌はだにハリとテカリを生むと、いま女子の間で大人気」

「へー。ほんとにキノコ詳くわしいんだね」

　カッと顔を赤らめて、視線をキノコに戻すマリエラ姐さん。

　キノコのことなら結構しゃべるのに、他はまったく沈ちん黙もくとはね。

「ちょっとマコーッ！　まじヤバいんだって！」

「大丈夫でしょ」

「違くて！　あたし、今月まだ税金払はらってないの！」

「えぇっ！」

　リスポーンするけど町の職員ピツカーに拾ってもらえず、ヨルゴスの世界をスルーしてどっかへ行ってしまうアレだ。

　だったら、どうして飛タクなんてムダ使いをしてしまうのか。

「帰ったら、帰ったら払おうと思ってたの！」

「もー、なんだよそれ。ヤだなぁ戦うの」

　わずかな隙すきにネデルカは、ヌマコスケラに両りよう脚あしで押おさえつけられて捕ほ食しよくの一歩手前。

　さすがに可哀かわいそうだから仕方ない。

　骨製の安やつすいハンマーで、ヨルゴス初のモンスター討伐にチャレンジするとしよう。

　こういう時、死んでも還かえって来られるって気楽でいいよね。

「動くなよ？　はずれるから」

「早く、早く！　食べられるでしょうよ！」

　もうガジガジと、ネデルカの防具をかじっているヌマコスケラの背後にしのび寄って。

「うぅぅぅぅ、たりゃっ！」

　ぱかーん、と溜ためたハンマーの一いち撃げきがヌマコスケラの頭に命中――

　したはずなのに、ぐりっとトカゲ目がこっちを向いた。

「あれ？　効いてない？」

　ためらわず、振り上げハンマーで巨大トカゲの顎あごにもう一発。

　ぱきーん、と嫌な音が響いてハンマーが割れた。

「あ……」

　安物はいけないと初めて悟さとった時には、すでにヌマコスケラが牙きばを剥むいていた。

「マコウ、危ない！」

　スカッ、とネデルカの双剣が空振る。

「あ……」

　その位置には、もうトカゲはいないですよ。

　ヘイトを一身に集めて全速力で逃げるネデルカと、それを追うヌマコスケラ。

　あ、転んだ。

「たぁぁぁぁすけてマコォォォォッ！」

　沼ぬまの泥どろにまみれて叫さけんでいるが、こっちのハンマーは折れたし防具はペラペラ。

　マリエラ姐さんなど、武器すら持っていない。

　ちょんちょん肩を叩たたかれて振り向むくと、マリエラ姐さんが耳元でぼそりとつぶやいた。

「投とう擲てき」

「ヤダくすぐったい、なんだって？」

「その防具のスキル」

　そういえば、なんか説明書にあったような気がする。

「けどオレ、槍やりとか持っていないし。あるとしたら――」

　足元に落ちていた大きめの石を拾い、ネデルカに再びのしかかっているヌマコスケラに力ちから一いつ杯ぱい投げてみた。

　スコーン。

　すごいじゃないか、この距離で頭に当たった。

　外野からホームスチールを阻そ止しした、レーザー・ビーム次じ郎ろうも顔負けだ。

「使えるじゃん、このスキル」

「……あっちでキノコ採ってくる」

「えっ!?　オレひとり!?」

　目を伏ふせるマリエラ姐さんに、イヤな予感しかしない。

「まさかと思うけどマリエラも税金――」

　ゴスロリのフレアが汚よごれないようにつまんで、ササーッといなくなった。

「――払ってないな」

　それどころではない。

　もの凄すごく怒おこったヌマコスケラが、大口を開けてこちらに向かってくる。

　しかし、石なら腐くさるほど落ちてるので安心だ。

「だりゃ！」

　カキーン。

　牙が折れた音だろうか。

　ともかく石を拾っては投げ、投げれば頭に当たる。

「スキル投擲すげぇな――ったらァ！」

　ベコォッ！

　最後は、いい所に当たったらしい。

　鈍にぶい音がしてお星様がピヨピヨ回るぐらい怯ひるみ、ヌマコスケラが前後不覚に陥おちいった。

「いまだ！　やれネデルカ！」

「えいっ！」

　あの至近距離で双剣スカしたよ、あの人。

「だーッ！　なにやってんのもーッ！」

　手に余るぐらいの硬かたい石を握にぎり、ピヨッているヌマコスケラに全力疾しつ走そう。

　はやる気持ちをグッと抑おさえ、あと一歩で手が届く距離まで来たら。

「動くなよぉッ、はずれるからぁッ！」

　叩きつけるに近い投擲。

　ヌマコスケラの側頭部で硬い石が砕くだけ、湿しめった大地にべしゃーっと崩くずれ落おちたヌマコスケラは身動きしなくなった。

「いよぉッし！　武器イラネ！」

「このやろーう！」

　いや、ネデルカそれもう死んでるんじゃ？

　満足そうにプスッと双剣を刺さし、ハァハァと片かた膝ひざついて額の汗あせを拭ぬぐっている。

「ついに殺やったわ……ヌマコスケラ――ッく！」

　そして双剣を背に収めると、今度は地面に崩れた。

　ネデルカがあちこちのパーティーに煙けむたがられる理由は、だいたい分かった。

　これはめんどくさい人だ。

「なに、どうしたの」

「い、痛いよぉ……体が急に……痛くなったぁぁぁ……」

「マジで？　傷がないか見るから、防具脱ぬぎなよ」

　夜道の変質者でも見るような視線が突き刺さってきた。

「いい。自分で見るから、あっち向いてて」

「はいはい」

　ガチャガチャと防具を外す音がぎこちない。

「もー、これ新品の防具なのに傷だらけだよ……あーん、胸にアザできてる。背中は――痛いてててたたッ！」

「そりゃあ、背中は見えんだろうて。見ましょうか？」

「……しょうがないから、ちょっと待って……いいよ、見てちょうだい」

　あっ、防具の下着も脱いじゃってる！

　ネデルカさん、つるっつるのお肌じゃないですか！

　手ブラでしんなりと横よこ座ずわりする後ろ姿は、どんなにダメな人でも見返り美人にするらしい。

「どう？　アザになってる？」

「いや、後ろから見た感じは分からんけど……Ｂぐらいかな」

「失礼ね！　このまえ下着買った時にちゃんと計ったらＣだった――ってなにそのセクハラ！　傷とかアザがないか聞いてんの痛たたたた！」

「ごめんなさい軽けい率そつでした」

　素直に謝あやまろう。

　ダンジョン・キャバクラでモテる『３ない』行動にも「セクハラしない」があったね。

「まぁ、ナイスなサポートで？　ヌマコスケラが狩れたから、今回だけは許すけど？」

「サポートて……まぁいいや。なんか疲つかれたから、さっさとキノコ採って帰ろう」

　再びガチャガチャとネデルカが防具を着ていると、大きな荷車を引いてマリエラ姐さんが戻ってきた。

「採れた」

　荷車に山積みされた多種多様のキノコは、軽く20㎏を超こえているだろう。

「うわ、すげー採ったな。これぜんぶ食用と薬用なの？」

「このキッタリア、バッタレア、テルフェジアは食用。高級食材。これは薬用のポダクシス。沼地では珍しい」

「知らんけど、さすがキノコ博士だな」

　クネクネと照れているゴスロリ姐さんは可愛らしく、キノコ採りだけなら最高の人だ。

「これ見てムッシモール。殺虫成分が――ネデルカどうした？」

　ようやくマリエラも、地面にへたり込んでいるネデルカに気づいた。

「体がァ……痛いの……」

「傷はないんだけどな。オレが荷車で運んで帰るから、気にしなくていいよ」

「ヤだ！　車輪がガタゴト響ひびいて痛いじゃん！」

　無言でマリエラがゴスロリのフレアスカートをめくり、内うち股またのガーターベルトをごそごそしながら小こ瓶びんを取り出だした。

　姐さん、太ももプリプリですね。

　あと１００デニールぐらいのニーハイが張り付いて、妖あやしい光こう沢たくを放ってますね。

「これ回復塵じん」

「えっ！　あたしのために、そんな高いものを!?」

　小瓶ひとつで８００クロナとお高い回復薬だが、死人も踊おどり出すぐらいの効果がある。

　しかも股またの間で人ひと肌はだに温められたヤツって、いいなそれ。

「ネデルカはリーダー」

「そんな……あたしのために……うぅぅ」

「作ったからタダ」

　姐さんは淡たん々たんと言っているが、けっこう凄いスキルだと思う。

「あ。ネデルカに振りかけるの、ちょっと待って」

「なによマコー。今ちょっといい話してたのに」

　いいもの見つけた。

　沼の端はしに生えていたビーチパラソル？

　レースクイーンが持ってるヤツ？

　ぐらいある、柄えが長くて背の高い小豆あずき色いろのキノコ発見。

　引ひっこ抜ぬいたら意外に軽かった。

「マリエラ、これ使って回復塵を振りかけてみて」

「……クッサメダケ？」

「なにそれ」

「胞ほう子しを吸うと、くしゃみが出る――」

　言い終わる前に、マリエラが上半身を反そらした。

　おっぱい、あるなー。

「――っぶしょい！」

　マリエラ汁じるは、あえて避けずに顔面ですべて受け取りました。

「ごめ――」

　また反った。

「――っぶしょん！」

　また受けた。

　間接キス以上、キス未満。

　いいね。

「……ごめん、これ」

　マリエラはまたフレアスカートをめくり、内股のガーターベルトをごそごそしながら取り出したハンカチを渡わたしてくれた。

　あったかくて、いい匂におい。

「新しいの買って返すから」

　素す敵てきな思い出ができたので、これはください。

「くしゃみ、出ない？」

「いや、平気だけど」

「……カッコいい」

　ものすごく嬉うれしさを実感できないカッコ良さだ。

「ちょ！　ふたりで、なに遊んでんの！」

「あー、待って待って。いま準備するから」

　風上に立ってパラソルキノコを振ってみたが、さわさわと胞子が出続けてキリがない。

「なにする？」

「胞子がジャマで」

「かして」

　パラソルキノコの柄を握って上下にこすり始めたマリエラが、なんかエロかった。

　ぶるぶるっとキノコが震ふるえると、マリエラは顔を背そむけて口元を袖そでで隠す。

　ぼふっ、と吐はき出される大量の胞子。

　なんかエロかった。

「抜いた」

　準備が整いました。

　カサの裏に回復塵を振りかけた柄の長いパラソルキノコを、マリエラに持たせる。

「さ、これでネデルカに回復塵を」

「……どうやって？」

「なんかほら、ミュージカルっぽいやつ？　雨に歌う感じで撒まいてみてよ」

　ネデルカの頭上でパラソルキノコを振り振りしながら、その周りを軽かろやかに舞まい踊り始めたマリエラ。

　なんだろう、この和なごむ光景。

　地面にへたり込んだ女剣士の周りを、ゴスロリ姐さんがデカいキノコを持って舞う。

「見てて和むわー」

「なんで普ふ通つうにやんないの！」

「だってマリエラ、武器持ってないじゃん？　こうしたらヒーラーっぽく見えない？」

　その言葉に目を大きくしたマリエラ。

「わたし……魔ま法ほう使つかい？」

「あ、キノコ使いかな」

「キノコ使い……ふふ」

　いい顔するね、マリエラ姐さん。

　元が美人なだけに損な人だ。

「ネデルカだって効いてるんだろ？」

「そりゃまぁ、体の痛みは消えてきたけど」

「じゃ、いいじゃん」

　相変わらずマリエラの言葉は少ないが、すごく嬉しそうにフリフリ舞い続けている。

「ネデルカ、効く？」

「う、うん。ありがと、もう大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「よーし、帰るとするか。モンスター搬はん送そうは依い頼らいするけど、帰りの飛タクはナシね」

「えー、まだ体が重いぃ」

「マリエラは歩きで、いいでしょ？」

「うん」

　マリエラはパラソルキノコを片手に、山盛りの荷車を引き始めている。

　あのゴスロリも一応は防具らしく、パワー補正系のスキルは付いているらしいが、どう見てもキノコは邪じや魔まだと思う。

「それ捨てれば？」

「やだ」

　気に入ったらしい。

　キノコ好きすぎるだろう。

「じゃあ、ネデルカはオレの荷車に乗って。もうガタゴトしても体は痛くないだろ」

「え？　えー、けど……」

「体が重いって言ってたじゃん、リーダー？」

「なんで語ご尾びが上がるわけ」

「乗るの、乗らないの」

「……乗ります。あ、ありがと」

「じゃ、帰るよ」

　ネデルカを乗せた荷車の後に続いて、パラソルキノコのマリエラが山盛りの荷車でついてきた。

　ネデルカとマリエラは、ずっと顔を見合わせて満足そうにニコニコしている。

「どしたの、ふたりして」

「……なんでも」

「なんでもなーい」

　なんだかふたりとも楽しかったらしいしキノコは倍も採れたし、結果オーライだろう。

　ということでまた、ダンジョン・キャバクラへ飲みに行くとするかな。
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「２時間飲み放題、いかがですかー」




　今日もまた、夜のダンジョン歓楽街を飲み歩いている。

　もちろん昼過ぎまで寝ねて炭鉱夫クエストにすら出ていないし、パーティーを組んだ例のふたりとも会っていない。

　あのキノコ狩りが依頼の倍量あったことで、買かい叩かれはしたものの報酬は１７０％払ばらいになった。

　しかもその中に美容成分、香こう水すい用の芳ほう香こう成分、果ては酒の醸じよう造ぞう成分を含ふくむキノコが大量にあったのでさらに追加報ほう酬しゆうあり。

　これがエラい額で、たった３０００クロナのクエストが、８万７０００クロナ――ひとり２万９０００クロナになった。

　ちなみに必死になって狩ったトカゲ野や郎ろうは、皮とウロコと牙を引っぺがしても８００クロナにしかならなかった。

　ありがとう、レア・キノコ。

　ありがとう、マリエラ姐さん。

「やっ！　どもー、マコウさん！」

「あー、イクヤさん」

　あれからこの無料案内所に足あし繁しげく通い、お店の雰ふん囲い気きやセット料金など色々なダンジョン・キャバクラを紹しよう介かいしてもらっているうちに顔見知りになった夜のスーツ・オークだ。

「今日はもうお店、決まりました？」

「このまえ紹介してくれた『ドミナス』って店、良かったからまた行こうかなって」

「ナマオケもないですしね。けど中ちゆう箱ばこなのに高くないですか？」

　箱はことは店の広さを意味するものだと、最近おぼえたばかりだ。

　専門用語、気持ちいい。

「小こ箱ばこは客同士が近いし、大おお箱ばこは落ち着かないし、ワンセット６０００クロナぐらいがちょうどいいよ」

「じゃあまた、別の店に行きたくなったら声かけてくださいよ」

「そん時はお願いしますわ」

　なんというか、この夜に馴な染じんでいく感覚がたまらない。

　逆になぜ、どこのパーティーにも馴染めないのかよく分からない。

　たぶん距きよ離り感だろう。

　パーティーを組めば、次は朝イチであのクエストに行こうだとか意に反してつき合わされることも多い。

　挙げ句に手数が足りないとか仕事しろとか言われて、だいたい仕事ってなんだ。

　女子がいれば出会い厨がはしゃいでウザいし、競きそって武器防具を新調して俺おれツエー勇者様になりたがる。

　聞かされる話は、どんなモンスターをどれだけ楽に倒したかという武勇伝ばかり。

　挙げ句に誰だれが好きだ誰を狙ねらってるだと、色いろ恋こい沙ざ汰たがめんどくさくてたまらない。

　なんとなく前の世界と似てるからだろうか。

　その点、夜のダンジョン歓かん楽らく街がいはテキトーでいい。

　金さえ払えばみんなハッピーに過ごせる。

　ただし、夜のルールを守った上での話だけれどもね。

　そんなことを考えていると、無意識のうちに店の入り口に到とう着ちやくしていた。

「いらっしゃいませ」

　ＣＬＵＢドミナスは、黒いシックな内装に間接照明の落ち着いた店内。

　赤い絨じゆう毯たんも嫌いや味みでなく、中央には小こ洒落じやれた水すい槽そうまで飾かざってある。

　もちろん、ドドスカの音楽もナマオケもない。

「ご指名は」

　角のソファーに案内されると、黒ゴブがサッと膝ひざをついてお伺うかがいを立てるのはどの店も同じ。

「アリーヌちゃん、今日います？」

「かしこまりました」

　入店時に誰を指名するか決めているのが「本指名」だ。

　なので、最初の入店時は要注意。

　重要単語は「フリー」だ。

　ご指名は？

　フリーで。

　これは入店時には指名を決めておらず、そのお店には「本指名」の娘こがいないという意志表示にもなる。

　初見のお店では、これが普通だろう。

　20分おきぐらいにクルクルと入いれ替かわる、モンキャバ嬢じようを楽しめばヨシ。

　熱心に本指名を取りたい娘は、ここでグイグイ来るはずだ。

　なので体入さんやお店に週イチぐらいしか出てないテキトー娘は、慣れてくるとだいたい見当がついてしまう。

　そこで飲んでる最中、気に入った娘がいれば「場内指名」をする。

　ハッキリ「場内で」と発音しなければ「本指名」に勘かん違ちがいされるから要注意。

　お店の雰囲気や「場内指名」をしたモンキャバ嬢が気に入れば、次に来た時はその娘を入店時に指名すると「本指名」が確定する仕組み。

　お店の雰囲気は好きだが、本指名が決まらない場合はまたフリーで入店。

　これの繰くり返かえしで、だいたいＯＫ。

　のはず。

　ただし、暗あん黙もくの了りよう解かいで本指名を決めたら変えられないらしい。

　厳密には変えてもいいらしいが、狭せまい待機部屋でかなりモメて険悪になるのだとか。




「カタリンさん、カタリンさんです！」




　来ましたよ、マイ本指名が。

　アリーヌちゃんはパーン族の子羊で、ほんわか可愛かわいい――

「こんばんわー」

　誰これ。

　なんだこの衝しよう撃げき的てきな網あみドレスは。

　来たのは緑の葉で作られた半乳ブラから、目の粗あらいメッシュで肌がスケスケのタイトミニに繋つながる網ドレス。

　生足も眩まぶしい、笑え顔がおが爽さわやかなのにエロすぎるグラドル系の娘。

　ぜんぜん問題ないどころか、変な電気が体に流れた気がするのでヨシ。

「アリーヌちゃん、さっき他のヘルプに入ったばっかなんで。ごめんなさいね」

「あー、そうなんだ」

　本指名の娘が他のテーブルについている時にも、ひとりぼっちにならないよう誰かつけてくれる安心システム――それがヘルプだ。

　ちなみに、本指名の娘が他のテーブルに呼ばれても怒るとかはナシ。

　行ってらっしゃい、ぐらいの余よ裕ゆうがないならダン・キャバは向いていないと思う。

「私、ドリアード族だけど大丈夫ですかぁ？」

　少し笑顔を曇くもらせながら、テーブルを挟はさんだ円イスに座すわる森の精せい霊れい。

　ヘルプだから隣となりに座らないのが残念だが、さっそくハウスボトルで水割りを作ってくれるマジメさんだ。

　しかし正面であるが故ゆえに太ももの付け根がタイトミニに吸い込まれていくその先は――膝に置いたポーチが邪魔して見えぬ！

「あの……チェンジしてもらいます？」

「なんで？」

「お客さんにこの前『おれ花か粉ふん症しようだから』って嫌がられちゃって」

「それ失礼だなぁ。花粉と関係ないじゃん」

「森つながり？」

　ことん、と首をかしげる仕草に心が折れた。




【ダンジョン・キャバクラでモテる『３ない』行動】

　３　ケチらない




　ヘルプの娘にもドリンクを。

「なんか飲む？」

「え、いいんですか？　ヘルプですけど」

「森の精霊が水飲むとか、そこまで貯水しなくていいでしょ」

　自分のレディースグラスに水割り用の水を注いでいた手が止まると、眩しいぐらいに笑顔を輝かがやかせて挙手。

　ワキ道楽者なら感かん涙るい確定演出だ。

「お願いしまぁす！　ハーブ・デジャルダンくださぁい！」

「デジャルダン？」

　どこかで聞いた響きだ。

　黒ゴブの運んできた緑のシュワシュワ・ドリンクを傾かたむけて、とりあえず乾かん杯ぱい。

「はじめまして、ドリアードのカタリンです」

「ども、クエスチャンのマコーです」

「ちょ、なんですか『クエスチャン』て」

「クエストでメシ食ってる人のことだけど」

「えー、知らなかった」

「いま考えたからね」

「ウケる。信じたんですけど」

　夜のトークはテキトーでいい。

　なにを言っても、セクハラでなければ合わせてもらえるんだもの。

「だって魔ま王おうを倒たおすわけじゃないから、勇者って言いすぎでしょ」

「自じ称しよう勇者様はいますけどね」

「ハンターって名乗るなら、キノコ狩がりとかには行っちゃいけない気がするし」

「キノコ・ハンター？」

「あ、いたよ。なんかキノコにスゲー詳しい人」

「ホントですか？　私いま、デジャルダンってキノコにハマってるんですよー」

　やはり。

　確か前のパーティーでマリエラが言っていたヤツだ。

「肌にハリとツヤが出るやつだっけ」

「そうそう！」

「そんなのなくても、お肌ツヤっツヤのパリっパリじゃん」

「待って、パリパリはダメです。ていうか、キノコ詳しいんですか？」

　自分のキノコ以外はよく知らない、と言わないあたりがセクハラ・コードかなと考えていた時にちょうど。




「アリーヌさん、アリーヌさんです！」




　すぽーん、とソファーの隣となりに飛び込んで来た子羊パーンのアリーヌちゃん。

「あーん、マコーさん！　ごめんね、待ったでしょお！」

　真っ白いふわふわヘアーに、角がちょこん。

　ほっぺも腕うでも胸も、あぁもぅ全部ぷにぷに。

　黒いフレアミニのメイド服から伸のびる生足が、白のニーハイでは隠かくしきれていない。

　もちろんこの店のドレスコードのおかげで、胸むな元もとはバックリ開いている。

「大丈夫だよ。カタリンちゃんとパリパリの話してたから」
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「えー、なにそれなんの話？　ちょー気になる」

　腕を絡からめてグイグイ揺ゆするものだから、肘ひじに当たった胸が気持ちいい。

　膝もぴったりくっついて、近すぎる髪かみからいい匂いが振ふりまかれて――

　たまらん！

　本指名にした理由は『かわいい』というのもあるが、このスキンシップというか距離の近さに負けたというのが一番だ。

　そしてなにより、ダンジョン・キャバクラでは『お触さわり禁止』というのは絶対マナーだが『触られる』のはアリというのがポイント。

　だから触ってくれる娘がスキ。

　こちらから肩かたを抱だいたり膝の上に手を乗せたりしなければいいだけの話だし、つまり触られるのに触れないこの一方的な縛しばりがもどかしくてスキ。

「アリーヌちゃんは、デジャルダンってキノコ知ってんの？」

「知ってる！　うちもそれ、ちょー気になってたの！」

　ヘルプの終わったカタリンちゃんが、シュワシュワのレディースドリンクをクイッと飲み干して空になったグラスを傾ける。

「じゃあ、ごちそうさまでした」

「えー。カタリン、呼ばれたぁ？」

「うん、楽しいテーブルだけど……」

　ふたりの視線が絡みつく。

　ぷくっ、と少し頬ほおを膨ふくらませたアリーヌちゃんの気持ちが伝わる。

　――そうか、そういうことか。

　この空気読める感、どうして前の世界で発動しなかったのだろう。

「ふたりって仲いいの？」

「うん！　うちらお店で、ちょー仲良しだよ！」

「カタリンちゃん、今日の指名は？」

「ないです。私ってヘルプ野郎だから」

　覚かく悟ご完かん了りよう。

「じゃあ、カタリンちゃんに場内指名かけるか」

「いいんですか!?」

「今日は３人で飲もうかね」

　カタリンちゃんの笑顔も眩しいし、アリーヌちゃんの押しつける胸も柔やわらかいし。

「いいの？　やったーっ！　お願いしまーすっ！」

　黒ゴブにカタリンちゃんの場内指名を知らせると、アリーヌちゃんは絡めていた腕をサッとはずしてお酒を作り始めた。

　そうだね、いつまでも腕組んでるわけにはいかんよね。

「カタリン、なに飲んでた？」

「ハーブ・デジャルダンの炭酸いただいたの」

「ドリアード族ってキノコやハーブに詳くわしいもんねー」

　チラッと視線を投げかけてくるアリーヌちゃん。

　もちろん、わかってます。

「アリーヌちゃんは、なに飲む？」

「うちもデジャルダン系にしよっかなー。お願いしまーっす！」

　チラッと視線を投げかけてくるカタリンちゃん。

　もちろん、わかってます。

「カタリンちゃんは？」

「ハーブ・デジャルダンで！」

　元気があるのも、いいね。

　届いたふたつのレディースグラスで再び乾杯。

「てかさー。なんでふたりしてキノコ話ばなししてたの？」

「このまえ行ったキノコ狩りクエストで、やたらキノコに詳しい人がいたんだよ」

「なにそれキノコ・ハンターの人？」

「アリーヌ、私と同じこと言ってる」

「あ、やっぱ？　うちら仲良しだもん――」

「――ねーっ」

　半乳見せたパーンと、網スケなドリアード。

　楽しいなぁ。

　異世界って楽しいなぁ。

「ねーねー、マコーさん。次のクエスト、なに行くの？」

「ぜんぜん決めてないね」

「なんで自信満々よ。またデジャルダン採りに行く？」

「いや、そろそろ霊れい峰ほうのドラゴンでも倒しに行こうかと」

「うそー。今まで討とう伐ばつクエスト行ったことないじゃーん」

「私にもさっき、クエスチャンとか言ってたじゃないですか」

「あ、魔王を倒しに行く準備が」

「魔王いないし！」

　またもやアリーヌちゃん、ぐいっと腕を絡めてくる。

「うち、デジャルダン欲ほしい。あれ、ちょー流行はやってるんだから」

「ハーブと配合すると、すっごくお肌はだにいいんですよ」

　覚悟完了。

　いや、あまり覚悟いらないけど。

「了解した、司令官」

「え、採って来てくれるの？」

「可愛いふたりのお願いですし」

「やったーっ！」

「ホントにいいんですか？　あれって、ドリアード族でも見つけるの難しいですよ？」

「大丈夫じゃない？　そんな気がする」

「出たよ、マコーさんのテキトー発言」




　いやいや採って来ますよ。

　でないと、たぶん今日でお金なくなるからね。







▽　▽　▽







　朝イチの町役場併へい設せつギルド。

　クエスト張り出し前に来るのは、これが初めてだ。

　今日はムサい男どもが10人ほど、クエストボードの手前に一列で並んでいた。

　誰が先だとモメないよう、ギルドの開店時は並び順。

　駅前のパチンコ屋で見た行列を思い出す。

「次の方、どうぞー」

　まだクエストを決められない片手剣けんのオッサンをかわし、ボードにざっと目を通す。

「あった、あった。ラッキー」

　横からむしり取ったのは、もちろん採取クエスト。




　――デジャルダン１㎏納品　※本日営業時間内（ヨルゴス知性堂・在庫管理部）




　しかしドリアードのカタリンちゃんですら探すのは難しいと言ってたレア・キノコを１㎏探すとなると、さすがにソロでは無理だろうが妙みような確信がある。

「大丈夫だ、問題ない」

　しばらくするとギルドは混こみ合あい始め、メンバー募ぼ集しゆうの札を立てた他のテーブルはすぐに埋うまっては出発して行った。

　このテーブルにも何人か声をかけてきたが、キノコの種類がデジャルダンだと知ると「今日中になんてムリムリ」と去って行く。

「……大丈夫なはず、たぶん」

　ごみごみした朝イチのギルド内が閑かん散さんとしてきたころ。

　ドリンクバーのジュースを飲んでいると、向こうにポツンと立たち尽つくす２人組を発見した。

「やはり」

　はっと気づいたくせに一度は目を逸そらす豪ごう華か防具の女剣けん士しと、無言でパラソルキノコを持って立ち尽くすゴスロリ姐ねえさん。

　間ま違ちがいない。

　かわいそうだから、こちらから声をかけてあげることにした。

「おーい、ネデルカさーん。マリエラ姐さーん」

　なぜ渋しぶ々しぶ、いま気づきました風に来るか分からない。

「マコーが朝イチからギルドにいるなんて珍めずらしいじゃない。あれから、ぜんぜん見かけなかったけど？」

「この前はどうも。今日はもう、行くクエスト決まった？」

「それがさー。どれも、あたしがリーダーをするにはイマイチでねー」

　断られたらしい。

　双そう剣けんの腕うで前まえがアレなのも、かなりギルド内に知しれ渡ってきた感じだ。

「けどその前に、なんかまた防具が豪華になってないか？」

「わかる!?　これ高かったんだ！　耐たい火か性せいに優すぐれてるヤツでさ」

　どかっと隣に座るネデルカのパーソナルスペースは、キャバ嬢もびっくりの近さだ。

「ちょっと聞くけど、新しい防具を作る時の素材はどうしてんの？」

「買ってる」

　とんでもないことを即そく答とうする人だ。

　モンスターから剥はぎ取とればタダの素材でも、市場で買えば結構な高値が付いている。

　人のことは言えないが、貯金をしてるのか心配になってくる。

「なんか飲むか？」

「え？」

　しまった、ここはダン・キャバじゃなかった。

「いや、なんとなくドリンクバーでもどうかと」

「ありがと」

　なぜ照れるのか。

「いいよ。どうせ今日は、マリエラ姐さんの力を借りたくて待ってたから」

　姐さんまで照れなくていいものを。

「……わたし、を？」

「デジャルダンって、ドリアード族でも見つけるの難しいんでしょ？　なのに姐さん、このまえ簡単に見つけてたからさ」

「姐……さん」

　少し馴なれ馴れしかったかもしれない。

「ごめん、つい」

「いいね」

「いいんだ」

　言われてみれば、少し口元が微笑ほほえんでいる。

　わかりづらい。

「……マコウ、キノコ好き？」

「昨日ぐらいから興味が出てきて」

「どんとこい」

「ありがたい。ネデルカは――」

　そっぽ向いて足をブラブラさせていた。

「あーあぁ！　じゃあ今回は、あたしの出番ないなぁ！」

　めんどくさいが、マリエラ姐さんが不安そうな顔をしているのはマズい。

「……ネデルカ行かない？」

「いやいや、行くでしょ。だってリーダー、誰がやるの」

「マリエラでいいんじゃない？　キノコ詳しいし？」

　今日はヘソ曲げ子だ、めんどくさい！

「いやいや。ネデルカぐらいの武器と防具がないと、リーダーはムリでしょ。ねぇ、だよね、マリエラ」

「そう思う」

「ほらぁ」

「そう？」

　なんだろうかその、あとワンプッシュくださいな顔は。

「ほらこれ、クエスト用紙。受付で出発の手続きしてきてよ、リーダー」

「そう？」

　ぴっ、と用紙を手にしたネデルカの目元が笑っていた。

　めんどくさいが時間もなくなってきたことだし、急いで欲しい。

「さ、行こう行こう。納品は今日中だから急がないと」

「ちょっと待って、マコー」

「だー、なに今度は」

「ねぇ、マリエラ。デジャルダンって、沼ぬま地ちで１㎏も採れる？」

「ムリ。沼地越こえて遺い跡せき湿しつ地ち帯たい」

　ネデルカが腕うで組ぐみして難しい顔をしている。

「けどあのあたり、ヌマコスケラよりも大型のウノコスケラが多いじゃない？」

「知らんがな」

「火力が足りないよね、今のあたしたち」

「まぁ足りないっていうかゼロだから、相手せず逃にげればいいんじゃないか？」

「群れで来るから、あっという間に囲まれるよ」

　さすがにスキル【投とう擲てき】で石を投げるにも限界があるか。

　そういえばハンマーが折れたけど、新しいのを買っていなかった。




「火力不足にお悩なやみですけや？」




　振り向むくとまたひとり、変な子が立っていた。

　茶ちや髪ぱつのサイドテールに、くりくりオメメの小こ柄がらな女の子。

　けどそれ、防具？

　衣装？

　簡単に言えば、迷めい彩さいミニスカポリス。

　違ちがうのは、弾だん倉そうポーチを付けまくった腰こし回まわりの装備が充じゆう実じつのミリタリーすぎること。

　太ももからの生足まではいいのに、その先はなぜか砂さ漠ばく色のコンバットブーツだ。

　あとそのアサルト・ライフルが、そもそも使える武器なのかも気になるところ。

「必要とあらば手を貸しますてよ」

　挙げ句に、できる人っぽく黒鉄色のライフルをタイトに構えてドヤ顔。

　銃じゆう口こうを床ゆかに向けて人差し指は引き金にかけないぜ、というやつだ。

「……ごめん、誰？」

「陸軍第１０１空くう挺てい師団――おっと、それは向こうでの話。こっちに来てからはフリーランスのガンナーをやってる、ピオナデルテ・ボオハヒラナ。ピオナと呼んでくれて結構ですて」

　これまた、めんどくさそうな人が来たものだ。

「あ、この子……」

「ネデルカの知ってる人？」

「めんどくさい、って有名な子だよ」

　ネデルカに言われるぐらいだ、相当の覚悟がいるかもしれない。

　しかし、そろそろ出発しないと真しん剣けんにクエストの受注が失効してしまう。

　今日はどうしてもデジャルダンを持って、アリーヌちゃんに会いに行きたい。

「ひとつ質問があるんだけど、いいかな」

「グリーンライト」

　意味はあとで聞こう。

「そのライフルみたいなのって、武器？」

「当たり前ですけや。ガンナーですぞ」

「他のガンナーの人が持ってるデカい火薬式連射クロスボウと、ぜんぜん違うけど」

「あれだって弓の形してないですて」

「にしてもそれ、あまりにも『ライフル』すぎない？」

　ふっ、と視線を流して溜ため息いきをつくピオナ。

「特注のワンオフ、高かったですけなぁ……」

　無む駄だ遣づかいする人ばかり集まってくる。

「まぁ……撃うてるなら、いいか」

「いいの？　マコー」

「もちろん、最終的にはリーダーのネデルカが決めることだけどね」

「あたしが？」

「あんたがリーダーですけや？　よろしく！」

　きっと流し目のピオナが、ネデルカに握あく手しゆを求める。

「あ、うーん、と……そうねぇ……」

　マリエラ姐さんを見ても助けてくれないと思う。

「あーっと……今回のクエストはマコーが選んだやつだからさ、マコーはどう思う？」

「丸投げすると思ったよ。いいんじゃない？」

「サンキュー軍曹サージ！　ナイス判断ですけ！」

　きらっと瞳ひとみを輝かせたピオナに握手される。

　手、小ちっさ。

「ねぇ、マコー。ホントにこの子、入れていいの？」

「別にいいじゃん。この世界に来てまで厳しいこと言うなよ」

「……そうだよね。だったらあたしもまだリーダーして、いいよね？」

　なぜそこでモジモジするのか。

「ほらネデルカ。もう制限時間くるから、このクエスト用紙を提出してきて」

「えっ!?　それ早く言ってよ！」

「あと飛タクも」

「えっ!?　前は乗っちゃダメとか言ったじゃん！」

「納品は今日中でしょうよ」

「えっ!?　ちょ、待ってて！」

　慌あわてて受付カウンターに走って行ったネデルカだが、遠目にも相変わらずあたふたしているのがわかる。

　いい加減に慣れてもいいと思うのだが、まぁいいか。

　転生してまで細かいこと言ってちゃ、この世界は楽しめないからね。
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　いつの時代から放ほう棄きされたのか、古い遺い跡せきが苔こけ生むす湿しつ地ち帯たい。

　その入り口で案の定、ウノコスケラの群れに出くわした。

　沼地のヌマコスケラと違うのは皮ひ膚ふの色が茶ちや褐かつ色しよくなのと、体格がひと回りデカいこと。

　頭の位置が立ってる人間よりも上にあり、いかにもティラノサウルスっぽい姿だ。

「ちょっとー、どうするのこれ。群れっていうか巣じゃない」

　ぱっと見ただけで10頭を超こえたので、数えるのはヤメた。

「ネデルカ、なんかいいアイデアないか？」

「うーん……ウノコスケラでしょ？　群れのボスを、いやその前にまず巣の位置を……」

　相変わらず決められないリーダーを気にもせず、マリエラ姐さんがカッと目を見開く。

「ウノコスケラの群れる所にデジャルダンありッ！」

「姐さん、どうしたの」

「やつらは適度な湿しつ度どと日ひ陰かげを好む。それはデジャルダンが群生する環かん境きよう条件と一いつ致ちし、なおかつウノコスケラの糞ふんから発生するという説を裏付け――」

「つまり、ここを通れば奥おくにはデジャルダンがあるんだね？」

「楽勝！」

「姐さん鼻息荒あらいよ、ってどこ行くの！」

　ひらひらスカートの裾すそをつまんで、マリエラ姐さんは消えてった。

　パラソルキノコにゴスロリ防具では戦えないとはいえ、相変わらずなにを考えてるかサッパリな人だ。

「ＯＫ、ミッション内容はこうですけや」

　迷彩ミニスカポリスのピオナは、自信ありげにしゃがみ込んで地面に図を描かく。

　もちろん意識高い系のミリタリーな人だから、引き金に指をかけず銃口は地面に向けてある。

「まず近接のリーダーとマコりんが飛び出して奴やつらの気を引く。その隙すきにピオナが１頭ずつ一発ワンシヨツト必中ワンキルしましょうぞ！」

　図で説明する意味がないほどにシンプルな内容。

「えー。オレのハンマー、デカいだけで安やつすいホネ製なのに？」

「ちょっとマコー。なんで、もうちょっといい武器買ってこないわけ？」

「要いらないから」

「要るでしょうよ」

「ネデルカが買いすぎなんだよ」

「だってリーダーなんだから仕方ないじゃ――きゃっ！」

「うおっ！」

　ピオナに突つき出された。

「さぁ、近接のおふたり！　Ｇｏ、Ｇｏ、Ｇｏ！」

「やめろよ、あいつらがこっちに気づくだろ」

「ていうかマコー、もうムリっぽいよ」

　すでに無数のウノコスケラが、こちらを向いていた。

「もー、ヤだなぁ戦うの。って、ネデルカ？」

　見事な双剣を抜ぬいたまま、じりじりと後ろに下がっているのはナゼだ。

「これは危険ね、危険すぎる」

「だから、その防具なら噛かまれても――」

　まさか。

「あたし、今月まだ税金払はらってないの」

「またか！」

「だから、だから！　このクエストの報ほう酬しゆうで払おうと思ってたの！」

「同じセリフを前にも聞いたけど！」

「だってこの防具、高かったんだもん！」

「優先順位が――うおっ！」

　すぐに２～３頭が襲おそいかかってきた。

「危ないっ！」

　と噛まれてから叫さけぶネデルカは相変わらずで、右みぎ腕うでをくわえて引きずられていった。

「おーい、大だい丈じよう夫ぶそう？」

「大丈夫じゃない！　痛たたたたッ、マコォォォッ！」

　パァーンと響ひびいた銃じゆう声せいと共に、ネデルカをくわえたウノコスケラが地面にゆっくりと崩くずれた。

「やるな、あのピオナってガンナー」

　しかし、相手は数で勝まさる。

　またネデルカが別のヤツに脚あしを噛まれてる。

　ミニ恐きよう竜りゆうタイプは女を嗅かぎ分わけるのかと疑うほど、ネデルカばかり狙ねらわれている。

「痛いって、もーッ！」

　銃声が１発。

　そしてウノコスケラが、くわえたネデルカと共に崩れる。

「いいぞピオナ！　このパーティーで一番の火力だ……けれども……」

　次から次にワラワラ走ってくるウノコスケラを、引きつけておくのはムリです。

　特に税金を払っていないネデルカが危険です。

　ウノコスケラの隙すき間まを縫ぬい、慌ててネデルカに駆かけ寄よった。

「ネデルカ、ピオナの所まで戻もどろう！」

「ちょ、待って待って来た来た！」

「むんッ！」

　口を開けて迫せまる１頭に会心の横振りハンマーを一発お見み舞まいすると、鈍にぶい音と共にウノコスケラの頭部が横に捻ねじれた。

　当たると実に気持ちいいのでもう一発殴なぐりたくなる武器だが、クラクラしてる隙にまずはネデルカの手を引いて離り脱だつしなければ。

「走れるか？」

「やだ、ありがと……」

「照れるのは後にして、まず走る！」

「あっ！　後ろ！」

　影かげに気づいた時には、牙きばがそこまで迫っていた。

　パァーンと銃声。

「痛てっ！」

　はずしたな、ピオナ。

　銃声に驚おどろいたウノコスケラが周囲をキョロキョロしている隙に、ネデルカの手を引いて離はなれた茂しげみに身を潜ひそめていたピオナの下もとに駆け戻った。

「ピオナ！　それ当たると、防具の上からでも痛いぞ！」

　ライフルを構えたままのピオナが、なぜか顔を紅潮させてハァハァしている。

「……ピオナさん？」

「超ちようキモチいい」

「え？」

　カチッとなにかのレバーを入れたピオナは、ウノコスケラに向けてライフルを連射した。

　パパパパッ――

「あ、あっ、んぁはぁぁっ！」

「ピオナ、さん？」

「この反動リコイル、子宮に響くぅ！」

　間違いない。

　ライフルの反動を小さな体で受け止めながら、ピオナは悶もだえている。

　さらに連射。

　さらに悶える。

　狙ってないから、ぜんぜん当たらない。

「あふっ、ふぁぁぁぁぁっ、アッ――」

　もう体を仰のけ反ぞらせて、絶頂っぽいアヘ顔になっていた。

「ダメだ……この人も」

「ね、マコー。めんどくさい子だって言ったでしょ？」

　他のパーティーからあぶれてる人には、それなりの理由が確かにある。

「ね？　ネデルカさん」

「なによ」

「なんでもない。ともかく逃げるぞピオナ！　ネデルカ、また税金を払ってないんだってさ！」

「やめてよ！　あたしが税金滞たい納のうしてるからクエスト失敗したみたいじゃない！」

「そうでしょ！」

「……んぁ？」

　地面にヘタり込んだピオナは、ライフルを股またに挟はさんでクネクネしている。

　仕方ないので、安やつすいハンマーを捨てて背せ負おうしかない。

　もう武器は持って来なくて、いいんじゃなかろうか。

　マリエラ姐さんが正解なのか？

「よいしょ……ん？」

「どうしたのマコー。手伝う？」

　着き痩やせ、だろうか。

　結構な面積を有するふたつの柔やわらかさが背中に押おしつけられるというか、のしかかってくる。
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　すごく気持ちいい。

「ちょっと、マコーッ！　来た来た、来たから！」

　ふり返ると、もうそこまで群れが押し寄せて来ていた。

「やべっ！」

　ピオナを背負ったままダッシュをしても、この距きよ離りではウノコスケラに――

「……って、あれ？　あいつら止まったぞ」

「え？」

　ウノコスケラの群れはその土つち煙けむりを止めて周囲を見み渡わたし始めたかと思うと、そろって地面に鼻を付けてなにかの匂においを嗅いでいた。

「なんだあれ。なんか食ってんのか？」

「キノコじゃない？」

　群れは地面にバラまかれた皿のようなキノコに鼻を当てては、拾い食いを始めている。

「……キノコって、まさか」

　いつのまにか腕組みしたマリエラ姐さんが、隣となりで不敵に笑っていた。

「ふふ――食用のヒポミケスに芳ほう香こうの強いレピオタをふりかけ、突とつ然ぜん死しを招くトロギアと幻げん覚かく作用の強いプシロキベを埋め込んだもの」

「姐さん、もしかして今まであれ作ってたの？」

「キノコ最狂」

　夢中で拾い食いしていたウノコスケラの群れが、急に暴れ始めた。

　そして無意味に空へ咆ほう吼こうを上げ、痙けい攣れんを起こしてバタンと倒たおれるヤツが続出。

　ものの５分でウノコスケラの群れは絶ぜつ滅めつした。

「すげーなキノコって……まじで武器イラネ」

「……」

　姐さんが目め尻じりの下がった切れ長の瞳を潤うるませ、モジモジしながら腕うで防具の端はしをちょいちょい引っ張ってきた。

「なに？」

　ちょいちょい引っ張り続けながらモジモジ。

　褒ほめて欲しいのだろうか。

「あ、すげーのはキノコじゃなくて姐さんだね。助かったよ」

　うんうん、うなずいているから間違っていなかったらしい。

　しかしまだ引っ張っているのは、褒め足りないということだろうか。

「さすがキノコ使い！」

「……キノコ使い」

　キノコ使いというフレーズを気に入っているのか、えらく嬉うれしそうだ。

　もう少し褒めてみるか。

「マリエラ姐さんさ。もうクエストとか出ずに、ヨルゴスのキノコ研究所にでも就職したら？」

「落ちた」

「え？」

「面接」

「……ごめん」

　せっかく上じよう機き嫌げんだったのに、いらぬことを言ってしまって反省。

「あーあぁっ！　あたしはリーダー失格だなーっ！」

　地面に座すわり込んだネデルカが、伸のばした脚をぐりぐりしている。

　出た、ヘソ曲げ子。

「そんなことないって。うん、ネデルカもがんばったよ」

「だってあたし腕や脚かじられただけで？　なんにもしてないし？」

　めんどくさい。

　確かにそうだから、なんとフォローすればいいか分からない。

　楯たてになってくれてありがとう、でいいだろうか。

　代わりにマリエラ姐さんが、ネデルカを気にかけてくれた。

「ネデルカ、かじられた？」

「えー、右腕とか？　左ひだり脚あしとか？　ぶら下げられたり引きずられたり？」

　姐さんは、恥はじらいなくフレアスカートをめくる。

　理由はわからないが、やはり回復塵じんは内うち股またのガーターベルトに仕込んでいるらしい。

　人ひと肌はだの温度調整が必要なのか気になるが、それ以上に太ももと黒ニーソがエロい。

「ネデルカ……ありがと」

　回復塵をカサの裏側に擦すり込んだパラソルキノコで、ネデルカの頭にフリフリしながら周囲を舞まい踊おどる姐さん。

　その儀ぎ式しきを、ずいぶん気に入っていたらしい。

「ごめんね、マリエラ。あたしは、何もしてあげてないのに」

「いつも誘さそってくれる」

「いや……あたしこそ、ありがと」

　なんとも微笑ましい光景を見ていると、背中がモゾモゾ動き始めた。

「んふぁーぁぁ……終わったですけや？」

　防具の力補正のおかげで、ピオナを背負ってたのを忘れていた。

「人の背中で寝ねてたのか！」

　すとーんと背中から降りたピオナは、スッキリした顔で壊かい滅めつしたウノコスケラの山を眺ながめて満足そうだ。

「おっほー、これはこれは。どうですけや？　ピオナの火力は」

　思わず３人とも、ドヤ顔のピオナを見てしまう。

「ん？　みなさん、言葉を失うほど感かん極きわまったですけ？」

　極まっていたのはピオナさんです。

「まぁ助かったのは助かったんだけど、気になることがひとつあるんで確かく認にんさせてくれ」

「なんですて」

「ピオナって今月の税金、払った？」

　あ、目を逸らした。

「……このライフルの弾たまも特注でしてな」

　特注ライフルで特注弾だん丸がんをばらまけば、金欠にもなりますわな。

「姐さんは？」

　あ、目を逸らした。

「……クエスト、出てない」

　引きこもりキノコ三ざん昧まいな毎日を送っていれば、金欠にもなりますわな。

「ネデルカは――」

　言うまでもないだろう。

「……リーダーには常に最高の防具が求められるの」

「じゃあ今からデジャルダン採りに行くけど、ひとつだけ約束してくれ。今日の報酬で今月の税金を払ってくる。絶対。いい？」

　なぜ３人とも不服そうな顔をするのか。

「どうしても払わないって人は、次からパーティーへの参加はご遠えん慮りよください」

　はっ、と全員が顔色を変えた。

　そんなに動どう揺ようするほど、他に参加させてくれるパーティーがないのだろうか。

「わかった……リーダーらしく税金払ってくる」

「新参者は、歴戦の軍曹に従うのが筋ですけの」

「マコーが言うなら」

　ちょっと待て。

「え？　これってなんか、今後もこの４人でパーティー組むフリになった感じ？」

　３人から「え、違うの？」という驚きよう愕がくの視線が投げかけられる。

「……まぁ、いいか」

　ウノコスケラの群れを倒した後は、ただのキノコ採りでしかない。

　みんなでワイワイやって、お弁当食べて、クエストは無事終しゆう了りようとなった。







　ギルドに戻ってデジャルダンの納品が終わると、とんでもない額の報酬が呈てい示じされてあたりは騒そう然ぜんとした。

　20万クロナ――しかも、ひとりあたりだ。

　運べるだけ運んだウノコスケラの山は、全部で８０００クロナぽっちだというのに。

「キノコすげー、マジすげー」

　これではガッチリ装備をそろえて牙が獣じゆうの３頭狩かりに行った自じ称しようハンターさんたちが哀あわれだったが、見る目がないということで済ませたい。

「やった！　ウノコスケラの素材も山ほどあるし、会心見み極きわめスキルの新しい防具――」

「ネデルカや」

「……はいはい。税金ねゼーキン。わかってますよー、おぼえてますよー」

「ピオナも」

「わかってるすけや！　誰だれもカービン銃じゆうを買うなんて言ってなかろうもん！」

　買うつもりだったな。

「あ、そうだ。マリエラ姐さん」

「……払う」

「うん、税金は払ってね。それより頼たのみがあるんだけど」

「頼……み？　わたしに？」

　顔を赤くしてモジモジしているが。

「トイレ？」

「ち、違う……なに？」

「このデジャルダンで、いま流行はやりの肌はだにツヤとテカリを出す化け粧しよう水すいって作れる？」

　すかさず、ネデルカに見つかった。

「あーっ！　なによマコー、くすねてたんだ！」

「あれ？　みんな持って帰らないの？」

「ピオナは正直にぜんぶ出しましたっけ」

　マリエラ姐ねえさんが恥ずかしそうに顔を背そむけ、スカートをめくり上げる。

「……ごめん、隠かくしてた」

「ちょ、なにやってんの姐さん！　いいからスカート下ろして！」

　なんでも内股に隠すのな。

「こうしよう。オレと姐さんのデジャルダンで化粧水を作ってもらって、みんなで持って帰る。それでどう？」

「なんで、マコーが化粧水とか欲ほしがるわけ？」

「寝る前に塗ぬるんだよ」

「うそ」

　そういうところだけネデルカは鋭するどい。

「イケてる男子は、みんなやってるらしいよ」

「あ……ごめん。あたしは女装趣しゆ味みとか気にしないから」

　そういうところは鈍い。

「なんでもいいから、どう？　自分で使ってもいいし、売って欲しいもの買ってもいい」

「おほ。いくらぐらいで売れるんですけ？」

　間ま違ちがいなくピオナは売るだろう。

「まぁ、あたしもそろそろ？　お肌のお手入れは、しなきゃなーと思ってたし？」

　この口調ならネデルカもＯＫだろう。

「じゃあみんな、ＯＫってことで。作ってもらっていい？　姐さん」

「当然」

　頼もしすぎる。

　これでアリーヌちゃんへのプレゼントは確保した。

「ねぇマコー。せっかく大金入ったんだから、みんなで打ち上げ行かない？　あたし、いいお店知ってんだ」

「あ、今日は行くとこあるから」

「ハァ？　なにそれ、感じ悪くない？　マリエラも言ってやってよ」

「レピオタの割合は２％にしないとデジャルダンの持つモチ肌成分を相そう殺さいしてしまう」

　大丈夫だ、姐さんはもう聞いていない。

「マコりん。チームは互たがいに信しん頼らいして背中を任せるため、寝しん食しよくをともにすべきですてよ」

「えっ!?　今日あたしたち、マコーと一いつ緒しよに寝るの!?」

「リーダーはマコりんと寝たいですけや？」

「違っ、そうじゃなくて！」

　昼には昼の楽しい時間があるから大事にしないといけない。

　けど、夜の楽しみは別世界なんだよなぁ。
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　ぶーぶー言う３人を町に残し、結局はダンジョン歓かん楽らく街がいに足が向く。

　前に教えてもらった、地下２階にある鮮せん魚ぎよ居酒屋『ゼン』で美味うまいメシも食った。

　あそこの大将はむかし人間と生活してたケットシーで、目め利ききに間違いがなくていい。

　今度、みんなも連れて来てやるべきか。

　などと考えるようになったのは、パーティーを組んだからかもしれない。

「らっしゃいませ！」

　などという考えも、この煌きらびやかな入り口をくぐると消し飛んでしまうから不思議だ。

「どもー」

「あ、マコウさん。ご指名はアリーヌちゃんで？」

「ういーす」

　お店の黒ゴブにも名前を覚えられるぐらいにはなったし、黒ゴブの名前も「ナオティー」だと教えてもらった。

　ちなみに店長ゴブリンは、バツイチで不ふ眠みん症しようだったかな。

「マコーさーん！」

　わりとどうでもいいことを思い出していると、ちょうど店内をてとてと歩いていたアリーヌちゃんが手を振ふってくれた。

　今日も黒いフレアミニのメイド服が、また一段と短い。

　しかも、いつもより胸むな元もとが少し広く開いているような気がしないでもない。

「持って来たよー」

「え、なになに？」

「はいこれ、デジャルダン」

「きゃーっ！　まじでーっ！」

　姐さんに作ってもらったばかりの化粧水を差し出すと、えらく驚かれた。

　そんなにレアなのだろうか。

「え、え？　これってもう、コスメになってんの？」

「キノコ博士に作ってもらったんだ。リラクゼーションの芳香成分と保ほ湿しつ成分と、あと忘れたけどなんか入ってるって」

「超うれしい！」

　ぽふっ、と真っ正面から抱だきつかれて頭が白くなった。

　ふにゃっとしたふたつの柔らかい塊かたまりと、背中に回された細い腕に挟まれる。

　だが不思議だ。

　股こ間かんに衝しよう撃げき波はが走るかと思いきや「喜んだ女の子に抱きつかれるという現象は日常生活においても起こり得るものである」と、妙みようにシミジミしてしまった。

　たとえそれがキャバクラでもなんでも、いいじゃないか。

　これはとても、心と体が気持ちいいものだ。

「ほらほら、早く座ってよく見せて！」

　キラキラした目で小こ瓶びんの化粧水を眺め続けているアリーヌちゃん。

　マジでかわいい、家に持ち帰りたい。

「やっば。超うれしいんですけど」

「そんなに？」

「だってこれね。ちょー流行はやってるけど、ちょー高いんだよ？」

「まぁ確かに業者の人、結構なお値段で引き取ってくれたな」

「てか、てかさ。それをさらにコスメにして持って来てくれるとかマコーさん、どんだけイケメン？　ヤバいって」

「それは上げすぎだなぁ。そんな顔イケてないし、作ったのオレじゃないから」

「もー、そこは黙だまって自じ慢まんしとけばいいのにー」

　とーん、と肩かたを当ててくる仕草がたまらん。

「あ、そういえば。カタリンちゃんは今日、お店に出てるの？」

「いるよ？　また場内してくれんの？」

　楽しすぎて忘れるとこだった。

「カタリンちゃんの分もあるんだ」

「まじで！」

「だって仲いいんでしょ？　だったら自分だけもらったって言うの、自慢してるみたいでイヤじゃない？」

「……それヤバいよ、マコーさん」

　む、失敗かもしれない。

　そこはアリーヌちゃんだけ特別、ということにした方が良かったのか。

「じゃあ……黙っとく？」

「そうじゃなく、気が利ききすぎってこと。やっぱイケてるわー」

　そんな化粧水ぐらいで大おお袈げ裟さすぎるが、気分はいい。

「けどアリーヌちゃんには特別、もう１本あるからね」

「え、ほんと!?」

「だって平等すぎるっていうのも、なんかアレだからさ」

「もーダメかも。うち、そういうの弱いから。マジで惚ほれていい？」

「えー、ほんとー？　モヤモヤして寝れなくなるじゃんかー」

　キャバトークにしても、本当に気分がいい。

　あぁ、気持ちいい。

　しかし大丈夫だ、勘かん違ちがいなどしない。

　ここはダンキャバ、疑ぎ似じ恋れんの世界ですから。

「お願いしまーっす！　カタリンちゃん、場内で！」

　やたら今日は元気なアリーヌちゃん。

　そんなに喜んでもらえるなら、報酬もいいからまた採りに行くのはアリだな。

「こんばんわー」

「おぉう、カタリンちゃん……今日もまた」

　網あみアミのドレスがスッケスケだ。

　葉っぱブラと葉っぱパンツは、エロ特許許可局に申しん請せいをした方がいいと思う。

「ねぇ、カタリン聞いて！　マコーさんがこれ！」

「えっ!?　まさかデジャルダン!?」

「しかもコスメになってんだよ！」

「うっそ！　見せて見せて！」

「あ、カタリンちゃんの分も持って来たよ」

「えーっ！　私にもですか！」

　手に取ると前かがみになり、ほほーうと溜ため息いきをもらして眺めるカタリンちゃん。

　それでなくても柔らかそうな胸の谷間が両りよう腕うでに挟まれて寄せられて盛り上がって、ぷにぷにな質感が触さわらなくても伝わってくる――感動！

　そして太ももからタイトスカートの中が――どうしても見えない！

「ありがとうございます！　いい人すぎだね、マコーさんって！」

「でしょー」

　なぜか腕を絡からめて、アリーヌちゃんが自慢そうだ。

「ねー、マコーさん。デジャルダンのクエスト、すんごい報酬になったんじゃない？」

「このお店の娘こを全員、場内指名してラストまで飲んでも余よ裕ゆうだと思う」

「なにその分かりにくい説明。だったらさ、なんかボトル入れる？」

　確かにもう、この不味まずいハウスボトルを水割りでチビチビ飲むのはイヤなのだが。

「オレ、酒のことよく分かんないんだよね」

「うちがオススメするなら、ラ・ムーのコラ割りかな」

「いいね、それ。知らんけど」

　見せてくれたメニュー表の、上から２番目に書いてある８０００クロナのやつだろう。

　シュワシュワの高い酒を勧すすめないあたり、アリーヌちゃんのいい娘ぶりを表している。

　キャバクラで一番大事なことは、いい娘を探すことかもしれない。

　それは昼の世界でも同じかもしれないが、とても難しいことだ。

　だがしかし。

　夜はそれをお金が解決してくれる。

　昼の世界でもお金で探せるかもしれないが、見つかる可能性は夜の方が高い気がする。

「どうせ仮かり初そめの客なら夜の方が気楽でいい」

「なに言ってんのマコーさん。なんか食べる？」

「あ、おつまみもあるんだ」

「知らなかった？」

「勧めなかったし」

「やっべ、仕事しろってねー。フルーツ盛りとかもあるよ？」

　メニューには６０００クロナとあるが、もう金銭感覚はマヒした。

「いいんじゃない？」

「ほんと？」

「なんか他に頼みたいのあったら、カタリンちゃんも頼んでいいよ」

「ホントですか！　ありがとうございまーっす！」

「実はうち、今日まだ何も食べてないんだー」

「食っちゃえ、食っちゃえ」

「飲んじゃう？　飲んじゃう？」

　好きです、夜のノリ。

　しかしふたりとも、今日はまた一段とよく飲む。

　冷静に考えればレディース・ドリンクに酒が入ってるとは思えないのだが、大丈夫だろうか。

「お願いしまーす！」

　肉や魚を干したおつまみからサンドイッチまで、ずらりとテーブルに並んだ。

　ガラスの豪ごう華かな器うつわに盛られたフルーツの山。

　花火みたいにパチパチしてる棒の刺ささった、色とりどりのアイス。

「超おいしいよ、フルーツ。ほらマコーさんも」

「えっ!?」

　ピンに刺されたカットフルーツを口元に持って来られたら、ここはどう考えても「あーん」するシーンだ。

　ちょっと待て。

　お口、あーん？

　そんなものを実際に体験したことのある人は、男性人口比率で何割ぐらいだろうか。

　いや待てよ。

　実は手て渡わたしでした、というフェイクかもしれない。

「ほら、あーんしてよ」

　体に変な電気が流れた。

　これは幸せヒエラルキーの、かなり上位に位置する行こう為いではないだろうか。

「ね、おいしいでしょ」

「……ウマイ」

　ちょっと涙なみだが出て来た。

「けどけどぉ？　うちの方が食べたら美味おいしいよぉ？」

「あらあらぁ？　私の方が食べたら美味しくてよぉ？」

　ふたりともクネクネして酔よってるのか？

　レディース・ドリンクって、酒は入ってないんじゃないのか？

　おかげでトークの内容が、どんどんおかしな方向に流れていく。

「マ　ジ　で！　絶対うちの方が胸あるから！」

「えへぇ？　私の方れすよねぇ。ほらほら、ネットドレス越ごしにわかるれしょ？」

「いや、うん。かなり答えづらいね」

　それよりも。

　大きな胸は揺らすと『波打つ』という事実を目まの当あたりにして驚くしかない。

「ちょ、マコーさん！　指名とか関係なしで！」

「言いづらいってぇ、アリーヌぅ」

　レディース・ドリンクが空いていくほどに、ふたりのご陽気者っぷりに拍はく車しやがかかる。

　かなり酔ってるんじゃなかろうか。




【禁止事じ項こう】

　２　泥でい酔すい、禁止――ここは楽しいお酒を飲みに来るところ！




　楽しいお酒ならいい、ということだろうか。

「楽しそうじゃんアリーヌ、なんの話してんのよ？」

　妖よう艶えんな声にふり返ると、褐かつ色しよく肌はだの背中に翼つばさを畳たたんだドラゴニュートの超ちよう絶ぜつエロい姐さんがのぞき込んできた。

「ちょっと、ザミラさん！　聞いてくださいよーっ！」

　その妖艶ザミラさん。

　なんかもうそれドレスじゃなくて半はん裸ら、というか半カップの鋼鉄ブラを乳ち首くびギリギリに紐ひもで吊つるしてるだけ。

　下なんて、ＡＶかエロコスプレでしか見たことがないほどのギリギリ加減だ。

「違ちがうんれすよぉ、ザミラさぁん。アリーヌが、私より胸があるって言い張るんれすぅ」

「ふたりとも珍めずらしく酔ってるね」

　やはり酔っているらしい。

「ザミラさんに決めてもらおうよ、カタリン」

「私はいいけろぉ？」

　ふたりはぐいぐいとザミラさんの腕を引いてテーブルに座らせてしまったが、ザミラさんがチラッと視線を投げかけてくる。

　そうか、そういうことか。

　ここがキャバクラだということを、ふたりとも完全に忘れて飲んでいるみたいですね。

「えーっと……ザミラさんは、このあと指名入ってますか？」

「入ってないけど」

「じゃあ、場内かけますから飲みます？」

　ふたりが同時に歓かん声せいを上げる。

「やたーっ！　マコーさん、ちょう好きーっ！」

「飲みまひょうよ、ザミラさん！」

　うふっと潤んだリップで笑えみを浮うかべたザミラさんは、黒ゴブに場内指名のサインを出した。

「実はね。前からあたし、このテーブルにヘルプ入んないかなーって見てたの」

「そうなんですか？」

「だって、いつも楽しそうなんだもん。さっき送ったお客さんなんて毎週来てくれる太ふと客きやくだけど、来るたびにセクハラするか説教するかだよ？」

「あー、なんか一番ダメなセットですねー」

「今日なんて斜ななめ45度の角度で『愛人にならないか？』だからね。マジでウケるわ」

　なんとなくドレスというか衣装の問題もあるような気がしないでもないが、ザミラさんのドリンクが来たところで何度目かの乾かん杯ぱいをした。

　が、話はぜんぜん戻もどらない。

「だから、うちの方が胸あるって！」

「私れすぅー」

「ていうかあんたら。その勝負、なんか賭かけてんの？」

「そうら。マコーさん、なんかベットしてくらさいよー」

「え、オレに振るの？」

　しかし、正直なところ興味がある。

　ごそごそと腰こしのポーチを探さぐると、デジャルダン・コスメの小瓶がまだ１本残っていた。

「じゃ、これしかないけど」

「あら？　なにそれ」

　ザミラさんが食いついた。

「デジャルダンの化粧水です」

「えーっ！　マコーさん、まだ持ってたの！」

「わらし欲しーい！」

「キミらはもう持ってるでしょ」

「なら、あたしも参加するわ」

　ザミラさん、巨乳対決に急きゆう遽きよ参戦。

「うち指名だから先制！　どうだ、マコーさん！」

「ちょ、アリーヌちゃん!?」

　いきなり引かれた手のひらが、アリーヌちゃんの胸に押しつけられる。

　あぁ、この「おっぱい」という存在。

　触ると指が埋うまってしまうぐらいの柔らかさだったとは。

「わらしは場内らけろ、負けずにろうら！」

「はぁッ!?」

　反対の手のひらが、カタリンちゃんの網ドレス越しに！

　網ドレスだから、ほぼダイレクトな触り心地ごこちです！

　引かれた両手がふたりの胸に押し当てられたままの、あり得ない張り付け状態です！

「ちょっと、あんたら。この店、セクキャバじゃないんだからね？」

「どうしますか、ザミラさん！　もうマコーさんの手はありませんからっ！」

「もうこの手は離はなさないろー」

「ふふ、触ってもわかんないでしょ」

　ニヤッと艶つやリップで笑みを作ったザミラ姐さんは、両手を半カップ鋼鉄ブラのフロントホックに手をかけた。

「えぁっ!?」

　カチャッと一いつ瞬しゆんだけ開かれてすぐに閉じた、幻げん想そうにたゆたう豊満な褐色肌の曲線。

　もちろん、真ん中も無修正でした。

「ずるーい！　ザミラさんの方がセクキャバじゃーん！」

「反則れーす！」

「シーッ！　酔っ払ぱらいは声がデカいの！　で、誰が一番大きかった？　マコウさん」

　判定を待つ３人に凝ぎよう視しされて身動きも取れない。

　というか、股間の急激な再稼働で身動きが取れない。

「マコーさん、判定！」

「はんてーい」

「……ザミラさんです」

「いよーっし！」

　満面の笑みで小瓶を手にする褐かつ色しよくのザミラ姐さんは、とても楽しそうだ。

「ザミラさん、オレはいいんだけどさ」

「なに？　返さないけど」

「オレ、ふたりのおっぱい触っちゃったんだけど」

「ラッキーじゃん」

「いや、ほら。セクハラにならないかなーと」

「あー。ここは角の席だし、お店は見てないから大だい丈じよう夫ぶよ。だいたい、あたしらが勝手に飲んで騒さわいでるだけだからいいんだって」

「そうなん？　だったらオレ、超ちようラッキーじゃん」

「それより、あたしの乳首を見た分は？」

「ちく……金払はらえ的な？」







[image: ]







「うそ、うそ。そんな、ビクビクしなくても大丈夫だから」

「ちょっ!?」

　股間を触られた。

「あれ？　ビクビクしてないな」

　お触り禁止。

　だが触られる、触らされる、れるられる？　のは可なのだろうか。

「……深いなぁ、夜の世界は」

「ねぇ、もしかして酔ってなくない？」

「なんかこの世界のお酒、あんま酔わないんですよねー」

「えー、もったいない」

「紳しん士しは淑しゆく女じよに酔っても、酒には酔わないですから」

「お堅かたいねぇ。硬かたくするのは股間だけでいいんじゃない？」

「ちょっ!?」

　今度は握にぎられた。

「お？　これは」

「……ザミラさん、酔ってます？」

「かなり飲んだ」

　セクハラもされるのはＯＫらしい。

　もちろんハラスメントではなく、ご褒ほう美びでしかないけども。

「なにしてんの、マコーさん。今日はラストまで飲むでしょお？」

「飲んれ、飲んれぇー」

　結局そのまま４人でラストまで飲んだ総額は、なんと18万クロナ――約４ヶか月げつ分の税金以上になった。

　だが、楽しすぎて後こう悔かいはなかった。

　楽しい時間は金を払ってでも買うべきだという、この世界でしか知ることのなかった事実。

　勉強になるなぁ、夜の世界は。

　けど、セクキャバってなんだ？
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　翌朝早く。

　自宅の町営賃ちん貸たいボロ平屋で泥どろのように寝ていたら、鐘かねの音に叩たたき起おこされた。

「……ぐむう？」

　呼よび鈴りんの代わりに付けられている、ドアの小さな鐘。

　それがチリンチリンカランカラン、親の仇かたきのように鳴らされている。

「誰だよ……寝たばっかなのによぅ」

　チリンカラン、チリンカラン――

　だいぶ目が覚めてきた。

　頭はガンガンしないが、ベッドから降りると体が泥のように重い。

　チリンカラン、チリンカラン――

「はーい、いま開けるし」

　軋きしむ木のドアを引き開けると、朝日より眩まぶしいぐらいの笑え顔がおが並んでいた。

「もー、遅おそいってマコー」

　ネデルカ、マリエラ、ピオナ、みんなそろって出発準備は完かん了りようしている様子。

「マコりん、ちょっと酒さけ臭くさいですけな」

「……寝ねグセ」

　どこで住所を知ったのだろうか。

「……なにしてんの、みんな」

「決まってるでしょ、クエストに出るの！」

　キリッ、と見慣れたネデルカのリーダー顔。

「約束してたっけ？」

「マコりん、これ見てくれや！　ＦＮ　ＳＣＡＲ―Ｌ！」

　ジャコッとライフルに弾丸を装そう填てんしたピオナは得意げだが、前のヤツとなにが違うのかよくわからない。

　それ以前に、危ないから玄げん関かん先さきで弾たまを込めるのは止やめて欲しい。

「……やっぱ、新しいの買ったんだ」

「こいつの試ためし撃うちに出たいですけ！」

「あたしもそろそろ？　みんなで狩しゆ猟りようクエストに出てもいい頃ころだと思ってたんだ、リーダーとして？」

「今日？」

「なによ、不満？」

「今から？」

「早く行かないと、ロクなクエストが残ってないでしょ。今からでも遅いぐらいなのに」

　行く気まんまんの人。

　撃つ気まんまんの人。

「えー……」

「なんでそう仲間意識が薄うすいの！」

　キノコが採れればどこでもいいマリエラ姐さんは別カウントとして、テキトーに狩った感の出る近場の簡単なクエストでお茶濁にごせばいいだろうか。

「わかったよ、いま着き替がえる」

「ちょ、向こうで脱ぬいでよ！」

「……マコウの尻しり」

「けっこう、いい体してますの」

　ジロジロ見ないでください。

「ていうか、まだその安やつすいハンマーと防具？　お金あるんだから新しいの買ったら？」

「アイテム荷車引いたり、ハンマーやツルハシ振れたりすればいいの」

「……潔いさぎよい」

「こだわりのない人ですけな」

　みんながこだわりすぎだと思います。

　余計なことを言うから、玄げん関かんの鍵かぎを閉め忘れるところだった。

「で、なんかクエストの目星はついてんの？」

「あたしはね、なんかピオナの新しいライフル性能が試せるような？　それでいてこう、狩かったぞーっていう達成感をみんなで味わえるようなヤツをイメージしてるんだけど」

「……キノコ、採れる？」

「銃を持たせりゃヨルゴス無む双そうのピオナさんだぜ！　って感じのがいいですけな」

　具体的なアイデアもなく、人を朝から叩き起こしたと。

　まぶしい太陽の下もと、町中を朝の散歩でもしてると思えばいいかな。

「また、デジャルダンのキノコでいいんじゃないか」

「あれねぇ。高額報ほう酬しゆうの噂うわさが広まって、あの遺い跡せきにはもうペンペン草も生えてないって」

　まぁ普ふ通つうそうなるだろうが、早すぎるような気もする。

「仕方ないか。ところで、ちゃんと税金は払って来たのか？」

「もー、しつこい。朝イチみんなで払いに行きました」

　他のふたりもすごい勢いで「うんうん」首を振ってるから、さすがに大丈夫だろう。

「じゃあ、オレはクエストなんでもいいよ」

「なぁマコりん。なんですけや、あの人だかりは」

　町役場併へい設せつギルドの前に、イカツイ防具を纏まとった大おお柄がらな男たちが群がっている。

「ねぇ。取り囲まれてるのって、人じゃなくない？」

「……ゴブリン」

「確かにゴブリンっぽいですけの。町中に入ってくるのは初めて見ますて」

「これってクエスト？　ていうか普通、ゴブリンってスーツ着る？　着ぐるみかもよ」

　みんなが戸と惑まどうのは当たり前だろう。

「いや。あれはオークだな」

　ガタイのいい強面こわもてにスーツを着た、あのオークは間違いない。

「ちょ、マコー。やめなよ関かかわるのは」

「大丈夫だよ、悪いやつじゃないし」

「けどオークなんでしょ、危ないし怪あやしいし汚きたないし臭くさいし」

「どんな偏へん見けんだよ」

　討とう伐ばつ系クエストに出ないから知らなかったが、普通のオークはそういうもんだろうか。

　ダンジョン歓楽街では、むしろスーツや黒服が当たり前なのだが。

「うぃーっす」

「あー、マコウさん」

　やはり。

　無料案内所でお世話になっている、スーツ・オークのイクヤだ。

　危なくも怪しくも汚くも臭くもない。

「朝からなにしてんの、珍しい」

「いやぁ、町営ギルドにクエスト依い頼らいを出だしに来たんですよ」

「クエスト？　イクヤが？」

「あれ。もしかしてマコウさん、今からクエストですか？」

「行かない、行かない」

　思わず出た言葉に、３人の視線が刺さって痛い。

「……いや、行くかな」

「ですよね。こんなに素す敵てきな女性に囲まれて、もったいないですもんね」

　さすが地下２階の住人イクヤだ、女子を上げるトークが上手うまい。

　ネデルカなど、さっそく釣つられている。

「ねぇ、マコー。このイケメン・オークさんと、どこで知り合ったの？」

「えらい変わりようだな。キンシ平原のダンジョン地下２階だよ」

「え、地下２階って……」

　３人の視線が痛い。

「え、なに？　フツーに飲みに行ってるだけですけども？」

「……マコーって、ヘンに根こん性じようが据すわってるよね」

　そんな恐こわいダンジョンではないと思うが、めんどくさいから話を変える。

「で、イクヤのクエストってなに？」

「ダンジョン歓楽街地下２階連合会から、クエスト依頼を貼はってきてくれって頼たのまれたんですけど……ちょうどいいや。マコウさん行きませんか」

「ごめんイクヤ。このパーティーのリーダーは、ネデルカなんだ」

「リーダーのネデルカ・シレグです」

　いい笑顔で受注用紙を受け取ったネデルカだが、内容に目を通すと口を開けて固まった。

「どうしたですけや」

　ぺらっと横からクエスト用紙を取ったピオナも同じ顔になる。

　それを背後から覗のぞいたマリエラも硬こう直ちよくしている。

「なにを大袈裟にみんな――って２００万クロナか！」

　夜の世界、金銭感覚が狂くるいすぎ。

「妥だ当とうだと思ったんですけど、どうでしょうか」

「いやまぁ、くれるんなら嬉うれしい限りの額だけど」

　横からネデルカにドスドス肘ひじ打ちされた。

「そうじゃなくてマコー、ちゃんと討伐対象を見て言ってるの？」

「……ゴートヘッド？」

「超ヤバいから！」

「大丈夫じゃない？　知らんけど」

　タバコいいですか、と聞いてからイクヤが１本に火をつけた。

「最近、こいつが送りのルートに出て来て困ってるんですよ」

「送りって？」

「だいたいどのお店も、閉店後はキャバ嬢じようたちを自宅まで送るのに馬車を出すんです」

「あー、あれね。知らんかったけど」

「なぜかアトラキア山脈の麓ふもとで、やたら襲おそわれるんですよ。盗とう賊ぞくでもないし、シリアルキラーでもなし。ただ暴れるんです」

「なんでだろ。ストレスかな」

　はーっ、とネデルカが溜め息をついている。

「訳もなく暴れるゴートヘッドとか、ガチでヤバい奴やつだよ。どうする？　みんな」

「行くに決まってるすけや！　銃じゆうを持たせりゃヨルゴス無双のピオナさんだぜ！」

　言いたかっただけで、絶対ゴートヘッドがなにか知らないな。

「え……うそ、マリエラは？」

「アトラキア山脈……ノビリッシムス……クロロフォス……」

　そういうキノコがあるんだ、行く気だね。

「ちょっと、みんな知ってるの？　頭が羊の頭ず蓋がい骨こつで、巨きよ大だいな２本の蛮刀を振ふり回まわす毛むくじゃらのガチムチだよ？」

「キモいけど大丈夫じゃない？」

「マコーのペラ防具とか、ひと振りでバックリだよ？」

「やらられてもリスポーンするんだし、そのための税金でしょ」

「けどさぁ……やられると痛いよ？　気を失うまで、かなり痛いよ？」

「痛み止めかなんかのキノコ粉末、姐ねえさんが持ってんじゃない？」

「あるよ」

　わりと真しん剣けんにキノコ最強だな。

「もちろん最終的には、ネデルカの判断に従おうと思うよ？　リーダーなんだしさ。みんなもそうでしょ？」

　ピオナもマリエラも黙ってうなずいている。

　クエストなんて、みんなの反対を押おし切きってまで行くようなものではない。

「あ、ぅあたしが決めるの!?」

「やめとくか、このクエスト」

「ちょちょ、あたしはダメとかムリとか言ってんじゃなくて」

「けど乗り気じゃないでしょ」

「違くて！　そうじゃないんだけど！」

「じゃ、なんなの」

　イクヤがタバコを吸い終わるまで、ネデルカは腕うで組ぐみしてウンウン唸うなった挙げ句。

「……マコー的にはどう思う？」

「いいんじゃない？」

「だ、だよね。うん……あたしもそろそろ、これぐらいの奴を相手してもいい頃かな？　なーんて思ってたぐらいだし？」

　迷めい彩さいミニスカポリスの制服を正し、ピオナが得意げにネデルカを肘でつついた。

「運命とランデブーって言いますっけ。心配しなくともリーダーの背中は、このピオナが絶対に守りますけや」

「フリフリする」

　姐さんは少しパラソルキノコから離れた方がいい気がする。

「マコーはなんか、そういうのないわけ？　リーダーをねぎらうみたいな？」

「任せとけって、なんとかするから」

「……超テキトー」

「大丈夫ですて。いざって時には頼たよりになる、マコりん軍ぐん曹そうですからの」

「安心」

　なぜかイクヤが笑っている。

「いやぁ、さすがマコウさん。昼もモテモテですねぇ」

「そうかなぁ……この人ら、他に入れてもらえるパーティーがないからじゃない？」

「じゃ、お願いしますね。アリーヌちゃんも喜ぶと思いますよ」

「おう。任せとけって言っといて」

　地下２階のために、お金を使う以外でもがんばっちゃおうかな。

「ちょっと。誰だれよアリーヌって」

　なにを意識したのか、ネデルカの目が険しい。

「ダンジョン・キャバクラの娘だけど」

「ハァ？　なにそれ」

「さすが歴戦の軍曹……オトナですけの」

「トロギア」

　え、なにその目は。

　キャバクラって行っちゃダメなとこの？







▽　▽　▽







　満天の星の下。

　アトラキア山脈方面の送り馬車の護衛担当として、クエストは地味にスタートした。

　４人で揺ゆれる乗合馬車の屋根に座すわり、夜風に吹ふかれながら見張りをしている。

　ごとごと馬車が揺れる音だけで、闇やみ夜よの平原からは何も聞こえてこない。

　巻いた感じでキラッキラのモンスター・キャバ嬢たちに驚きよう愕がくの眼まな差ざしを送っていたネデルカだったが、わからないでもない。

　すっかりあの衣装は店内用のドレスで、帰りには私服に着替えるとばかり思っていたら、フツーにあの恰かつ好こうのまま地上に出て来たのだ。

　するとフリフリのメイド服、網あみスケなエロドレス、鋼鉄のビキニアーマーは、すべて民族衣装かもしれない。

　だとしたら、この地平線のどこかには裸ら族ぞくもいるのではなかろうか。

　全裸のモンスター女子、か。

　ジロジロ見るのは失礼だろうから視線を合わせていたいのは山々だが、そんなジェントリーに振る舞まえる自信はない。

　許されるなら、仰あお向むけに寝そべって隅すみ々ずみまで見つめていたい。

　だいたい女子の全裸を目の前にして誠実に視線を合わせたまま微笑ほほえむヤツなんて、いつでも全ぜん身しん全ぜん霊れいで嘘うそをつけるインチキ野や郎ろうだ。

　あぁ、目が片方ずつ別々に動くらしいカメレオンがうらやましい。

　いや、なんかそれキモいな。

　待てよ、裸族が女子とは限らないぞ。

「ねぇ、マコー」

　隣となりで左後方を見張っていたネデルカが、活気のない声でつぶやいた。

「なんか見えたのか？」

「違うくて……なんでもない……」

　いつになく神しん妙みようだ。

　自分から話さないことを、こちらからは基本的に聞かない。

　が、膝ひざを抱かかえて遠くを見つめられては仕方ない。

「じゃあ、話したくなったらいつでもどうぞ」

「……そういうとこ、アレだよね」

「なんだよアレって」

「珍しいってこと」

「珍ちん獣じゆう的な？」

　そのまま黄昏たそがれられても困る。

「マコーってさ。なんか、必死じゃないよね」

「怒おこってんの？」

「ちーがーう」
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「そうか」

　よく分からない時は、相づちが一番。

「今まであたしが参加したパーティーってさ、みんな必死っていうか一いつ生しよう懸けん命めいっていうか、勝つために努力しましょう的なのばっかだったんだよね」

「なるほど」

「朝イチのクエスト張り出しに並んで、報酬のいいヤツとか欲ほしい素材のヤツとか、目をギラギラさせて奪うばい合あうわけ。クエストに出たら出たで、討伐に必死よ」

「確かに」

「やられたらギルドでミーティングとか言ってさ。誰が手数足りなかったとか立ち位置が悪かったとか、挙げ句に『やっぱその防具で参加とかないでしょ』だって。だから次のクエストまでに、みんなガンガン武器も防具も強化新調してくんの。わかる？」

「あるある」

「なんなの、それ」

「わかるよ」

「聞いてる？」

「聞いてるよ」

　グチは聞くから、見張りもお願いします。

「あと出会い厨ちゆう、ウザい。婚こん活かつパーティーじゃないんだからさ、１回クエストに出たぐらいで次も次もって超ウザくない？　スゲー奴も来るからとか、なんであたしがこの異世界でお見合い？　親しん戚せきのおばちゃん？　ねぇ業者なの？」

「知らんがな」

　だが少なくとも、ネデルカの考えていることは痛いほどわかる。

「そのくせクエストに出たら『前衛の位置取りは』とか『この前オレの倒たおしたヤツは』とか『けっこう胸あるね』とか、説教、自じ慢まん、セクハラのオンパレード。そんな奴と誰がまたパーティー組むかって」




　１　説教しない

　２　セクハラしない




　まさに【ダンジョン・キャバクラでモテる『３ない』行動】そのままだ。

　昼間も使えるナイスな教訓が、夜のダンジョン歓かん楽らく街がいにはもっとあるんじゃなかろうか。

　通わねばな。

「だから仲良くなった女子にもホントはクエスト大好きだった子がいたけど、疲つかれて町役場の事務に就職したり、町を出て畑仕事を始めたりしてるもん」

「なるほど」

「そういうのって、マコーにないじゃん？」

「紳士だからね」

「テキトーなの」

　そう言ったきり、ネデルカは遥はるか遠くの景色に意識を飛ばしてしまった。

「けど、マコりん」

　暇ひまを持てあましたのか、前方を警けい戒かいしていたピオナまで会話に交ざってくる。

「そのテキトーさが、このパーティーのいいところですけや。ピオナなんて『誤射するな』とか『使えない』とか、どこでもお荷物扱あつかいでしたの。なにを勘かん違ちがいしたのか、急にハァハァ言いながらパンツを脱ぎ始めた野郎もいたですぞ」

　確かに銃の反動リコイルでハァハァする方にも問題はあるが、だからといってパンツを脱ぐのはセクハラを超こえた性犯罪だろう。

「ピオナはその時どうしたんだ？」

「迷わず弾だん丸がんぶち込んでやったすけや」

「やるなぁ」

「したらそのパーティーと知り合いたちに言いふらされて、アチコチで出禁を喰くらったですて。まぁピオナも村八分は覚かく悟ごしてたですけから、これは仕方ないですけれども……」

「いいんじゃない？　そういう奴はバンバン撃っちゃっても」

「いやいや、ＴＫチーム・キルですぞ？　大ヒンシュクですぞ？」

「は？　なに言ってんだよ、先に襲われたのはピオナだろ？」

「けど、ハァハァしてたピオナにも問題が」

「ないね」

「え？」

「銃を撃ってたら気持ち良くなる、それだけだろ？」

「はぁ、まぁ……」

「じゃあ、勘違いしたのは向こうだ。撃ってヨシ」

「……ですかのう」

「いいんだって。どうせリスポーンするんだから、１回ぐらい痛い目にあえばいいんだよ」

　ネデルカが溜ため息いきをついて、ようやく遠くから戻ってきた。

「マコーのそういうとこが、アレなんだよねー」

「またテキトーだってか」

「いい意味でね。マリエラだって、言わないだけで感謝してるんだよ？　キノコ好きでも変な目で見ないし、好きなだけ採っても文句言わないって」

「マコウ……ありがと」

　静かだから、姐さんの小声まで聞こえる。

「そんな、大おお袈げ裟さに考えなくてもいいって。努力とか一生懸命とか、やらなくても生きていけるならそれでいいじゃん、ってだけだから」

「マコーって、前からそうなの？」

「テキトー大好きだね。みんなも死なない程度なら、楽にしてればいいと思うよ。まぁ、死んでも還かえって来られるけど」

「じゃあこれから先も、あたしがリーダーしていいってこと？」

「もちろん」

「双そう剣けんが当たらなくても怒らない？」

「あ、気にしてたんだ」

　そういう所は小心者だな。

「……キノコ、採っていい？」

「むしろマリエラ姐さんは、バンバン採っていいと思う」

「ピオナもバンバン撃ちまくるすけや！」

「うん、まぁ、なるべくオレには当てないように」

「なんでピオナだけ、無条件にウェルカムじゃないですてか」

「それ、当たるとけっこう痛いんだよ」

「そのための防具じゃないですけや」

　ははは、こいつー。

　などと和なごんでいると、馬車はゆっくりと速度を落とし始めた。

　周囲に村落はなく、まだアトラキア山脈の麓。

　これはまさに奴の出る状じよう況きようだ。

　ライフルを構え、スコープで前方を覗くピオナ。

　その装備、前は持ってなかった気がする。

「なんか出たっぽいか？」

「……マコりん、見てみ。たぶんあれ、触さわっちゃダメなタイプの奴ですて」

　ライフルを借りてスコープを覗くと、ピオナの言う意味が理解できた。

　円いターゲットの向こうで、薄うす暗ぐらい夜道の真ん中にでーんと立っている姿があった。

　デカい羊の角付き頭蓋骨に腰こし巻まき１枚の、全身毛むくじゃらガチムチ半はん獣じゆう人じん。

　両手には壁かべ板いたぐらいの蛮刀を握りしめ、肩かたで息をしている。

「……うん、ダメな奴だな。なんかもう、すでにハァハァ興奮してるぞ」

「だから言ったじゃない、ヤバい奴だって」

　屋根の上でヤイヤイする声に、馬車の乗り合いからアリーヌちゃんが顔を出してきた。

「ねぇマコーさん。なんか出たの？」

　見あげるつぶらな瞳ひとみが、また可愛かわいいことよ。

「大丈夫、大丈夫。危ないから馬車に入ってて」

「気をつけてね」

「さんきゅー」

　視線を戻もどすと、３人の視線が痛かった。

　なぜだ。

「オレは半獣人と戦うの初めてだけど、ネデルカは今まである？」

「えー、あたしぃ？」

　ないな。

「ピオナは？」

「挑いどむ者に勝利あり！」

　ないな。

「姐さんは？」

「……ガチムチキノコ？」

　違ちがうな。

「うーん……ちょっと作戦タイムだ。この４人で、どう戦うよ」

「だってあたし、半獣人となんか戦ったことないもん」

「素す早ばやく、静かに、徹てつ底てい的てきに！」

「……毛むくじゃらキノコ？」

　まともなアイデアなし、と。

「なら仕方ない。ここはフツーに戦ってみるとしよう」

「テキトーってこと？」

　そういうところだけ、ネデルカは鋭するどい。

「違うよ、作戦はこうだ。ライフルのピオナは、この馬車の屋根から狙そ撃げき。なるべくでいいからオレに当てないこと、途と中ちゆうでイッちゃわないこと。ＯＫ？」

「ＨＯＯＡＨフーアツ！」

　やる気だけは、いつも満タンなのだが。

「マリエラ姐さんは、負傷者が出たらパラソルキノコで回復塵じん。あまり近づいて来なくていいから、なんかアイツに効きそうなキノコあったら調合しててよ」

「どんと来い」

「さすがキノコ使い、頼りにしてるよー」

「ふふ……キノコ使い」

　ゴスロリの胸むな元もとをぐいっと突つき出してもの凄すごく得意そうだが、わりと真剣に最後はキノコ頼みなところは否いなめない。

「基本は馬車に近づかせない。できれば倒す、ぐらいの気分で」

「ねぇ、ちょっとマコー」

「ようし、それじゃあ」

「ちょっと待って！」

「なに」

「あたしは、あたしは？」

「ネデルカは」

「……なにその笑い」

「前衛らしく、オレと一いつ緒しよに真っ正面で壁になるしかないね」

「えぇーっ！　なにそれ作戦じゃないし！」

「それじゃあ」

「待って待って、ちょっと待ってったら！」

「大だい丈じよう夫ぶだって、なんとかオレがあいつの注意を引くから。たぶん」

「違うくて！　リーダーはあたしでしょ！」

「あ、悪い。勝手に話を進めてしまった」

「もう。出発の号令は、あたしの役目なんだから」

「……号令だけ？」

　ふんっと鼻息荒あらく、ネデルカは気合いを入れた。

「さぁ行くよ！　チーム【ガリンペイロ】の力、キャバ嬢さんたちに見せつけてギャフンと言わせてやろうじゃない！」

　ギャフンと言わせる相手、間ま違ちがってないか？

　ていうか、なにそのチーム名。

「了りよう解かい！」

　ネデルカの号令と共に、一いつ斉せいに馬車の屋根から飛び降りた４人。

「待て待て、ピオナは一緒に飛び降りちゃダメだろ。屋根から狙撃だぞ？」

「おっと失礼！　一発ワンシヨツト必中ワンキル！」

　ちっとも聞いてないじゃないか。

「痛っ！」

　着地で転ぶ安定のネデルカ・クオリティに和んでしまい、気合いも半減。

「あれ、姐さんは？」

「消えたですけや」

　２台の馬車がギリギリすれ違えるぐらいの山道で、仁に王おう立だちしている危ないあいつが相手なのだが。

　まぁこれぐらいの方が、気は楽でいいけどね。




「くはぁぁぁっ！　人間どもめェ、ここから先は一歩も通さんぞ！」




　ゴートヘッドは鼻息荒く、人間に怨うらみでもありそうだ。

　しかし、言語で意思疎そ通つうができるのだ。

　まずは話し合いで、なんとかならないだろうか。

　ネデルカに「待て、先に行く」と手で合図したが通じない。

　どう受け取ったら、そこで防具を脱ごうとするのか。

「すいませーん。ちょっといいですかね、ゴートヘッドさん」

「誰がゴートヘッドじゃ！」

「え……違うんですか？」

　さん、は付けたのに。

「悪あく魔まゴートヘッド！　ちゃんと『悪魔』を付けんか無礼な人間メェ！　あと差別化を図はかるためにも『アトラキア山脈の』悪魔ゴートヘッドと呼ぶべきじゃろうが！」

　めんどくさい半獣人だ。

　だいたい魔ま王おうのいない世界で、なぜ悪魔と付けたがるのか。

「あー、じゃあアトラキア山脈の悪魔ゴートヘッドさん？　なんでキャバクラの送り馬車なんて襲ってるんですかね」

「黙だまれ！　害悪人間！」

　ジャキッ、と２本の蛮刀を構えて会話の余地なし。

　釣られてネデルカも双剣を抜ばつ刀とうしたので「まだ待て」と手で合図したが、それを見てなぜか磨みがき上あげた刃やいばに顔を映して前まえ髪がみを整え始めた。

　どういう受け取り方をした。

　乱れてないし、いま気にしなくていいから。

「あれですかね。ゴートヘッドさんの生せい活かつ圏けんを、人間が荒あらしたからお怒いかりに」

「違うわボケぇ！　お前ら転生して来た人間が持ち込んだ『競馬』が許せんのじゃ！」

　……競馬？

「なんか……動物虐ぎやく待たいな感じに見えました？」

「あーもう、違う違う！　あんな悪魔の娯ご楽らくを持ち込みやがるから、ワシが無職になってしもうたと言うとんじゃ！」

　それはダメな人に特有の逆さか恨うらみだ。

「いや、ああいうのは『適度に楽しむ遊びです』ってヨルゴス競馬連盟も」

「説教か！　先住民であるこのワシに、転生人間メェが上から目線で説教垂れる気か！」

　ごごごっ、と醸かもし出すオーラがさらに勢いを増した。

　先進国が持ち込んだジャンクフードで肥満率が上がったのとは、違うだろうに。

「そうじゃなくて」

「あったまキタ！」

「ちょ、落ち着いて。聞きたいのは、その理由で送りの馬車を狙ねらうのは筋すじ違ちがいというか」

「ダンジョン歓楽街に場外馬券場がある限り、ワシの心に平へい穏おんは訪おとずれぬ！」

「それは一点の曇くもりもない逆恨みでしょう」

「言葉は無ぶ粋すい！　押し通れぇあぁぁぁぁっ！」

　駆かけ出したと思った瞬しゆん間かん、ゴートヘッドの蛮刀が頭上をかすめていた。

　ハンマーを抜刀するヒマもない。

「うおっ！」

「あたしが相手よ、覚悟しなさい！」

　双剣を振り回してくれるのはありがたいが、そのタイミングでは当たらないだろう。

「挟はさみ打うちとは姑こ息そくな。真正面から戦え！　戦って、ワシの鬱うつ憤ぷんを晴らさせるんじゃあぁぁぁ！」

　鬱憤晴らしだと自覚はあるらしいが、怒りの矛ほこ先さきが空から振ぶりで体勢を崩くずしているネデルカに向いてしまった。

「ネデルカ、後ろ！」

「危ない！」

　と言ってから攻こう撃げきを食くらうのが、ネデルカの真骨頂。

　致ち命めい的てきな一いち撃げきはなんとか防具のスキルで回かい避ひしているようだが、ガンガン蛮刀を叩たたきつけられて防戦一方だ。

「ぬん！　ぬぅぅん！」

「痛っ！　痛っ、痛あぁぁいってば！」

「その防具が機能しなくなった時、痛いでは済まされんぞぉ！」

　しかしよく見ると、蛮刀を同時に２本振り降ろすことはない。

　双剣と違って大おお振ぶりな蛮刀はワン・ツーの連撃か、もう１本で反対側からの攻撃をガードする戦法だろう。

　ならば手すきの蛮刀めがけて、安やつすいハンマーを振る――というかスキル【投とう擲てき】を生かすため、ダーッと距きよ離りを詰つめてハンマーを投げつける気持ちはあるけど握にぎったハンマーのグリップは離はなさず振り切ってみるのは？

「痛たッ！」

　ドスッと鈍にぶい音で蛮刀を握った手の甲こうに命中し、ゴートヘッドの意識がこちらに向く。

　残念だが蛮刀は落とさなかった。

　けどこれ、いいね。

　防具すら騙だまされる、投擲するつもりだったけどしなかったスイング。

「この野郎、手ぇ狙ったな！」

「今だ、ネデルカ！」

「えいっ！」

「そんな大振りの双剣が当たるものか！」

　だが、空振りでいい。

　こちらに体を向けたままネデルカをふり返ったゴートヘッドの間合いに踏ふみ込んで、再び投擲するつもりだったけどしなかったスイングの横振り。

　ドスッ。

「痛ッ！　痛いじゃろが手はッ！」

　まだ蛮刀を落とさないとは、どうやって手の甲を鍛きたえたのか。

「今だ、ネデルカ！」

「えいっ！」

　また空振り。

　その隙すきに投擲するつもりだったけどしなかったスイングで――

「ええ加減にせぇ！」

　蛮刀ひと振りで、安やつすいハンマーは真ん中からバッサリと消し飛んだ。

「あ……」

「挟み打ちで手ぇばっかり叩くとか、卑ひ怯きようすぎるわッ！」

「ですよねぇ」

　さすがに見切られた。

「えいっ！」

　いやネデルカ、見切られたって。

「ぬぅぅぅんッ！」

　キンッと金属音が響ひびいてネデルカの双剣が１本、暗くら闇やみにはじき飛ばされていった。

「ああぁぁッ！　高かったのに！」

　振り切った勢いで、ゴートヘッドの蛮刀連撃がネデルカを襲う。

「消え去れ、女ァ！」

「危ない、ネデルカ！」

　スカーン。

　咄とつ嗟さに足元の石を投擲したら、見事にゴートヘッドの頭蓋骨に命中した。

　あ、やっちゃダメだったかも。

　ごごごごっ、と怒りのオーラが頂点に達している。

「最後は石を投げつける……オマエらなぁ……」

「まぁまぁ、意思疎通ができる知的に高い者同士。まずは話し合いをですね」

「今さら話し合いなどできるかあぁぁッ！」

「おっしゃるとおりで！」

　確かに石を投げつけておいて話し合いは虫が良すぎると思うが、最初から話し合いの余地がないほど怒っていたくせに。

　柄えの部分しかないハンマーで、どうやってその蛮刀を防げというのか。

　その時。

　パァーン、と銃じゆう声せいが響いてゴートヘッドの頭蓋骨にヒビが入った。

「遅おそいよピオナー」

　そして一発ワンシヨツト必中ワンキルはどうした。

　当たりはしたが、ヒビだけだぞ。

「今度は狙撃か……キサ」

　パァーンと銃声がして、また揺れる頭蓋骨。

「マら、人間とし」

　パァーン。

「てヒキョーすぎ」

　パァーン。

「ると思わぬか――って、ええ加減にせぇよッ！」

　パァーン。

　弾たまが外れ始めた。

　馬車の屋根で顔を紅潮させ、ハァハァ身み悶もだえているピオナが目に浮うかぶ。

　しかし、今日のピオナはひと味違った。

「これはたまらんですけ……決着をハァハァ……付けようぞゴートヘッド……んはぁぁ」

「降りて来たのかピオナ！」

　腰こし回まわりに弾だん倉そうポーチとミリタリー装備を大量に巻き付けた迷彩ミニスカポリスが潤うるんだ目で顔面を紅潮させていれば、半獣人ですら動揺するらしい。

「……キサマら何なんだ？」

「銃を持たせりゃヨルゴス無む双そうのピオナさんだぜ！」

　ピオナは今にもイキそうな顔で、両太ももに固定していたホルスターから２丁の銃を抜ぬいた。

「よかろう、挟み打ちで手の甲ばかり狙ってくる輩やからよりはマシだ。かかって来い！」

　２丁拳けん銃じゆうを乱射しながら回避側転するピオナは、だれが見てもアクロバティックに悶もだえているようにしか思えない。

　とてもいい顔で気持ちよさそうだが、ワンオフの高い弾丸はすべて蛮刀に弾はじかれている。

「あッ――くひっ！　ひゃん、あはぁぁぁっ！」

「ぬん、ぬんッ！　未熟者め！　弾だん道どうが逸それてきたわ！」

　気持ちよくなって狙えていないのはさておき、ゴートヘッドの足止めにはなっている。

　その隙にこの状況を考えてみると、どうやっても討とう伐ばつは難しいだろう。

「ネデルカ！　ここは馬車の安全を優先して、討伐はこの次だ！」

「わかった！　あたしは飛ばされた双剣を捜さがしてくるね！」

「いやその前に馬車を逃にがさないと――っておい待て、聞いてるか!?」

　なにがわかったのか理解できない。

　仕方ないので御ぎよ者しやに引き返せと伝えよう。

「逃がさんぞ、卑怯なハンマー使いッ！」

「あぶねっ！」

　よくかわせたものだ。

　背後から襲おそってきたゴートヘッドに防具が切きり裂さかれ、胴どう体たい真っ二つの手前だった。

「てことは、ピオナ!?」

　殺やられたのかとふり返ると、ピオナは地面で顔を紅潮させたまま２丁拳銃を股またに挟んで脱だつ力りよくしている。

「イカレた２丁拳銃は途中で勝手に果てた！　次はキサマが果てる番だ！」

「あれは別の意味で果てたの！　オレはそういうの趣しゆ味みじゃ――」

「黙れ、往おう生じよう際ぎわの悪い！」

「ちょ、待って！　話し合おうって！」

　蛮刀が振ふりかざされた瞬間、ぽふっと小玉がゴートヘッドに投げつけられた。

「げふっ、げはっ！　なんじゃこりゃ……アッ――」

「やべ」

　マリエラ姐ねえさんの危険なキノコ粉に違いない。

　咄嗟に息を止めると、木こ陰かげから声だけ聞こえてきた。

「……サッカロミケス」

「やっぱ姐さんか。サンキューだけど、なにあれ」

　ゴートヘッドは急にエア・ギターで激しくリフを刻みながら、大きな角の頭ず蓋がい骨こつでヘッドバンキングを始めた。

　いや待てよ、ヘッド「バンギング」だったかな。

　アタマを貯ちよ蓄ちくしてどうするよ。

「ヘァッッッロゥ、ベィベェェ！　イェアアッ！」

　そんなことはどうでもよくなるほど、ゴートヘッドは髪かみのない骨をぶんぶん前後に振り乱みだしてのけ反ぞっている。

　やはりキノコ最狂だ。

「マコウ今のうち」

「お、おう」

　取りあえず送り馬車に駆け戻り、ドアを開けてアリーヌちゃんたちの安全を確かめた。

　車内は女子特有のいい匂においで一いつ杯ぱいだが、今はそれをスーハーしているヒマはない。

「みんな、ケガとかないよね」

「マコーさんは大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だよアリーヌちゃん。けどあいつ倒せそうにないから、戻って別の道で帰ろう」

　馬車の外から、激しいステージ・パフォーマンスに酔よいしれるゴートヘッドのシャウトが響く。

「誰だれだったの？　酔っ払ぱらい系？」

「いや、めんどくさい系だと思う」

　ぬっ、とアリーヌちゃんが顔を寄せて肩かた越ごしに外を覗のぞく。

　近すぎていい匂いがたまらないから抱だきしめていいですか。

「あっ！」

「どしたの。危ないから顔を引っ込めて」

「もう、やだ……」

　ぼそっとつぶやくと、アリーヌちゃんは不意に馬車から飛び出だした。

「ちょ、危ないってアリーヌちゃん！」

　恐おそれも知らず、ずかずかとゴートヘッドの前に進み出たアリーヌちゃん。




「お父さん！　やめてよ！」




　聞きき間違いだろうか。

　アリーヌちゃんの一いつ喝かつに、ゴートヘッドが動きを止めた。

「……アリーヌ。なぜお前が、いかがわしい人間メェのキャバクラ馬車などに」

「うるさい！　ちょっとそこに座すわって！」

　このガチムチ毛むくじゃらのイカレポンチがアリーヌちゃんのお父さんなどとは考えたくもないが、しゅんと地面に正座したゴートヘッドを見る限り間違いなさそうだ。

「バッカじゃないの！　なんでこんなことしてんのよ、マジで恥はずかしいんですけど！」

「いや、しかしアリーヌ。ワシは害悪な人間を懲こらしめようと」

「害悪はお父さんの方でしょ！　競馬にのめり込んで家のお金使い込んだ無職のクセに、偉えらそうなこと言わないで！」

　無職。

　めんどくさい人というか、ダメな人だったらしい。

「確かにワシはダメな」

「まずそのバカっぽいヘルメットを脱ぬいで！」

「……わかった」

　ヘルメット？

　その頭蓋骨、体の一部じゃないの？

　すっぽり脱げた頭蓋骨の下からは、えらくしょげ返った気弱なヒツジ顔が現れた。

「そうやってヤギ系パーンの仕し業わざに見せかけようとか、ホントやることが全部セコい」

　パーンにヤギ系とヒツジ系があるとは知らなかった。

「しかしアリーヌ！　お前は人間に騙されているのだぞ！」

「ハァ？」

「その馬車はキャバクラの送り。お前は人間に騙されて、風ふう俗ぞくで働かされているのだ！」

「娘むすめの仕送りで生活してんのは誰よ！」

　お父さん、返す言葉がないらしい。

「だいたいキャバって、風俗じゃないから！　経営してるのも人間じゃなくて、オークだから！」

「しかし、その……アトラキアに戻って、もっとパーンらしい仕事をだな」

「だったらまず、お父さんが働くべきでしょ！」

「……はい」

　アリーヌちゃんの正論は止まらない。

「すぐ『大おお海うな原ばらで一いつ攫かく千せん金きんの漁師になる』とか『大地に根付いた農家でスローライフを送る』とか『旅に出て自分を見つめ直してくる』とか夢みたいなことばっか言って、けっきょくダンジョンの場外馬券売り場に行くじゃん。なにがパーンらしい仕事をしろよ！　自分こそ牧ぼく畜ちくの仕事しなよ！」

「いやそれは……」

「うちが家を出た理由、お父さんなんだからね！」







[image: ]







　聞いているのがツラくなってきた。

「まぁまぁ、アリーヌちゃん。お父さんも反省してることだし」

「マコーさんは知らないからだよ。お父さん、イヤになるぐらいダメな人なんだから」

　それは否めない。

　だが半獣人とはいえ、なんでもありのヨルゴスで腐くさるのはもったいない。

「ほら、お父さんだってアリーヌちゃんのこと心配してたんだよ。ダメな人なりにさ」

「あんな酷ひどい目にあったのに、そんな優やさしくしなくていいよ」

「いやいや。オレらは誰も死んでないから大丈夫だ、問題ない」

「けど……地下２階のみんなに迷めい惑わくかけて、クエストまで張り出されちゃったんだよ？　うち恥ずかしくて、明日からお店出れないよー」

　ごもっとも。

「ねぇマコー、なにやってんの？　まさかそいつ、ひとりで倒したとか？」

「マコりん……膝ひざがガクガクして歩けないですけや……おんぶして……」

「……キノコ効いた？」

　めんどくさい人たちが来る前にピンときた。

「ゴートヘッドさん、そのヘルメットかぶって」

「今さら隠かくし立だてもせぬ。ワシの名はアコスタ」

「いいから！　アコスタさん、早くかぶって！」

　３人が近寄って来る前に、なんとか間に合った。

「ちょっと。なにをどうしたら、そいつを正座させられるわけ？」

「説得した」

「説得！　マコーが!?」

「なーに、話せばわかる人だったよ」

　ネデルカは不ふ審しんそうに、ひび割れたゴートヘッド・ヘルメットをじろじろ眺ながめている。

「てか結局、このゴートヘッドって誰なの」

「世をはかなんだ、悲しき半獣人さ」

「なに言ってんの」

「理り屈くつじゃあないんです」

　アリーヌちゃんの手前、素す性じようをバラしたくない。

「ところでゴートヘッドさんさぁ。レンゾの近くで双そう剣けん道どう場じようとか開いてみる気ない？」

「道場じゃと？」

　人格はともあれ、ピオナが至近距離からバンバン撃うってもすべて弾はじき返かえした技わざは凄い。

　この先この人が山やま奥おくで牧畜をするとも思えず、道場主なら気に入ってくれそうだが。

　アリーヌちゃんは、見るからに半信半疑な顔つきだけども。

「そんなのお父さ――」

「ゲフン、ゲフン」

　あー、それ言っちゃダメダメ。

「――大丈夫かなぁ」

　お父さんの権けん威い、失しつ墜ついすぎ。

「大丈夫だと思うよ、たぶん。そしたら、うちのリーダーを特訓してもらいに行くし」

「え、あたしが通うの？」

「双剣、上手うまくなると思うよー」

　ひび割れたゴートヘッドのヘルメットをうなだれ、お父さんはぼそっとつぶやいた。

「ワシ……がんばってみる」

「ほら。これで一件落着」

「してないって、マコー。ギルドへの討とう伐ばつ申しん請せいしないと」

　確かにこれは、町役場ギルドに申請された立派なクエストだった。

「けど、ネデルカ。終しゆう了りよう確かく認にんの人、呼ぶの？　『この人』めっちゃ反省してるよ？」

　お父さんの身バレは、なんとしてでも避さけたい。

「じゃあ角でも折って届ける？　部位破は壊かいで納なつ得とくしてくれるクエストとは思えないけど」

「……かもね」

「これじゃあタダ働きだよー」

　あまり働いてない気もするが。

「こうしよう。ゴートヘッドさん、この紙に署名してもらえます？」

　ゴートヘッドのアコスタ父さんは今、高額インチキ商品の契けい約やく書類にもすぐサインしてしまう勢いで弱っていた。

「なにを書けばよいかの」

「もう二度と馬車の半径１メートル以内には近づきません、って」

　誓せい約やく書しよ、正確には接近禁止命令かな。

「公証役場に届けを出しとけば、さすがに『この人』もこんなことはもう繰くり返さないでしょ」

「それって討伐じゃなくない？」

「クエストは成功じゃないか？」

　頭上に「？」を浮かべたまま、ネデルカは腕うで組ぐみしている。

「まー、うん。いいのかな……としても？　けっきょく誰なのよ、このゴートヘッドは」

「だーから。激戦の末『謎なぞの通とおり魔まゴートヘッド』は、ネデルカ率いるチーム・ガリンペイロが痛い目にあわせて反省した。オレらはその報ほう酬しゆうをもらう。それでいいじゃないか」

「うーん……まぁ、そうだよね。報酬もらえるなら、それでいいか」

「そうそう。人ん家ちの事情に深入りすることは、しないしない」

「人ん家？」

「例え話だよ」

「マコウ殿どの。これで良いか？」

　ゴートヘッドのアコスタさんが小さくなって誓約書にサインしたので、この高額報酬クエストは無事終しゆう了りようとします。

「はい終了、しゅーりょー。これでみんな怨みっこなしね」

「じゃあさー、あたしが『クエスト・クリアー』って言っていい？」

「リーダーなんだから、許可取らなくていいよ」

　えへへー、とネデルカは満足そうな顔を浮かべると改めて声こわ高だかに宣言した。

「みんな、クエスト・クリアーだよ！」

「うひょう！　明日は新しいハンドガン買いに行くすけや！」

「キノコ最狂」

「ほら、マコーも喜びなさいって！」

　ネデルカが催さい促そくしてくるので仕方なく折れたハンマーを夜空に掲かかげていると、こっそり後ろからアリーヌちゃんが声をかけてきた。

「ありがとね、マコーさん」

「なにが？」

「お父さんのこと。みんなにバラさないでくれて」

「誰も得しないからねー」

　じーっと見つめられても困る。

「ヤバい。うちマコーさんのこと、ちょー好きかも」

「ホントに？　じゃあ、報酬もらったら飲みに行くね」

　好きかも、ですって。

　仕し事ごと柄がらの常じよう套とう句くとはいえ、いつ聞いてもシビレる言葉だ。




　え、爽そう快かい感かんがない？

　達成感？

　それは気持ちの問題だけで、報酬は同じです。







第三章







　ヨルゴスに来てから待ち合わせなどしたことがなかった。

　ましてや総額２００万クロナ――ひとり50万クロナという大金を手にしたばかりなのに、目覚ましかけて朝から出かけるなどあり得ない行動だ。

「あ、マコりん！　こっちですけや！」

　そう。

　今日の集合目的はネデルカが汗あせだくでハァハァ悶えているところを、みんなでニヤニヤ観かん賞しようすることなのだ。

　待ち合わせたギルドの前で、ピオナがぴょんぴょんしながら手を振っている。

　マリエラ姐さんは相変わらず、デカいパラソルキノコを持って棒のように立たち尽つくしているだけだが。

「町を出てすぐなんだろ？」

「すぐもなにも、あそこですっけ」

　町の門を出て道をまっすぐの所に、いかにも道場らしい建物が見えた。

　近づくにつれ。

　ＤＩＹ感に満ちあふれた門には木製の看板が掲げられ、ちゃんと墨すみで筆文字っぽく書いてあるのがわかる。




〈アトラキアのゴートヘッド流　悪あく魔ま的てき双そう剣けん導場〉




「ビミョーに誤字ってるな」

「どうしても『悪魔』って付けたいですてな」

「……マコウ、あれ」

「お、やってるやってる」

　狭せまい平屋というか、なにもないブチ抜きの空間だけが広がる道場。

　そこでマジメな顔をしたネデルカが、ゴートヘッドのアコスタさんと対たい峙じしていた。

　あれがあの「危ない」と言ってから必ず攻撃を食らっていたネデルカなのかと、目を疑うほどの動き。

　小こ柄がらな体を利点にガードの出来ない双剣で、なんとかアコスタさんの蛮刀をやや遅おくれ気味ながら受け流している。

「えぇいっ！」

「ほう！」

　キン、と蛮刀がネデルカの防具をかすめた。

　多少の攻撃はその高い防具性能で受け止め、今度は隙を見てネデルカから攻せめる。

　空振りどころか、アコスタさんがガードしていなければクリティカルも狙えるだろう。

「あれ、ホントにネデルカか？」

「ですて。あれからクエストにも出ず、熱心にああやって教えてもらってるですけや」

「ネデルカ……がんばる」

　いわゆる格ゲー目線で見ればネデルカはガチャプレイでないし、アコスタさんの一方的なハメ攻撃も受けていない。

　ツーサイドアップを乱して、熱心に汗を流すネデルカ。

　残念ながらハァハァ悶えてはいないが、これならクエストで楽させてもらえそうだ。

　ありがとう、ネデルカ。

　けど隠れた才能は、隠さず最初から全開でよかったのに。

「おやっ！　これはマコウ殿ではないでござるか！」

「えっ!?」

　こちらに気づかないほど集中していたらしい。

「では、本日はこれまでにて」

「ありがとうございました！」

　ふぅーっと呼吸を整えて汗を拭ふきながら、ネデルカは練習で傷ついた防具を外した。

　汗で体に貼はりついたアンダー・ウェアが、エロい。

　あぁ、ネデルカにリビドーを感じる日が来ようとは。

「もー、ピオナぁ。こっそりマコーたち連れて来るとか、ちょっと恥ずいじゃん」

「内ない緒しよだからいいんじゃないですけや」

「……かっこいい」

「やめてよマリエラ、マジで恥ずい」

　チラッとこちらに視線を送ってくるネデルカ。

「うんうん。いい感じになったなぁ、リーダー」

「マジで!?　やっぱマコーから見ても、そう思う!?」

「誰が見ても、アコスタさんとやり合えてたね」

「へっへー。あたしら前衛のアタッカー・ペアじゃない？　ペア。次のクエストでは、あたし絶対に役立ってみせるから。ペアとして」

「いいね！　オレの分もがんばって！」

「だからペアだって言ってるでしょ!?」

「だって戦うのヤだもん。むしろウェルカム」

　脚あしを踏ん張ばって嫌いやがるネデルカを、ムリヤリ道場に通わせて正解だった。

「マコウ殿、粗そ茶ちやでござりまするけれども」

　そそっ、と４人分のお茶がお盆ぼんで差し出される。

　いつからそんなインチキ武士口調になったのかすごく気になるが、競馬で身を崩して娘に罵ば声せいを浴びせられていた情けない姿はもうない。

「アコスタさんが双剣道場って、ナイスだよね。すっごく教えるの上手いんだから」

「あなや！　これもみな、マコウ殿のおかげでござろう！」

　きっと頭蓋骨ヘルメットの下では、気弱なヒツジ顔で照れていることだろうが。

「まぁそれはいいんだけど、誰だよ。アコスタさんにインチキ武士口調を教えたの」

　あ、ネデルカが目を逸らした。

「ところでマコウ殿らは、今度の緊きん急きゆう招集クエストはお受けになられるので？」

「なにそれ」

「娘から聞いたでござるが、キンシ平原のダンジョン歓かん楽らく街がいが大規模な討伐クエストをレンゾの町役場に所しよ望もうしているとか」

「へー」

「なにやら深刻な緊急招集クエストのようで、ござ候そうろう」

　深刻？

　ならパス。

「さてと、お茶ごちそうさま。そろそろ、オレら行きますわ」

「どちらへ？」

「ダンジョン歓楽街」

「では、クエストを受けられるので？」

「まさか。みんなで買い物ですよ、買い物」

　３人ともキョトンとしている。

「そうなの？　あたし聞いてないけど」

「ピオナも初耳ですけや」

「マコウ……まだ昼」

「姐さん、飲みに行くんじゃないから」

「珍めずらしいじゃない。なに買うのよ」

「それは行ってからのお楽しみだな」

　緊急招集クエスト？

　行かない、行かない。

　ちょっと３人には、お礼ぐらいしないとイケナイなと思っただけ。
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　昼過ぎのダンジョン歓楽街は、また別の顔をしていた。

　もちろん深層階には夜にならないと降りられないが、地下１階までは日中でも大丈夫。

　最近までほとんどスルーしていた階層だが、なかなかマニアックで楽しい場所だった。

「お待たせー」

　３人を待たせていた地上階の入り口にあるカフェ・テラスに、地下１階で注文しておいた大荷物を持ち帰った。

　もちろん待っている間の、フラペチーノっぽいドリンクはおごりだ。

「なにそれ、買いすぎじゃない？」

「みんなへのプレゼントでーす」

「へー」

「反応、薄うすいな」

　少し不安になりながら、銀色の重じゆう厚こうなアタッシュケースをピオナに渡わたした。

「なんですけや」

「開けてみ」

「そりゃどうも――うぉぉぉっ！　Ｐ２２６！　どうしたですけや、これピオナの欲ほしかった『ガンナーズ・ハイ』謹きん製せいワンオフのハンドガンですて！」

「前に飲んでた時、隣となりのテーブルに店長さんがいたんだよ」

「あの凶きよう悪あくなワーウルフ店長が!?　ていうか、マコりんは店長と知り合いですてか！」

　確かにポロシャツ姿とはいえ、店長は獰どう猛もうな雰ふん囲い気きを全身から醸かもし出していた。

　今にも誰か引ひき裂いてしまいそうだったが、キャバクラではフツーの陽気なオッサン。

　たまたまピオナの迷めい彩さいミニスカポリス姿の話をしていたら「あーその娘、知ってるわー」と気さくに話しかけてきたので、テーブルを合わせて飲んだだけだ。

「あの人、恐こわい人――いや、恐いワーウルフじゃないすけや？」

「それは偏へん見けんだな。クラフト・ギルドのリーダーもやってるぞ」

「そんなことより、このＰ２２６！　まさかピオナに!?」

「欲しかったんだろ？　小１時間眺めたまま動かないヤツがいるって店長が言ってたよ」

「むひょーっ！」

「頬ほおずりしてもいいけど、絶頂は迎むかえないように。で、こっちの細長い箱はマリエラに」

「……わたし？」

「開けてみ」

　フタを開けて中を覗いた姐さんは、カッと目を見開いたまま動かなくなった。

「ほら、出していいから」

　それは一見すると、折おり畳たたみ傘がさぐらいの棒。

「これ……なに」

「勢いよく振ってみて」

　イスから立ち上がったマリエラがゴスロリ衣装を揺ゆらして華か麗れいに振ると、棒はスパーンと３倍の長さに伸のびた。

「手元にボタンあるから、押おしてごらん」

　伸びた棒の先せん端たんが、ぼわんっと巨きよ大だいなキノコのカサに変形した。

　カッ、と目を見開いたまま動かなくなる姐さん。

「ステキ」

　まさにメカニカル・キノコ。

　どんな仕組みか知らないが、クラフト・ギルドの粋すいを集めたような逸いつ品ぴんだ。

　これならすぐに腐ってしまう生パラソルキノコを、毎回採りに行く必要はない。

「棒の中にカートリッジ式で物が詰つめられるから、色んな粉ふん塵じんがまき散らし放題。バネ式で先っちょから小玉の射出もできるらしいよ。店長がクラフト・ギルドにいるエルフに頼たのんで作ってもらったんだけど、まさにキノコ使い用の『武器』って感じがしない？」

　姐さんは両手で祈いのるようにキノコ使い棒を握にぎったまま、地面にへたり込んでしまった。

「ちょ、姐さん？」

「……ありがとう、マコウ……ありがとう、マコウ……ありがとう、マコウ……」

「いやそんな。もういいから座ってお願い、みんな見てるし」

　ネデルカの瞳ひとみがギラギラしてきたのは、気のせいだろうか。

「ねぇねぇ！　あたしには、あたしには!?」

「ネデルカのは、この巨大なトートバッグに入ってるヤツだ」

「ちょ、なにこれ！」

「防具だけど」

「服じゃん！　ていうか――」

　取り出したのは、真しん紅くのボンデージ女王様風の防具？

　衣装？

　自信がなくなってきた。

　しかしこれは、あのザミラさん行きつけのショップがオススメする逸品。

　首から胸きよう腰よう部ぶまで一体形成の超ちよう強きよう化か革がわ。

　脚きやく部ぶは編み上げのサイハイ・ブーツが、そのままガーターベルトに固定されている。

　テカりから小こ股またのキレ上がり具合まで、最高としか言いようがない。

「誰のシュミよ、このエロ衣装！」

「その超強化革。体に馴な染じめば馴染むだけ筋肉の伸しん縮しゆくを感知して増ぞう幅ふくする、セミ・バイオっぽい素材らしいよ。スピードが命の双剣にピッタリのスキルじゃない？」

「それはそうだけど……別の意味で体にピッタリしすぎでしょうが」

「だいたいネデルカの防具はゴツゴツで、いかにも防具しすぎなんだよ」

「だって、防具なんだから当たり前じゃない」

「ピオナは迷彩ミニスカポリスで、マリエラ姐さんなんて１００デニールのハイサイ黒タイツにガーターベルトのゴスロリだぞ？　ネデルカだって、もっとセクシー路線でいいじゃないか」

「路線ていうか……防具って、そういうもん？　素す直なおにこの素材で、カッチリしたやつ作ってくれた方が良かったんだけど」

「けどそれ、双剣には使えるスキルなんだろ？」

「まぁ、かなり」

「前から思ってたんだよ。ネデルカはもう、チーム・リーダーのさらに上を目指すべきステージにきてるんじゃあないかってね」

「どういうこと？」

「つまり、あれだ。双剣界のリーダーってやつだ」

「そ、双剣界……」

「いつも言ってたろ、リーダーにはそれ相当の防具が必要だって。だからそれを着て、新しい自分をプロデュースしてくれ。そしたら『月刊ヨルゴスの世界』から取材なんか来たりして」

「え、え、それってインタビューとか？　まさか……グラビアとか？」
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「そうそう『いま双剣リーダーにはボンデージ・セクシーがマスト』なんてタイトルで」

「……双剣界のリーダーか。そうだよね！　そろそろ、もっと上を目指すべきだよね！」

「そうかもねー」

　気に入ってくれたようで良かった。

「じゃあ今度の緊急招集クエストは、絶対に受けなきゃだね」

「なにそれ」

　誰かも言っていた気がしないでもない。

「アコスタさんも言ってたでしょ」

「そうだっけ？」

「もう……ホント、人の話聞いてないよね。いい？　いつものクエストは、対象の討とう伐ばつや捕ほ獲かくとか採取じゃない？　けど緊急招集クエストは問題解決型のクエストで」

「えー、めんどくさい」

「ちょ、最後まで聞きなさいって」

「オレはいいかな。それよりみんなで、地下２階の美味うまい海かい鮮せん料理を食って帰らない？」

「行く」

　勢いよく一番に立ち上がったのは、意外にもマリエラだった。

「お、食いつきいいね」

「キノコと魚、合う」

　あー、確かに。

　鍋なべとかだと、だいたいキノコ入ってるよね。

「ピオナはどうだ？」

「おごりですけや？」

「金ならあるんだ」

「じゃあ行くですて。リーダーは？」

「あたし？　もちろんリーダーだから行くけど、緊急招集クエストの話は？」

「いよーし。じゃあ予約してあるから、時間までその辺のショップをブラブラしてるか」

「ねぇ、緊急招集――」

　他のふたりも興味ないらしい。

　さっさと席を立って、空になったドリンクを捨てている。

「マコりんはその店、よく行くですけや？」

「大将がさぁ、前は海岸エリアで漁師さんしてたケットシーなんだ。ちょっと博打ばくちグセがアレだけど、料理にはハズレなし。特に鍋がウマいのよ。姐ねえさんは魚、ＯＫ？」

「ＯＫ」

「アノ店、見知らぬ大たい剣けん使いさんから教えてもらったんだけどさー」

「みんな、ちょっと待ってったら！」

「なんだよ」

「おっかしいな、入りきらないよ……」

　文句でもあるのかとネデルカを振ふり返ったが、ただ真紅のボンデージ防具がバッグに入りきらなくて慌あわてているだけだった。

　入ってたはずの物がなぜか元に戻もどせなくなること、よくあります。

「先に行ってるぞー」

「……行ってる」

「行ってるですけー」

「あとちょっとだから待ってよ！　てか緊急招集の話は!?」

　緊急招集クエスト？

　行かない、行かない。




「あれ？　マコーさんじゃなーい？」




　まさかこの声は！

「アリーヌちゃん!?」

　まだ日も暮れてないうちから相変わらず胸むな元もとのバックリ開いたミニスカ・メイド服に出会えるとは、グッドラックのサインに違ちがいない。

「あ、皆みなさんも。この前はご迷惑をおかけしました」

　ぺこりと頭まで下げてくれているのに、３人とも「チーッス」は失礼だろう。

「珍しいね、こんな時間から起きてんの」

「なんかさー、署名？　人集め？　しなきゃなんなくなってさー」

「客引き？」

「違う違う。緊急招集クエストのやつ」

　本日その単語、何度目だろうか。

　イヤな予感がする。

「まさか、アリーヌちゃんがクエストに出るの？」

「うちはムリだよー。色んなパーティーの人に、お願いしてるだけ」

　緊急というだけあって、複数のパーティーで挑いどまなければならないらしい。

「ちなみにその緊急なクエスト。非常によく耳にするんだけど、なんなの？」

「よく知らないけど、風営局の指導でダンジョン歓楽街が閉へい鎖さされるかもなんだって」

「なひゃ！」

　変な声が出た。

　ヨルゴス風俗営業許可局――通つう称しよう、風営局。

　それはヨルゴスでの接待飲食業や娯ご楽らく遊技場などを取り仕切る、絶対的な権力。

　らしいというのは知っていたが、今日まで気にしたことはなかった。

「閉鎖!?　なにそれどういうことよ、許されざるでしょ！　みんな知ってた!?」

　ヨルゴス唯ゆい一いつの楽しみ、ここに生きる理由。

　とでも言うべきダンジョン歓楽街が閉鎖されるかもしれないというのに、なぜか３人からヤレヤレな顔をされる始末。

「なんだよ！　知らなかったのオレだけかよ！」

「マコーが人の話を聞かなかったんでしょうよ」

「みんな危機感が足りないぞ！」

「別に危機感ないし」

「なにを――いや、ちょっと待て。クエストとダンジョン歓楽街って関係なくない？」

「それが関係あるらしいの。今までいなかったはずの昆こん虫ちゆう系モンスターが庭や畑を荒あらして困ってるって、近きん隣りん住民からの苦情が風営局に殺さつ到とうしてんだって」

「そんなの、ダンジョン歓楽街は関係ないだろ！　因いん縁ねんつけんな！」

「あたしが因縁つけてるみたいに言わないでよ。風営局の発表なんだから」

「討伐対象は風営局だな！」

「人の話、聞いてた？」

「じゃあ、アレか！　その昆虫系モンスターを駆く除じよすればいいんだな！」

「そこがあたしも変だと思うの。昆虫系モンスターって、どうせポムパヨーンとかでしょ？　そんなの緊急招集にしなくても、普ふ通つうのクエストで張り出せばよくない？」

「陰いん謀ぼうか！　やはり敵は風営局か！」

　脳の芯しんまでヒートアップしている隣で、ぽそりとアリーヌちゃんが溜ため息いきをつく。

「あーあぁ……うちダンジョン閉鎖されてアトラキア山脈に戻るの、ヤだなぁ……」

　ならぬ。

　それは、ならぬ。

　半乳や生足を見放題のステキな世界が今、失われようとしている。

　許すまじきロスト・ワールド・クライシス。

「なんか知らんけど、そのクエストは受けるしかないな！」

「えっ!?　マコーさんたちも参加してくれるの!?」

「当然、待ったなしだね」

　燃えるような闘とう魂こんに対して、３人は露ろ骨こつにヤレヤレな顔をした。

「なんでみんな冷めてんの？」

「マコーって、このクエストに興味なかったんじゃないのー」

「……海鮮」

「もらった銃じゆうの試ためし撃ちにはちょうどいいですけかのう」

「そんなんじゃなくて、これは世界を救う戦いなんだぞ！　さぁネデルカ、気合い入れるためにいつものアレを！」

「なによ」

「号令だよ、ゴーレー。リーダーなんだから気合い入れて、ほら！」

　へいへい、とネデルカに肩かたをすくめられる始末。

「じゃあ……チーム【ガリンペイロ】緊急招集クエストに……出発？　マコーが？」

「ＯＫ！　ちょっとオレ武器買ってくるわ！」

　モンスター？

　狩かるよ、狩る狩る、狩り尽くしてやる。

　夜の世界を救うため、オレが立ち上がるしかないじゃない！
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　夜のダンジョン歓楽街入り口の裏に広がる雑木林。

　本当ならば今ごろ楽しくアリーヌちゃんたちと飲んでいる時間に、なにが悲しくて虫の駆除をしているのやら。

「ほらマコー。出発前の意気込みはどうしたの」

「そういうネデルカは、出発前と違って意い気き揚よう々ようだな」

「この防具って見た目はアレだけど、すっごくいい感じだよ。体が倍の速さで動くの」

　なんだかんだ言いながらも真紅のボンデージ防具を着て、雑木林の中を飛び回る小包みぐらいのカブトムシっぽいモンスターを華麗に双剣で切きり裂さいている。

「気に入ってくれて良かったよ」

「マコーの新しい武器も、イケてるね」

　意気込んで買いに行った武器屋でススメられたのは、刺とげ々とげしいメイス。

　ハンマーと似たようなもんですよ、と言われてつい購こう入にゆうした。

　だったらお客さんにはこれもオススメ、と言われて可変楯たてもセットで買ってしまった。

　パァーン、と遠くで響ひびく銃じゆう声せい。

「マコりーん。そっちに撃うち損そこねが行ったですてー」

　飛んで来た緑の空飛ぶカブトムシ――ポムパヨーンは火山の炭鉱夫クエストで見たことがあったが、畳たたみ４枚ぐらいの大きさだった気がする。

　それに比べて今日のは、ずいぶん小さい。

「あいよー」

　突とつ進しんしてきた角を楯でガードして、止まったらメイスで叩たたく。

　気をつけることは、臭くつさい液をかけられないようにするだけ。

「あ、ネデルカ。そっちにも行ったぞ」

「おっけー」

　シャシャッ、と双剣の舞まいで空中分解させる。

「マリエラ姐さん、キノコ足りてる？」

「問題ない」

　姐さんが焚いている煙は、ムッシモールという殺虫成分を含んだキノコらしい。

　夏の匂においがするだけで人間には無害だが、ポムパヨーンには蚊取り線香ぐらい有効だ。

　もう姐さんだけで、いいんじゃなかろうか。

「なんだこの簡単なクエストは。どのあたりが緊急招集なわけ？」

「ポムパヨーンも成虫じゃなかったし。よくわかんないけど、マコーがせっかく買った武器もムダに終わるかもねー」

「結局、なんでコイツらはダンジョンに寄ってくるわけよ」

「ポムパヨーンって音に集まってくるらしいね。夜のダンジョン歓楽街は賑やかだから」

　楯でガード、メイスで叩く。

　シャシャッ、とネデルカが双剣の舞い。

「それってダンジョンの騒音問題じゃないのか？　だったらこれ退治しても解決しないじゃん。だいたい、小包みサイズのカブトムシが畑を荒らすってどうよ。このクエストは風営法ならびに迷めい惑わく防止条例にこじつけた、ただのクレームじゃないのか？」

「それねー」

　ネデルカはボンデージ乱らん舞ぶが楽しすぎるのか、話半分で聞いてない。

「なんか、肩すかしだなぁ」

「あわわわわわっ！」

　向こうの茂しげみからパンチラＯＫの大おお股またで飛び出だしてきたピオナが、気の抜けたパーティーの空気を一掃した。

「なに、臭くつさい液でもかけられた？」

「出た、出たですて！」

「大きいヤツ？」

「違う違う！　あれ、あいつ！」

　茂みの向こうで、身長２メートルぐらいの熊っぽい奴やつがシャーッと腕うでを上げて威嚇していた。

　いや、正しくは熊とアルマジロのミックスだろうか。

　体は毛ではなく、硬そうなウロコに覆われていた。

「あいつ、銃じゆう弾だんが通らないですっけ！」

「マジか！」

　追うように茂みから飛び出してきた熊マジロのかぎ爪が、ピオナの背中に迫せまる。

「ひゃうッ！」

　地面に滑り込んで振り向きざまに放った銃弾が、熊マジロの肩付近に当たった。

　が、角度を変えて弾はじかれていった。

　少し動きが止まった隙すきに、ネデルカが飛びかかる。

「下がってピオナ！」

　しかし硬かたそうなウロコに覆われた腕に阻まれて、ネデルカの双剣も刃はが立たない。

　今度は硬こう直ちよくしたネデルカに向けて、かぎ爪の横振りが走る。

「ネデルカ！」

　不思議なもので、考えるよりも先に楯で熊マジロに体当たりしていた。

　想像以上に、デカい。

　硬い。

　しかし、少しだけ間合いが取れた。

「さんきゅーマコー」

「なんだよ、こいつ！」

「クワンムニー……なるほど、そういうことだったんだ」

「説明プリーズ！」

「こいつは基本的に雑食だけど、繁殖期の主なタンパク源はポムパヨーン」

「じゃあ畑や庭を荒らしてたのは――痛たたたっ！」

　パパパパッとライフルの連射音が響いたが、弾はじけ飛んだのは付近の地面。

「ちょ、ピオナ痛いって！」

「どうしますけや！　ハァハァ――ぜんぜん弾たまが……んはぁ……通らないですて！」

「落ち着け！　あと、至近距きよ離りで連射はヤメて！」

　銃弾が効く効かないの前に当たっていない。

　不意に、ネデルカが周囲を見み渡わたした。

「マリエラ！　いたら返事して！」

　珍しく指示を飛ばすと、草むらの陰かげから姐さんの頭だけがのぞいた。

「……なに」

「ここは危ないから離れて、ともかくクワンムニーのいない場所でポムパヨーンの駆除を続けてちょうだい」

　この期ごに及んで虫退治？

「いやネデルカ。今はまず、この熊マジロをどうするかじゃないか？」

「他のクワンムニーが寄ってこないよう、エサは根絶やしにしておくべきでしょ」

「なるほど、今日はひと味違うな」

　これもボンデージ防具のおかげだろうか。

「まぁ、あたしも――ってあれ？　あいつ、どこに消えたの」

「後ろだ！」

　いつの間にか視界から消えていた熊マジロが、振り返るネデルカに爪を振り下ろす。

　間に合わない。

　その瞬しゆん間かん、太い銃声が吹き飛ばした。

「えっ!?」

　熊マジロは身をよじって、明らかな苦悶に動きを止める。

「ピオナか！」

「なんですけや？」

　隣にいるじゃないか。

「マコウくーん、なーにやってんのー」

　ショットガンを構えたポロシャツ姿のワーウルフが、銃じゆう口こうから硝しよう煙えんを燻くゆらせていた。

「あ、店長」

　ジャコッと次の弾だん丸がんを装そう填てんしたかと思うと、動き始めた熊マジロの頭にもう１発叩き込む。

　さすがワーウルフ、のほほん口調だが情け容赦ない。

「こいつさー、ヘソのあたりはウロコないからー。まずそこ撃って、あとは頭ねー」

「助かりました。けど、なにしてるんですか？」

「駆り出されちゃったんだよー。はいこれ、持って来たから使ってー」

　店長はピオナに、なにやら袋を投げ渡した。

「え、え、ピオナにですけ？」

「それ強装弾ねー。マコウくんに渡したＰ２２６で撃てるよー」

「うひょう！」

　興奮したピオナが袋から取り出したのは銃の弾だん倉そうみたいだが、違いはよくわからない。

「ヘソに１発ぅー、頭に１発ぅー。ＯＫ？」

　確かに２発ぐらいなら、ピオナもハァハァしなくて済むかもしれない。

　店長、そこまでお見通しだとしたら凄すぎる。

「了りよう解かいですて！」

　いきなり店長がショットガンをぶっ放すと、ピオナの後ろで熊マジロがよろめいた。

「ほらぁー、頭ぁー」

「はい！」

　店長とピオナはいい感じのコンビネーションだが、あっという間に周囲を熊マジロに取り囲まれてしまった。

「マコー……これヤバいよね」

「どうだろう。なんだかんだ言ってこのふたりは、銃を持たせりゃなんとかだし」

　店長がぶっ放し、ピオナがヘッドショット。

「ほーら迷彩ポリスちゃん、そっちー」

「任せるですて！」

　ドカンと撃ったら、パァーンと響く。

「ほらね」

「大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」

「マコウくーん、ここは迷彩ポリスちゃんと殺やるからさー。彼女とダンジョンの西側に回ってくれるー？　手ぇ足りないんだってー」

「あ、わかりました」

　そしてまた店長がぶっ放し、ピオナがヘッドショットの繰くり返かえしが始まった。

「大丈夫そうだから、オレらは行くか」

「う……うん」

　ネデルカが隣で顔を赤くしている。

「どしたの、ケガ？」

「いや、なんか……そう見えるのかなーと思って」

「なにが」

「あたしがマコーの彼女？　みたいな？」

「三人称の彼女じゃないか？」

「……かもね」

　ネデルカ、意識しすぎ。

　ていうか今はまず、この緊急招集クエストを終わらせることでしょ。

　けどカノジョかー。

　欲しいかもなー。

　でも、めんどくさいんだろうなー。
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　ワーウルフ店長に頼まれて目指した、ダンジョン西側の手前で。

　突とつ然ぜん、夜空に稲いな妻ずまが走った。

「雷？」

　思わず天を仰いだが、雲ひとつない星空が広がるだけ。

「光ったのって、西側の方じゃない？」

「……ヤだなぁ」

　嫌いやな予感は的中、続けざまの咆ほう吼こうで空気が揺れた。

「ちょ、なに今の……」

「ヤな感じがするなぁ……」

　恐る恐る西側の崖を曲がると。

　夜空をバチバチと火花を散らしながら、見慣れない生き物が旋回していた。

　その下では、ゴートヘッドのアコスタさんが２本の蛮刀を構えている。

「マコー、あれアコスタさんだよ？　今日は夜も道場を開けるって言ってたのに」

「いやいや。問題は空に舞ってる眩まぶしいヤツでしょ」

　光に目が慣れてくると、嫌な予感が倍増する。

　なんだあの巨大怪鳥は。

「ハッ！　あれはまさか、スパチョークパコーン！」

「ごめん、なんだって？」

「スパチョークパコーン！　猛もう禽きん類るいモンスターの頂点よ！」

「猛禽類、ってことは鳥？」

「違う違う、放電するワイバーンのこと！」

「ワイバーンって鳥じゃないだろう！」

「え、異世界モンスター分類図鑑にはそう書いてあったけど」

「だいたいなんだよ、そのスパチョなんとかって呼び方は」

「この界隈で誰だれも討伐できないから付いた、二つ名だって」

「……二つ名って、そういう語感じゃなくない？」

　名前も分類もめんどくさいが、それどころではない。

　爬は虫ちゆう類るいっぽい緑の体たい躯くから伸びる首には、まんまドラゴンの頭がついている。太い脚あしの先には、鷲わし掴づかみだけで瞬しゆん殺さつされそうな鋭するどい剛爪。翼つばさを広げて夜空を旋回する姿は、背中に人が乗っても大丈夫なほどデカい。

　それがバチバチと閃せん光こうを纏まとって地上の獲物――アコスタさんを狙ねらっているのだ。

「しかもあいつは電荷を持つ粒子なら何でも角から吸収して獲物に放電攻こう撃げきしてくる、めんどくさいヤツなんだから」

「なにその無敵っぽいやつ……」

「実際、ドラゴンを除けば空の王者だしね」

「ドラゴンには負けるのに王者なのか」

「大きさが違うでしょ。ワイバーンはひとり乗り、ドラゴンは３人まで可」

　可、じゃないよ。

　そもそも大きさの尺度って、最大乗車人数でいいのか？

「ていうか、なんでウロコ熊の次はあれなワケ？」

「あいつの主食は、そのクワンムニーだからよ」

「つまりカブトムシはダンジョンの音に寄ってきて、それを喰いにウロコ熊が来て、そのウロコ熊を喰いにワイバーンが来たってわけか」

「スパチョークパコーンね」

「それ、気に入ってんの？」

「食物連れん鎖さの頂点が大暴れなら、緊きん急きゆう招集クエストになるのも理解できるわ」

「くそう。風営局のヤツら、討伐対象がワイバーンだって知ってたな」

「レンゾって辺境の町だし、受けてくれるパーティーがないと思ったんじゃない？」

　近隣住民の方々も、次からはもっと正確な情報提供をお願いします。

「これはマコウ殿どのとネデルカ姫！」

　……いま、なんと？

「おいおい、ネデルカ。アコスタさんに『姫』とか呼ばせてんの？」

「違うの、違うの！　あたしのこと『ネデルカ殿』とか言うの恥はずかしかったから――」

「姫にしたのか」

「違うの、聞いて！　それも勝手にアコスタさんが呼んでるだけで――」

「いいよ。わかったから、ネデルカ姫」

「もー、やめてよ！　恥ずい！」

　恥ずかしい気持ちがあって良かった。

「あの、オレらワーウルフ店長に言われて来たんだけど」

「ぬぅん！」

「危ねっ！」

　ビガーッと上空のワイバーンから放たれた、サンダー・ブレス。

　アコスタさんが紙一重でかわすと、すぐ横の地面が煙を上げて火花を散らした。

「大丈夫でござるか？　ワシが未熟なばかりに手こずってしまい候そうろう」

「なんかお手伝い……できるかなぁ……」

「否、否！　マコウ殿を助けるよう、娘むすめに言われておりますが故ゆえ！」

　どうやら、アリーヌちゃんが口添えしてくれたらしい。

　ヒツジの頭ず蓋がい骨こつヘルメットに腰こし布ぬの１枚の毛むくじゃらガチムチな、アコスタさん。

　ＶＳ

　上空を旋回しながら放電しまくる空の準王者、ワイバーン。

　なにこの怪かい獣じゆう対決。

　お手伝いすることなんて、あるわけがない。

「危のうござる！」

「ぐお！」

「きゃっ！」

　再び飛来したサンダー・ブレスは、突き飛ばされて当たらずに済んだ。

　距離をおいたアコスタさんは、ジャキッと２本の蛮刀を構えて声こわ高だかに叫さけぶ。

「当たらぬ！　そのような飛び道具、このアトラキア山脈の悪あく魔まゴートヘッドには――」

　言い終わる前にワイバーンが垂直降下。

　地面すれすれで向きを変え、砂煙を上げながら大口開けてアコスタさんにまっしぐら。

「ほぅあっ！」

　蛮刀をクロスさせて噛みつきを弾いたものの、土つち煙けむりを上げて５メートルほど後退。

　しかし勢いを失ったワイバーンも、地面に着地せざるを得なかった。

　そこへアコスタさんが、勇敢にも距離を詰める。

「しゃぁぁおう！」

　奇声と共に振るった蛮刀を、ワイバーンは体格以上に俊敏な回転でかわす。

　と同時に、翼の先についた鉤かぎ爪づめでカウンターの右フックを出してきた。

　格闘家かよ。

　ワイバーン、地上でも無敵すぎるだろう。

　それを相手に、アコスタさんは一歩も退ひかない。

　なんと鉤爪フックを蛮刀で受け流すと、体を捻りながら地面を蹴ってジャンプ。

　勢い、蛮刀をワイバーンの頭に振り下ろした。

「散れい、地に落ちた怪鳥よ！」

　バキッと鈍にぶい音がして、蛮刀がワイバーンの頭に生えた角を１本砕いた。

　瞬間、不敵な笑えみのように歪んだ牙きばの列が火花を散らす。

「クッ――」

　真正面で放たれたサンダー・ブレスの直撃を受けて、アコスタさんは吹っ飛んだ。

「アコスタさん！」

　駆かけ寄ると、アコスタさんが体のあちこちから帯電した火花を散らしていた。

　この感じは、まずい。

「お役に立てず……かたじけ、ない……このアトラキア山脈の悪魔……」

「そんなの、いいから！　ネデルカ、アコスタさんのそっち持って！」

「どうしよう！　半獣人もやられたらリスポーンできるのかな！」

　リスポーンはできるかもしれない。

　だが町役場に税金を払はらっていなければ、間ま違ちがいなくピッカーには拾われないだろう。

　しかも町役場はあくまで人間の施設であり、半獣人窓口はない。

「……税金？」

　その単語を思い浮うかべて、言いようのない不安が走る。

「なに止まってんの！　あいつ、こっち来るよ！」

「とりあえずアコスタさんを、マリエラ姐さんとこに連れて行こう」

「あ、あいつは？」

「あんなのオレらにはムリ。みんなをかき集めても勝てないね」

　ワイバーンを振り返った時、すでにその姿はなかった。

「上、上ッ！」

　上空を旋回しながら帯電し、牙の列に火花が散っているのが見える。

　反射的に楯で地面に壁かべを作ると、内蔵されていた杭がそれを補強するように地面へ突つき刺ささった。

　勢い内側に重なっていたプレートも広がり、楯の面積が倍になる。

　武器屋のオススメというだけあって、防御専門のタンクとしても十分役に立ちそうだ。

　いや待てよ。

　この可変楯、絶縁か？

　ていうか、ワイバーンのサンダー・ブレスって電気なの？

「ぬあぁぁッ！」

「きゃあぁぁっ！」

　ありがとう武器屋さん。

　あなたのおかげで激しいサンダー・ブレスは弾けました。

　しかし防戦一方では、ダメージを与あたえられない。

　可変楯から夜空を見あげると、すでにワイバーンの姿はなかった。

「む、もういない」

「マコー、来た来たッ！」

　上空旋回からの急降下。

　地面すれすれで向きを変えて噛みつきに来るかと思いきや、ワイバーンは直前で体を起こして脚の鋭い剛爪を突き出してきた。

「なッ――」

　構えた可変楯を鷲掴みにされた瞬間、体が楯ごと地面から引っこ抜かれた。

「マコーッ！」

　急激な上向きの加速。

　握にぎった楯を手て放ばなさないのがやっとだが、このまま連れ去られる訳にはいかない。

　かといって楯を捨てて地面に降りれば、次はない。

「くっそッ！」

　楯を掴むワイバーンの剛爪をメイスでブン殴る。

　わずかな悲鳴と共に巨体は傾いたが、放そうとはしない。

「放せやコラッ！」

　ガスガス叩き続けて、ようやく楯を放したワイバーン。

　と思ったら、そこは空中。

「高っ！」

　着地と同時に、地面を転がった。

　あれ以上の高さに連れて行かれていたら、無傷では済まなかっただろう。

「大丈夫!?」

「痛い……ペラ防具の限界かも……」

「だからちゃんとした防具を買えって言ったでしょ！」

　確かに、クエストの死亡原因が転落死では笑えない。

　その間もワイバーンは帯電しながら上空を旋回し、悠然と獲物を狙っている。

　角が１本折れたぐらいでは、蓄電能力に影響なし。

　位置取りも完全にヤツの方が有利。

「あいつから逃にげるの、ムリっぽいな」

　ふたりだけなら、逃げ切れるかもしれない。

　だが、残されたアコスタさんに希望はない。

「だね」

　ネデルカは今まで見たことがないほど、凛り々りしく双そう剣けんを抜ばつ刀とうしている。

　ここはもう覚かく悟ごを決めるしかないのだが、大きな問題がひとつある。

「ネデルカ、聞きたいことがあるんだけど」

「なに？」

「税金、払った？」

　ふふっ、とネデルカは笑う。

「大丈夫よ。あたしたち３人、来る前にみんな今月分を払ってきたから」

「そうか」

「けどアコスタさんはやられたら戻もどって来れないかもだから、絶対なんとかしなきゃね」

「そうか」

「そうかって、聞いてる？」

「そうか……もう月末、過ぎてたのか……」

「え……え、えっ！　まさか――」




「払い忘れてた」




「ええぇぇぇっ！」

　やられたらヨルゴスに戻れない。

　リスポーンしても世界線を越こえ、どこかに存在が消えてしまう。

　この異世界で迎むかえる本当の死。

　消しよう滅めつ。

　だが急に冷静になっていくこの感覚は、諦めではない。

　今まで味わったことのない、なんとも不思議なものだ。

　起こってしまったことに対して、どう対処するか。

　問題解決型？

　そういうヤツっぽい気がする。

「テクニカルなヒューマン・スキルでコンセプチュアルなＱＣストーリーになるみたいなやつだな」

「なに寝ねボケたこと言ってのよ！」

「あ、危ない！」

「きゃあッ！」

　上空からのサンダー・ブレスを、なんとか変形大楯で防ぐのが精せい一いつ杯ぱい。

　それが止やんで顔を出すと、すでに滑空からの噛みつきが迫ってくるのでまたガード。

「ぐッ――楯から離はなれるなよ！」

「もうやだ！　あたしが勝負してやる！」

「なに言ってんだ、ネデルカの双剣じゃヤツに届かない――」

「あたしはリーダーなんだから！　マコーを守るのはあたしの義務なんだから！」

「おい待てッ！」

　楯から飛び出したネデルカが攻撃しようにも、ワイバーンはすでに上空を旋回している。

「降りて来なさいよヒキョー者！　あたしが討とう伐ばつしてやるから！」

　応じるように、星空から降り注ぐサンダー・ブレス。

　辛かろうじてかわしたが、体勢の崩くずれたところへ垂直降下攻撃。

「戻れネデルカ！」

　ボンデージ防具で引き出された俊敏性がなければ、今ごろネデルカは境界裂孔ハイエイタスで目を覚ましていただろう。

　このままではジリジリと体力を削られて、そのうちガードや回かい避ひのタイミングを間違って攻撃を食くらうのがオチ。

　そこにのしかかる、税金を払い忘れていたという最大のミス。

　やられたらヨルゴスから消失するこの勝負は、どう考えても逃げるが勝ちなのだが。

「けどなぁ……」

　もやもやした感情が冷静と情熱のあいだを行き来していると、飛び交うサンダー・ブレスをなんとか避さけたネデルカが大楯に逃げ込んできた。

「くっそーッ！　なんにもできない！」

　駆け戻ったネデルカの息は、完全に上がっている。

　要求される運動量が、防具のスキルを超こえてきたのだろう。

「でもなぁ……」

「ワケわかんないこと言ってないで、はやくマコーは逃げなよ！」

「それはダメだろう」

「あたしはピッカーに拾ってもらえるけど、マコーはそのまま消えちゃうんだよ!?」

「アコスタさんはどうすんだ」

「あたしがひとりでなんとか――」

「動けないアコスタさんを、楯なしでは守れない」

　今のところはワイバーンとの防衛ラインをなんとか死守できているが、楯が逃げたら必ず残されたどちらか――いや、両方やられてしまうだろう。

「じゃあマコーの楯を貸してよ！　あたしがアイツの注意を引いてるから、その隙にアコスタさんを担いで逃げればいいじゃん！」

「アイツは硬い楯を持つエサと、２匹が連なってヨロヨロ背を向けて逃げるエサと、どっちを攻撃するかな」

「それは……」

　どちらがアコスタさんを連れて逃げても同じことだ。

「上空から狙われてる時点で、二手に分かれたらダメなんだよ」

「でも――あたしたちふたりじゃ、あんなのに勝てないって！」

「理り屈くつじゃあないんです」

　誰の言葉だったか忘れたが、人間は急になにを思い出すやら不思議なものだ。

「なによそれ……あたしの言うこと聞いてよ……マコーが、いなくなるのヤだよぉ……」

「おいおい、まだ死んでないだろ。まぁ転生する時に１回死んでるけど――いや、あれは臨死らしいから正確には死んだことないか」

「もうっ！　マジメに考えて！」

「死ぬ時ぐらい肩かたの力を抜かせてくれよ」

「うぇぇぇ……ヤなこと言わないでよぉ……マコー……消えちゃ、ヤだよぉぉぉ」

「泣くなって。ちょっと言ってみたかっただけだから」

「へぐっ……こんなことなら……えぐっ……あたしも楯、買っとけば良かった……」

　問答無用のサンダー・ブレスが飛んで来た。

「後ろに隠かくれろ！」

　これをガードして見あげると、ヤツが急降下中。

　ふと考える。

　サンダー・ブレスの連打はしないのか？

「マコー、正面ッ！」

「見てるって――プーッシュ！」

　大楯に全身の体重をかけてヤツの噛みつきにジャスト・ガードをかますと、ワイバーンは失速せざるを得ない。

　そこですかさずメイスを振ふりかざしてみたが、大楯が邪じや魔まで当てられない。

　楯は攻撃を当てられないし、双剣は防御できない。

　そしてまた上空に距離を取られ、ビガビガと光りながら旋回される。

「あいつ、サンダー・ブレスの連打ってしないな」

「そりゃあ、放電したら角で帯電しないと」

　ピンときた。

「それ、いいじゃん」

「は？」

　試してみる価値はある。

「ネデルカ、オレの合図で飛んでくれるか？」

「え、飛ぶ？　なにそれ意味わかんない」

「合図したら、オレを踏ふみ台に大おお楯たてを越えて前へ飛ぶんだ」

「え、え、飛んだらどうす――」

　案の定、上空からのサンダー・ブレス。

　これをガードすると、垂直降下が始まった。

　やはりサンダー・ブレスは連発してこない。

　所詮は獣ケダモノ、獲物を狙うパターンがあるようだ。

「オレがあいつの体当たりを全力で弾くから、飛んでくれ！」

「わ、わかった！」

「来たぞ！」

　垂直降下からの地面すれすれで向きを変え、真っ正面から――

「やべっ！」

　――直前で体を反らせて２本の脚を突き出してきた。

「え、えっ!?　飛ぶの!?」

「ちが――ッうあぁぁ！」

　上空からは噛みつきだけではない。

　２択なのだ。

　また楯を鷲掴みにされ、空中へ引きずられていく。

　楯を放してなるものか。

「くそくそ、くそッ！」

　メイスでガスガス剛爪を殴なぐりつけ、なんとか地上に転げながら着地した。

　それにしても硬い爪だ。

「ちょっと、あたしどうすればいいの!?」

「うーん……２択、か」

「もう！　意味わかんない！」

「ネデルカ、オレのこと信じてる？」

「ハァ!?　信じてるに決まってるでしょ！」

「オレもネデルカのこと、信じてる」

「なにそれ、この状じよう況きようで告ってんの？」

「やや違ちがう」

「なんで違うの！」

「来るぞ！」

　また上空からのサンダー・ブレス。

「これをガード！　からの――」

　やはり垂直降下。

　あとは噛みつきか、鷲掴みの２択だ。

「飛ぶの!?」

「まだ」

　見切ってやる。

　鷲掴みの予備動作は大きい。

　慌てなければ大丈夫、な気がする。

　なぁに、どこぞのアクションゲーと同じだろう。

　たぶん。

　それに掴まれたら、また爪をガスガス殴ってやればいい。

　いくら硬かたくても楯を放すぐらいだ、ワイバーンとて痛いに決まっている。

　だろう。

　きっと。

「――どっちだコノヤロウ」

　地面すれすれで向きを変えて砂煙を上げる。

　ここまでは同じ。

　あとは直前で体を反らせなければ――

「噛みつきだ！　プーッシュ！」

　楯たて越ごしとはいえ、巨体の体当たりには全身がビリビリと痺れる。

「今だ、飛べッ！」

　勢いよく背中を踏んだネデルカが、大楯を越えて飛び出す。

　目の前には失速したワイバーンの頭。

　今のネデルカにはそれで十分だと、信じている。

「このやろぉぉぉッ！」

　体を捻って振り切きった双剣が、残りの角を連撃した。

　ばきっ、と鈍い音。

　唸りをあげて後ずさったワイバーンは、角なしで迫力が半減した顔を左右に振り乱みだしていた。

「やったよマコォォォッ！」

「すぐ戻れ！　早く早く！」

「きゃーっ！　どうしよマコーッ！」

「ネデルカさん!?」

　そのボンデージ衣装で抱だきつかれると、アッ――色々なところが当たって。

「あたしがあたしが！　見た見た!?　やってやったよーッ！」

「ちょ、離れてちょうだい！」

　耳元で大興奮のネデルカからは、なんか色々混ざったいい匂においがする。

　あと、むにゅむにゅ擦れてダメ絶対！

「これでもう、あいつはサンダー攻撃できないね！」

「なんで？」

「忘れたの！　あいつは荷電した粒子を角で集めてるって言ったでしょ！」

「するとヤツはもう、あのサンダー・ブレスを吐はけないのか」

　大楯越しに覗のぞくと、ワイバーンは今まで以上に大放電しながら大咆吼を上げていた。

「……めちゃめちゃ元気だけど」

「え？　あれ、おかしいな……あっ！　体に残った最後のサンダー・ブレスかも！」

「なんだよそれぇー」

「大丈夫だって！　どうせ次が最後なんだから、この双剣界のリーダーに任せなさい！」

「わかったから離れてちょうだい、もう限界」

　ようやく興奮が冷めたらしく、ネデルカは顔を真っ赤にして抱きついた腕うでを離した。

「ゴ、ゴメン……」

「オレの方こそ、あたってなかった？」

「なにが？」

「いやいやいや！　また来るぞ！」

「りょーかい！」

　きた、最後のサンダー・ブレス。

　気を引き締しめ直して確実にジャスト・ガードしたが、ずいぶんと弱々しい。

　ヤツとて無尽蔵な体力ではないのだろう。

　念のために見あげると、ワイバーンは馬鹿のひとつ覚えで垂直降下。

　来い、２択。

　砂煙を巻き上げながらの水平滑空に、上体を起こす気配はない。

「噛みつきだ、いくぞネデルカ！　全力でぇ――プッシュだコノヤロウ！」

　体当たりのジャストガードは手応えあり。

　終わりだな、獣め。

「続いてあたしが――ジャーンプ！」

　背中にネデルカの踏み切りを感じて見あげると、そこには待ち構えるようにワイバーンが火花の散る牙を剥むいていた。

「なッ!?」

　嘘うそだろ――

　最後のサンダー・ブレスを出だし切っていなかった？

　このタイミングを待っていた？

　ケダモノが学習した？

　ワイバーンに感情があるとするなら、これはしたり顔。

　視覚がスローモーションで伝えてくる絶望の光景。

　そしてネデルカが、放電直前の牙に真正面から飛び込んでいく。

「待てッ！」

　一いつ瞬しゆんで思考が脳裏を駆け巡る。

　大だい丈じよう夫ぶ、ネデルカはやられてもピッカーに拾ってもらえる。

　ただ、ちょっと真正面からブレスを喰くらって黒焦げになるだけ。

　気を失うまで痛いだけ。

　死ぬほど苦しいだけ。

　それを見てるだけ？

「できるかバカヤロウ！」

　楯を捨て、飛躍したネデルカの足首に手を伸のばしたのは反射だった。

　ギリギリで届いた編み上げブーツを握りしめ、空中からネデルカを引きずり下ろす。

「きゃっ！」

　目の前に迫せまるのは、目標を失った放電直前の火花散る牙。

　サンダー・ブレスを受ける楯はない。

　理屈じゃあないんです。

「うおぉぉぉッ！」

　振り切ったメイスから歯列を叩き砕いた手応えを感じた直後――




　ぶちゅん、と視界がブラックアウトした。







▽　▽　▽







　そこは真っ暗だった。

　周囲も足元も、すべて漆黒に塗りつぶされた空間。

　そこになぜか、円いちゃぶ台とふたつの座布団だけが存在していた。

「え、なに？」

　確か目の前に迫ったワイバーンの火花散る牙をメイスで叩き折った直後。

「急にブラックアウトって、前にもこんな展開あったような気がするけど」

　遠くでクルクルとバレリーナのように回っている人が見えた。

　人？

　回ってる？

　次第に近づいてきたそれが人ではないと、すぐに気づいた。

　しゅたっと回転を止めてキメポーズを取ったのは、マイク片手に首から上が馬で下は腰布１枚のガチムチ男だ。

　なんでこんなに腰布１枚が流行はやってるかなぁ。

「レイディース＆ジェントルメン！　さぁ始まりました魂の再生番組『境界裂孔ハイエイタスを超えて』！　司会はわたくし、トウ・走馬ソウマです！」

　どこからツッコミを入れたらいいだろうか。

「本日のゲストは、この方。ヨルゴスからお越こしの、マコウ・エルフィラリさん！」

「……どうも、初めまして」

「ささ。どうぞ、おかけになって」

　まったく理解できないが、勧められるがまま座布団に腰を下ろす。

「まずは『今週のピックアップ・メモリー』のコーナーから」

「ちょ、待って待って」

「質問コーナーは、このあとすぐ！」

「いや、いま質問があるんだけど」

　チッ、と舌打ちされた。

　馬面というか馬頭のガチムチは座布団に腰を下ろすと、渋しぶ々しぶといった感じでマイクをちゃぶ台に置いて肘ひじをつく。

　なんて感じの悪いヤツだ。

「あれだ。お兄さん、境界裂孔ハイエイタスを通るの初めてなんでしょ」

「……境界裂孔？　ここが？」

「なんだ。じゃあ、ボクのことも知らないね」

「走馬灯みたいな感じのヤツだろ？　ベタすぎるわ」

「なら話は早いや。なんか観みたいのある？」

　どこから取り出したのかわからないリモコンをピッと押おすと、真っ暗な空間に懐かしのブラウン管テレビが現れた。

「観たい……って、思い出のことか」

「そう。なんでもいいよ、つき合うから」

　完全にやる気を失ったらしく、馬頭は頬ほお杖づえをついたままリモコンをいじっている。




「――オレ、死んだのか？」




「うん」

「そうか……死んだのか……」

「うん、死んだ」

　即そく答とうされると、あまり悲壮感が漂わなくていいかもしれない。

「……死んだか」

「回想シーンは観ないの？　リスポーンするまで、もうちょっと時間あるけど」

　思えば楽しい転生生活だった。

　テキトーにクエストに出て、けっこういい感じの仲間もできた。

　夜のダンジョン歓かん楽らく街がいを飲み歩いた。

　可愛かわいいキャバ嬢じようと、ちょっと仲良くなった。

「……いかん、泣けてくるな」

　いま思い出の映像を流されたら、死にたくなってしまう。

　まぁ、すでに死んでるけど。

「あ、まさか税金払ってなかった系？」

　その言い方にイラッとして我に返った。

「そうだよ」

「じゃあ、次はどこ行くの？」

「は？　それはオレの質問だ」

「あ、まさか決めてない系？」

　おやおや？

　みたいな顔で指をさされて、またイラッとした。

「決めてるわけないだろ。次にどこ行くかって、他の人は決めて来るのか？」

「ほとんどね。決めてない人には転生先を紹しよう介かいするけど、どうする？」

　どこかで聞いた話だが、前は選択の余地なく面接が始まったような気がする。

「……できれば、ヨルゴスに戻りたいんだが」

「ここから落ちて世界線に引っかかればいいけど、税金払ってなきゃムリじゃない？」

「払ってれば戻れたのか」

「その為にヨルゴスはピッカーを雇ってるワケだからねぇ」

　話に聞いていたピッカーとは、世界線を操る職種らしい。

　雇うのに金がかかるのも納なつ得とくできるが――

　なんでそんな大事なものを払い忘れたかなぁ……。

　よりによって、ここ一番でなぁ……。

　思わず溜ため息いきが漏れた。

「ちなみに転生先って、どんなの持ってんだ？」

「ボクが預かってるのは節足動物と扁形動物で」

「待てコラ。ほ乳類ですらないぞ」

「しょうがないじゃん。ヨルゴスの境界裂孔に来る人なんて、ほとんど元の世界に戻っちゃうんだからさ」

「セクシー面接官は、フツーにヨルゴスを勧めてくれたのにか！」

「ボクだって前は鳥類キジ目キジ科キジ属を担当してたんだよ！」

「キジだなそれ！　おまえ完全にキジだけ担当だな！」

「……嫌いやなヤツ。前の上司みたい」

　今回も、別の意味で選択の余地はないらしい。

　ほ乳類物件を持っていないヤツを相手にゴネても無意味だろう。

　権利意識を剥むき出しにして、なんでもゴネてみる奴やつにだけはなりたくない。

　すでに死んでいるとはいえ、せめてきれいに死にたい。

　なんだよそれ。

「もういい。さっさとここから落としてくれ」

「ヨルゴスの世界線をスルーしたら、あとの転生先はランダムだからね。ボクはちゃんと説明したからね、転生先も勧めたからね！」

「誰だれがカニやプラナリアに転生するか。さっさと落とせ」

「じゃあ座布団の上に立って」

「ここか？」

　楽しかったヨルゴスの世界を目に焼き付けて、消えゆくとしよう。

　その後のことは、行った先で考えるからいい。

「お兄さん、こう言ったらアレだけどさ」

「なんだ」

「二度と来んなよ、バーカバーカ」

「ハァ!?　このやろ――」

　不意に足元の空間が消失し、急激な重力とともに落ちていった。







　雲を突き抜ぬけると、眼下にはヨルゴスの世界が広がっていた。

　山や森、その向こうには町も見える。

　あれは懐かしのレンゾだろうか。

　などと余韻に浸る気持ちは消し飛んだ。




「落ちる落ちる、落ちてるぁぁぁぁあっ！」




　ごうごうと風が顔を叩き、目を開けるのも精一杯。

　車の窓から顔を出すのとはワケが違う。

　風圧で唇くちびるはめくれ上がり、歯茎が乾く。

　髪かみがズラのように飛んでいきそう。

「うぉぉぉぉぉおっ！」

　なんだこの実体のある感じは。

　ホントにスーッとヨルゴスの世界線をスルーするのか？

　地平線はどんどん迫り、森の木々や平原が目前に近づいてくる。

　このまま地面に叩たたきつけられる感がハンパない。

　なのに、ちっとも気を失う気配がない。

　こんなことならいっそ、カニかプラナリアに転生した方が良かったのだろうか。
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　それはイヤだ。

　かといってこのままどこかへ消え去っても、エビやイワシに転生するかもしれない。

　その時カツオに食われても、また人間に転生できる可能性はあるのだろうか。

　いや、もしかしたら転生先は植物かもしれない。

　待てよ、植物って枯れた時に次の転生先を考えられるのか？

　まさかの植物転生ループもの？

「くっそぉぉぉぉおっ！」

　山の頂上が目前に迫ってきた時、１羽の鳥が猛烈なスピードで近づいてきた。

　違う。

　やべ、ワイバーン？

　違う。

　遠近感が狂ったせいで鳥に見えたのは、翼つばさを広げたドラゴンだ。




「マコーさぁーんっ！」




　懐かしいアリーヌちゃんの声が聞こえたのは幻聴か。

「まだ落ちちゃダメぇーっ！」

　間ま違ちがいない。

　猛スピードで迫りくるドラゴンの背に乗っているのは、メイド服のミニスカをはためかせたアリーヌちゃん。

　まさか、助けに来てくれたとか？

「ア、アリーヌちゃぁぁぁぁぁあん！」

　ごうっ、と目前まで迫ったドラゴンが大きな口を開けた。

「その人っ！　食べちゃって！」

「えぁあッ!?」




　ぶちゅん、と視界がブラックアウトした。




　もう知らん。

　誰か説明してくれ。
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　また真っ暗だった。

　周囲も足元も、すべて漆黒に塗りつぶされた空間。

　案の定、円いちゃぶ台とふたつの座布団だけが存在している。

　また死んだ。

　転生する前に死んだ。

　遠くでクルクルと、バレリーナのように回ってるヤツがいる。

「……あいつだな」

　しゅたっと回転を止めてキメポーズを取ったのは、やはりマイク片手の馬頭だ。

「レイディース＆ジェントルメン！　さぁ始まり――えっ!?」

「このやろう！　さっき落とす前にバカって言っただろう！」

「ちょ、なにこれ！　お兄さん、なに戻っちゃってんの!?　あり得ないんですけど！」

　胸ぐら掴もうにも馬頭は腰こし布ぬの１枚だったので、諦めて座布団に腰を下ろした。

「つけてくれ、テレビ」

「やめてよ、人ん家ちに来て勝手にくつろぐっぽいの」

「あたりまえだろ、２度目なんだから！」

「なに怒おこってんの！　バカって言ったのは謝るよ！」

「それはもういいから、テレビつけてくれって言ってんの！」

　小声でブーたれながら、馬頭はリモコンをピッと押した。

「ここに来る直前のやつ、オレがドラゴンに食われた時のやつ見せてくれ」

「へいへーいだ」

　古いブラウン管テレビには、ドラゴンの口が迫っていた。

「ストップ！　一時停止だよ、早く！」

　馬頭がまた小声でなにか言ったが、それどころではない。

「……やっぱこれ、絶対アリーヌちゃんだよな。巻き戻もどして」

「巻き戻すって、なにを巻くの？」

「再生ポイントを戻すの！」

「へいへい、へーい」

「ここ、ここ再生！」

　遠くからドラゴンの背に乗ってきたアリーヌちゃんは、確かに叫さけんでいた。

「……どういうことだよ『まだ』落ちちゃダメって」

　逆に考えれば『落ちていい』タイミングでもあるというのか。

「まだ行かないの？」

　馬が鼻クソほじってる姿は見られたものではない。

「境界裂孔には、最長でどれぐらい滞在できるんだ？」

「何時間何分いても無意味だよ。実在世界の時間では決まって７日間だから」

　それなら長居は無用だ。

「落としてくれ。座布団に立てばいいんだったな」

「……まったく、二度と来るなって言ったのに」

「おまえさー、オレがこう言うのもアレだけど」

「なに」

「二度と来るか、バーカバーカ！」

「ハァ!?　それボクのセリフ――」

　少しスッキリした気持ちで、もう一度ヨルゴスの世界へと落下を始めた。

　わずかだが希望はありそうだ。







　２度目の落下はだいぶ慣れた。

　眼下に広がる景色が最初と変わりないところを見ると、どうやら境界裂孔ハイエイタスの位置――つまりリスポーンの位置は決まっていると考えていい。

　ならばチャンスはある。

　あとは、どうやってヨルゴスの世界線に引っかかるかだけだ。

「マコーさぁーんっ！」

　やはり。

　ドラゴンの背に乗ったアリーヌちゃんが、猛スピードで近づいてきた。

「アリーヌちゃん！　オレ、どうすればいい!?　ドラゴンに飛び移ればいい!?」

「そのまま落ちて！」

「えぇぇぇぇッ!?」

　どういうこと？

「あたしを信じて！　まっすぐ真下の平原に落ちて！」

　ドラゴンに併走されながら落下を続けると、山の頂上を過ぎて平原が迫り来る。

「ん？」

　開けた平原の真ん中に、小さな的マトが見えた。

　いや、何人かが広げている巨きよ大だいな――

　なんだあれ。

「マコーさん、あの網あみに落ちて！」

　網？

　そんなもので、高高度降下低高度キャッチをするというのか。

「ムリっぽくないか!?」

「大丈夫！　理屈じゃあないんです！」

　どこかで聞いたセリフだが、今は信じるしか他に手段がない。

「り――了りよう解かいしたッ！」

　風に流されるのをなんとか平泳ぎで調整しながら、垂直落下を維持する。

　迫る地面と巨大な網。

　全力で空中平泳ぎ。

　地上では網を左右に移動させて、落下位置に合わせてくれている。

　それを広げてくれているのが誰か、今はっきり見えた。




　ネデルカ

　マリエラ

　ピオナ

　カタリンちゃん

　ザミラさん

　スーツ姿のイクヤ

　アコスタさん

　ワーウルフ店長




　こんなテキトーに生きてきた人間の、帰りを待ってくれているというのか。

「……みんな」

　ヨルゴスに帰りたい。

　みんなのいる世界に帰りたい。

　一気に地面が迫り、最後のひとかきで網の真上を維持した。

「ふぉあッ！」

　急激な減速と共に、網が痛いほど体に絡からみつく。

　どぶっと嫌な音がして、泥どろのように歪む地面。

　これがヨルゴスの世界線なのだろうか。




「おかえり、マコーッ！」




　ぶちゅん、と視界がブラックアウトした。
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　いつものペラ防具を着て、メイスと可変楯を持つ。

　帰ってきたんだな、と実感する瞬しゆん間かんだ。

　待ち合わせに呼び出された町営ギルドに入ると、空気が変わってどよめきが上がった。

「不死ノスフエラトウのマコウだぞ……」

「あいつが例の？」

「なるほど……不死だから防具なんて飾りなのに、それがエラい人には分からなかったんだな」

　そういう二つ名が付いたらしいが、悪い気分ではない。

「ワイバーンと殴り合って相討ちになったのに、税金も払はらわず蘇った猛も者さだろ？」

「そりゃあ猛者だな、見習うべき脱税の猛者だ」

　その二つ名はやめなさい。

　意図して払わなかったのではなく、払い忘れただけの滞たい納のう者しやです。

「あ、来た来た。こっちだよマコーッ！」

　手を振ふるネデルカ、銃じゆうの手入れをするピオナ、パラソルキノコのマリエラ。

　メンバー募ぼ集しゆうテーブルで待つみんなの姿も、帰ってきたんだなと実感する光景だ。

「いよう、久しぶり」

「久しぶりじゃないでしょ。帰ってきてから、なにしてたのよ」

「飲みに行ってた」

「ハァ？」

「ダンジョン地下２階の人たちにお礼してたの」

　この世界の住人には、助けられてばかりだった。

　見事にヨルゴスの世界線を形成したあの網は、森の奥おく深くで隠居しているカタリンちゃんのお父さんが特殊なツタで編んだものだった。

　ちなみに『神秘のアミ網キャッチャー』という商品名で、昔はピッカー相手に売りさばいていたのだとか。

　途と中ちゆう参戦してくれたアコスタさんやワーウルフ店長にも感謝の意を表して、ＣＬＵＢドミナントを貸し切って酒をおごった。

　それぐらいしか恩返しはできなかったが、酔よったアコスタさんがワーウルフ店長と見事な漫才コンビになっていたので、満足してもらえたのではないだろうか。

　ザミラさんも含めて店の娘こ全員を場内指名したが、アリーヌちゃんだけがいなかった。

　あれからアリーヌちゃん、どこへ行ったのやら。

　お父さんぐらいには教えてあげて欲ほしい。

　そうすれば、また会えるチャンスもあったというのに。

「まぁ、お礼はしなくちゃだけど……けっきょく飲んで騒さわいだだけでしょ？」

「夜のダンジョン歓楽街では、お金を使うことが一番の恩返しなの」

「また無一文になったんじゃないでしょうね」

「バカだなぁ、金がなくなったからクエストに来たんじゃないか」

「どっちがバカよ……」

　きゅっきゅと銃を分解清掃していたピオナに、ヤレヤレな顔をされる。

「境界裂孔を通ると真人間になると聞いてたですが、ちっとも変わらんですな」

「……おかえりマコウ」

　ようやくマリエラ姐ねえさんの声も聞けた。

「変わってないのはお互たがい様だろ。ネデルカだってそのボンデージ防具、気に入ってるみたいじゃないか」

「違ちがうから！　露ろ出しゆつが気持ちいいとかじゃなく、これはスキルが気に入ってんの！」

　気持ちいいんだ。

「まぁいいけど、今日はなんのクエスト行くの」

「それがねぇ……」

　３人が同時にため息をつく。




「マコーさん、お待たせ！」




　聞き覚えのある声に振り返ると、ミニスカメイド服が手を振りながら駆かけ寄よってきた。

「アリーヌちゃ……ん？」

　なぜか背中にネデルカもびっくりな双そう剣けんを納刀している。

「ごめんなさーい。武器選んでたら遅くなっちゃって」

「どうしたの、その高そうな双剣」

「そこのショップで買ってきたの」

「そうじゃなくて、なんで武器？」

　ネデルカが大きな溜め息をつく。

「マコーからも、なんか言ってやってよ」

「なんかって？」

「クエストに行くんだって」

「え、なんで？」

　アリーヌちゃんは人の話も聞かずに、ドリンクバーから黒いシュワシュワしたジュースをふたつ運んできてくれた。

「はい、マコーさんはコラだよね」

「あ、さんきゅー」

「お酒は入ってないよ」

「そりゃそうだ」

　思わず乾かん杯ぱいしてしまうのは、もうクセだ。

「だから、マコーッ！」

「……あ、はいはい」

　ネデルカ、今日は厳しいな。

　しかし助けてもらった手前、あまり強く言えないのも事実だ。

「そういえばアリーヌちゃん、あのドラゴンって」

「ザミラさんの弟さんだよ。お願いしたら手伝ってくれたの」

「あれって、オレ食われたじゃん？」

「マコーさん、落ちてくるの早いんだもーん。カタリンの父ちゃんに頼たのんでた網、あの時まだ完成してなかったんだよ？　世界線スルーしたら、どうする気だったのさー」

　時間稼ぎに食ったと。

　まぁ、うん。

　ありがとう。

「ごめん。けど境界裂孔って、どれだけ時間が過ぎてもこっちでは７日間らしいよ」

「へー、そうなんだー。なんか初七日みたいだね」

「え？　こっちの世界にも初七日とか仏教的なの――」

　ネデルカがキレた。

「マコォォッ！　ここはキャバクラじゃないから！」

「もー、聞いてマコーさん。このボンデージの人、ちょー恐こわいんですけど女王様なの？」

　腕うでを取られて揺すられると、ゆいんゆいんと豊かな胸が肘に当たる。

「ハァ？　誰が恐いって？」

「うちがマコーさんを助けたんだよ？　なのにヒドくない？」

　確かに。

「あたしだって、マコーと息の合ったナイスなコンビネーションでワイバーンを討とう伐ばつしたんだから！」

　確かに。

「それが心配だから、うちがパーティーに入るって言ってんでしょー」

「だから、この前からムリだって言ってるでしょ！」

　なるほど理解した。

「アリーヌちゃんの気持ちは嬉うれしいけどさ。クエストって、４人パーティーなんだよ」

「えー、なんで？　５人でもよくない？　特別税も払ってきたよ？」

「報ほう酬しゆう体系の問題？　だったかな。民事訴訟が絶えなかったらしいね、知らんけど」

　なぜか、ネデルカが勝ち誇ったように威張っている。

「そうそう。だから他人の入る余地はないの」

「なーんだ。うちの代わりに、誰か抜ければいいだけじゃん」

　一瞬で世界が凍りついた。

「ちょ、この娘なに言っちゃってんの？　あたしたち様々な困難を乗り越えてきた、固い絆で結ばれた仲間なんだよ？　離れられるわけないじゃん。ねぇ、マリエラ」

「……キノコ、採れる？」

「え……」

　姐さんは、キノコが採れるかどうかが問題らしい。

「ピ、ピオナは？　なんかそういう仲間的なの、感じるよね？」

「銃が撃てればそれでいいですけや」

「なっ――じゃあ、じゃあ！　肝心のマコーはそのあたり、どどどどう思ってんのよ！」

　なにを動どう揺ようしてるんだネデルカは。

　４人パーティーに、新たな参加希望者が１名。

　答えは決まっているじゃないか。

「いいんじゃない？　入れてあげれば」

「やったーっ！　やっぱマコーさん、ちょー大好き！」

「ちょ……マコー、あんた……誰が抜ければ？　とか？　思ってる？」




「みんなで仲良く行っといでよ、オレ待ってるから」




　全員の痛い視線が絡みつく。

　名案なのに、なぜだ。

「マコりんは相変わらずですての」

「……マコウ行かない？」

「あたし……なんかちょっと、そう言うんじゃないかと思ってた……」

「マコーさんって、ホントにクエスト行かない人なんだね」




　モンスター？

　狩からない、狩らない。

　この世界には他に楽しいこと、いっぱいあるから。




「じゃあオレ、家で寝ねてるから夕食には誘さそってね」







〈了〉







あとがき







　この本で初めましてなのに買っていただいて、本当にありがとうございます。

　まずはこの言葉から始めないと、なんか人としてダメだと前から思っていたのです。
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　もしあなたが石油王なら、間違いなく慈善事業に億単位で寄付する人だと思います。それぐらい、買ってくれた方にはありがとうの気持ちでいっぱいです。




　そんな本作の受賞を知らせる電話がかかってきた日。

　伝言も入らなかったので妖しく思い、最初は出ませんでした。

　次の着信を受けたのは仕事帰りのバスの中。忘れもしない、土砂降りの日でした。やはり番号は同じ。二度目ですからすぐにかけ直さないと、受賞が取り消しになるかもしれない。そう考えて急いでバスを降りたのですが、動揺していたのでしょう。バス停をひとつ乗り過ごしていました。雨が降る暗闇の中、話しやすいようにと静かな街灯の少ない住宅街に入って行ったのが運の尽き。当時はまだガラケーだったので、便利なスマホのマップもなし。隣町なのに、雨に震えながら２時間ほど迷子になってしまいました。

　挙げ句にワーキング・メモリーが、受賞の話で塞がってしまったのでしょう。料理の最中にコンロの火を消し忘れ、あやうく失火するところでした。今まで職質を５回も受けている私が火事など起こそうものなら、なにかの犯罪を疑われていたかもしれません。受賞した人生最高の日が、人生最悪の日になる境界線を経験しました。




　そして剣道とラノベを愛する、敏腕イケメン担当編集さんのおかげで。

　イラストは、アジシオさんにお願いすることが決まりました。

　ＨＪ文庫編集部が声をかけるイラストレーターさんは、みんな確実にいい仕事のできる方たちばかりだそうです。アジシオさんはその中でも肉感のあるエロさ爆発なうえに、ＨＪ編集部から厚い信頼を置かれている方です。作風を見せてもらうためにアチコチのサイトに行ってみたのですが、年甲斐もなくトキメキが止まらなくて救心を飲みました。表紙とオビこそが、書店の最前線で戦うラノベの要。この本を買っていただいた方には、それが十分に伝わったのではないでしょうか。




　でもキャバクラって、どうなんでしょうね。

　他に楽しい遊びはたくさんありますし、別に行かなくても人生まったく損はしません。よく聞く「人生の85％は損してるよ」にも当てはまりませんし、そんなことを言う人にはお前の人生成分イカレてるなと突っ込んでいいと思います。ましてやコミュニケーション下手にとっては、お金を払って苦痛を受けに行くというＭ気質向けな要素すら見え隠れする次第です。あ、そういうＭっぽい人に向けたソフトなビジネスっていいですね。

　なので、この本を読んで「１回ぐらいはキャバクラ経験してみようかな」と興味を持たれた方。銀座や六本木なんて街の雰囲気自体がムリですし、新宿や池袋では路上で何かに狩られてしまうかもしれません。ですが地方の繁華街は、初動の基本さえ抑えておけばなにも怖くありません。実際に北海道のススキノから沖縄の松山町まで、だいたいこの本に書いてある通りにしてますが、トラブルに巻き込まれたことはないです。ぜひ自己責任で行ってみてください。ノークレーム・ノーリターンでお願いします。




　ちなみに、栄えあるＨＪ文庫大賞の金賞を受賞してもらった賞金は、もうとっくにありません。厳密には、もらう前から同額以上がなくなっていました。

　諭吉には悪い習性があります。あいつらはひとりでも飛び出して行くと、あとに残された諭吉たちがオレもオレもと騒ぎ出すのです。みなさんも気をつけてください。




　思えばデビューする遙か前から、ずいぶん恵まれていたように思います。

　猫又ぬこ先生や遊歩新夢先生のデビューに、ずいぶんと励まされてきました。そのあとは御堂筋線の大国町駅から徒歩すぐの異世界で超絶おいしいドイツ料理屋さんのシェフをしている、永島裕士先生にキャッキャしてもらいました。オススメは隠しメニューのグーラッシュ・ライスです。最近では三萩せんや先生と妹尾尻尾先生に、この業界のことを教わってばかりです。




　受賞も人とのお付き合いも、ご縁と運が大事。

　きっとこの本を手にとっていただいたあなたとも、なにかのご縁なのでしょう。

　だから今後とも、どうぞよろしくお願いします。

平成30年　確定申告と戦いながら
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